
 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 1学年

 授業形態  学期 前期  開講年月 4月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 1  時間数 30 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第　回 ○月○日

第1回 4月15日

第2回 4月

第3回 5月13日

第4回 5月20日

第5回 5月27日

第6回 6月3日

第7回 6月10日

第8回 6月17日

第9回 6月24日

第10回 7月1日

第11回 7月8日

第12回 7月15日

第13回 7月22日

第14回 7月29日

第15回 8月5日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

1位 2位 60  秀（Ｓ）：100点～90点

2位 2位 30  優（Ａ）： 89点～80点

なし  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 10  可（Ｄ）： 69点～60点

なし  不可（Ｅ）:59点以下

なし

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

人体の構造と機能 ビューティスペシャリスト科

講義 該当なし

必修 該当なし

 教科書名 該当なし
教科書以外に使用する参考書、市版本、オリジナルPowerPointな
どのタイトル名/著者名/発行元/発行日/改版/関連頁など

 設備名・機器名  実習機器名・実験機器名・素材名・動物名など  参考となる引用、関連するページタイトル/URL

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

解剖生理学の基礎を教授する。当該内容はエステ、ネイル、メイクの施術の際に役立つ。

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

当該科目の教育課程における位置づけは学則上の卒業要件であるとともに、卒業後に必要な知識を習得する科目。解剖生理学の基礎を習得する。（人
体の構造及び機能について簡単に説明することができる）日々学習を継続することができる。健康や美しさを維持するための基礎知識を習得する。

受講条件 YIC京都ビューティ専門学校ビューティスペシャリスト科に在籍していること

各回(コマ)同じ主題(タイトル)
としない。

記入要領:書体BIZ UD明朝 Medium、フォントサイズ11級、上揃え・左揃え、一行45W×2行ま
でに収めること。

正式な名称を記述する。

解剖生理学とは オリエンテーション。解剖生理学を学ぶ目的、役割を理解する オリジナルPowerPoint

 関連前科目 該当なし 解剖生理学Ⅰ

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

骨格系統2 骨の細胞と成長 オリジナルPowerPoint

筋肉系統1 筋肉の名称と位置、働きを学ぶ オリジナルPowerPoint

細胞とは 細胞とは何かを学ぶ オリジナルPowerPoint

組織・器官・系統
骨格系統１

組織・器官・系統とは何かを学ぶ　骨の名称、位置、働きを学ぶ オリジナルPowerPoint

消化器系統2　栄養素 消化器の構造と働きを学ぶ　3大栄養素・ビタミン・ミネラル・カロリー・基礎代謝 オリジナルPowerPoint

呼吸器　循環器1（血液）
呼吸について学ぶ　循環器について学ぶ（血液成分・働き・循環経路・静脈・動脈・毛細血
管）

オリジナルPowerPoint

筋肉系統2 筋肉の名称と位置、働きを学ぶ オリジナルPowerPoint

消化器系統1 消化器の構造と働きを学ぶ オリジナルPowerPoint

神経系 神経系の基本知識を学ぶ　大脳と神経の伝導・自律神経について オリジナルPowerPoint

内分泌1 ホルモンについて学ぶ　作用・分泌のコントロール・内分泌腺の種類 オリジナルPowerPoint

循環器２（リンパ） リンパについて学ぶ　リンパとは何か、リンパの流れ オリジナルPowerPoint

排泄器 排泄器について学ぶ　腎臓・尿管・尿の生成について学ぶ　腎臓の病気について オリジナルPowerPoint

成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）

出席率80％以上及び
①成績判定試験（選択問題・記述式問題）
②記述式問題　授業内で出てきたワード（専門用語）を記述すること
③確認テスト　小テストの得点を合計し、全体の成績に反映する④授業態度、提出物及び授業への出席状況を評価する。
上記評価点数を下表の配分％で按分し総合点６０点以上を合格とする

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

①成績判定試験

②確認テスト

内分泌2　解剖生理学まとめ
ホルモンについて学ぶ　作用・分泌のコントロール・内分泌腺の種類　1～14回の授業を復習
し理解度を高める

オリジナルPowerPoint

成績判定試験 成績判定試験実施　到達目標　筆記試験（選択問題・記述問題を解くことができる） オリジナル試験問題

シラバス作成
者

竹縄惠理
シラバス承認

者
フルネームを記載

竹縄惠理

学校ＨＰ内の実務経験教員の紹介ページのリンクを記載

③課題レポート

④授業態度

➄作品

⑥プレゼンテーション

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 補修、追試の有無等

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

3.

4. 5. 6.

7. 8.

1 2.

9. 10.

11.

12.

13.

14. 15.

16. 17.

18. 19.

20.

21.

58 ＹＩＣ京都ビューティ専門学校



 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 1学年

 授業形態  学期 前期  開講年月 4月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 1  時間数 30 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第１回 4月16日

第２回 4月23日

第３回 5月7日

第４回 5月14日

第５回 5月21日

第６回 5月28日

第７回 6月4日

第８回 6月11日

第９回 6月18日

第１０回 6月25日

第１１回 7月2日

第１２回 7月9日

第１３回 7月16日

第１４回 7月23日

第１５回 7月30日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

1位 2位 50  秀（Ｓ）：100点～90点

1位 2位 30  優（Ａ）： 89点～80点

③授業態度 2位 1位 10  良（Ｂ）： 79点～70点

２位 １位 10  可（Ｄ）： 69点～60点

 不可（Ｅ）:59点以下

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

再試験

シラバス作成
者

福本真弓
シラバス承認

者

福本真弓

https://www.yic-kyoto-beauty.ac.jp/voice/fukumoto/

①成績判定試験

②確認テスト

④作品・発表

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。

成績判定試験 筆記試験

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

出席率８０％以上及び
①成績判定試験：筆記試験（選択問題・記述問題）
②確認テスト　中間テスト及び小テストの得点を合計し、全体の成績に反映する
③授業態度　提出物及び授業への出席状況を評価する
④作品　グループで１単元の発表資料の作成、発表ができる
上記評価点数を下表の配分％で按分し総合点６０点以上を合格とする

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

皮膚科学まとめ⑴
第７回から第１２回までの確認テスト・第1回から第12回の授業総復習グループワーク（発表
準備）

皮膚科学まとめ⑵ 第1回から第12回の授業総復習グループワーク（発表）

皮膚疾病⑵ シミの種類とスキンケアについて理解する YIC京都オリジナル教材

月経周期と皮膚 月経周期と皮膚への影響について理解する YIC京都オリジナル教材

紫外線と皮膚 紫外線と皮膚への影響について理解する YIC京都オリジナル教材

皮膚疾病⑴ ニキビ・ストレスと皮膚について理解する YIC京都オリジナル教材

皮膚の生理機能⑴ 第１回から第６回までの確認テスト・皮膚の生理機能７つについて理解する YIC京都オリジナル教材

皮膚の生理機能⑵ 皮膚の生理機能７つについて理解する YIC京都オリジナル教材

皮膚の構造⑷ 皮下組織の構造と役目について理解する YIC京都オリジナル教材

皮膚付属器官の構造 汗腺・皮脂腺・毛・爪の構造について理解する YIC京都オリジナル教材

皮膚の構造⑵ 表皮の構造と役目について理解する YIC京都オリジナル教材

皮膚の構造⑶ 真皮の構造と役目について理解する YIC京都オリジナル教材

皮膚の概要 皮膚の概要、美しい肌の条件を理解する YIC京都オリジナル教材

皮膚の構造⑴ 皮膚の表面と断面について理解する YIC京都オリジナル教材

 関連前科目 該当なし 解剖生理学Ⅰ

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

 教科書名 該当なし オリジナルPowerPoint/オリジナルプリント

 設備名・機器名 該当なし
日本皮膚科学会HP
https://www.dermatol.or.jp/

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

皮膚およびその附属器官の構造、皮膚の循環系と血管の解剖と生理、皮膚と附属器官の一般的生理機能、皮膚と附属器官の保健ならびに疾病の概要等
について教授する。

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

美と健康に関わる皮膚の科学的な正しい知識と技術を習得し、これを活用し実践する能力を身につける
皮膚のトラブルの種類とその対処法を学び現場でお客様に的確にアドバイスすることができる知識を身に付ける

受講条件 ＹＩＣ京都ビューティ専門学校ビューティスペシャリスト科に在籍していること

皮膚科学 ビューティスペシャリスト科

講義 該当なし

必修 該当なし
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4. 5. 6.

7. 8.

1 2.

9. 10.

11.

12.

13.

14. 15.

16. 17.

18. 19.

20.

21.
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https://www.yic-kyoto-beauty.ac.jp/voice/fukumoto/
https://www.yic-kyoto-beauty.ac.jp/voice/fukumoto/
https://www.yic-kyoto-beauty.ac.jp/voice/fukumoto/
https://www.yic-kyoto-beauty.ac.jp/voice/fukumoto/
https://www.yic-kyoto-beauty.ac.jp/voice/fukumoto/


 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 2学年

 授業形態  学期 前期  開講年月 4月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 1  時間数 30 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第1回 4月14日

第2回 4月21日1限

第3回 4月21日

第4回 4月28日１限

第5回 4月28日

第6回 5月12日1限

第7回 5月12日

第8回 5月19日

第9回
5月25日
（日)２限

第10回 5月26日

第11回 6月2日

第12回 6月9日

第13回 6月16日

第14回 6月23日

第15回 7月7日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

1位 2位 70  秀（Ｓ）：100点～90点

2位 2位 20  優（Ａ）： 89点～80点

なし  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 10  可（Ｄ）： 69点～60点

なし  不可（Ｅ）:59点以下

なし

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 再試験1回

シラバス作成者 福本真弓
シラバス承認

者
フルネームを記載

武田周子・奥谷千晴

該当なし

①成績判定試験

②確認テスト

③課題レポート

④授業態度

➄作品

⑥プレゼンテーション

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

出席率８０％以上及び
①成績判定試験（選択問題・記述式問題）試験時間５０分
②確認テスト　小テストの得点を合計し、全体の成績に反映する
③授業態度　提出物及び授業への出席状況を評価する
上記評価点数を下表の配分％で按分し総合点６０点以上を合格とする

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

総復習 １～１２回の授業総復習 オリジナル教材

成績判定試験 選択問題・記述問題

香粧品化学Ⅳ ネイル・ヘアケア・ボティケアの基礎知識・原料・成分について理解する　クラフト作成 オリジナル教材

化粧品について 法律・広告やＰＲ・化粧品を安全に使うための基礎知識を習得する オリジナル教材

香粧品化学Ⅰ 化粧品の原料・界面活性剤について理解する オリジナル教材

香粧品化学Ⅲ スキンケアアイテム・メイクアップの原料・成分について学ぶ、クラフト作成 オリジナル教材

2級試験対策Ⅶ 模擬試験　日本化粧品検定2級の内容を把握し、答えることができる オリジナル教材

日本化粧品検定２級試験 日本化粧品検定2級試験実施 オリジナル教材

2級試験対策Ⅳ※特別講師
日本化粧品検定2級・3級対策テ
キスト

2級試験対策Ⅴ※特別講師 美しい肌を作る生活習慣について理解する
日本化粧品検定2級・3級対策テ
キスト

2級試験対策Ⅵ※特別講師 模擬試験　日本化粧品検定2級の内容を把握し、答えることができる
日本化粧品検定2級・3級対策テ
キスト

効果的なマッサージの必要性と方法について理解する

2級試験対策Ⅲ※特別講師
肌を劣化させる様々な要因について理解する
紫外線が肌に与える影響について理解する

日本化粧品検定2級・3級対策テ
キスト

2級試験対策Ⅲ※特別講師
肌を劣化させる様々な要因について理解する
紫外線が肌に与える影響について理解する

日本化粧品検定2級・3級対策テ
キスト

オリエンテーション
オリエンテーション
現在の知識の復習、習得度を把握する

日本化粧品検定2級・3級対策テ
キスト

2級試験対策Ⅰ※特別講師 肌タイプの見分け方・肌悩みの原因とお手入れ方法
日本化粧品検定2級・3級対策テ
キスト

 関連前科目 人体の構造と機能、皮膚科学、アロマテラピー基礎 メイクアップ総合/ネイル総合/エステ総合

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

 教科書名
日本化粧品検定　２級対策テキスト　コスメの教科書　A5版
【第３版】日本化粧品検定 ２級対策問題集 A5判

オリジナルプリント/オリジナルPowerPoint

 設備名・機器名 投影用プロジェクター設備/PC https://cosme-ken.org/

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

香粧品の科学的基礎知識を学ぶ。香粧品の成分、使用目的、安全性、原料や性状を理解しお客様のニーズに合わせてご提案できるための知識を教授す
る

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

日本化粧品検定２級合格相当の知識を身に付ける
化粧品の成分や働きを理解し、目的に合った使い方が出来るようになる。

受講条件 ＹＩＣ京都ビューティ専門学校ビューティスペシャリスト科に1年以上在籍していること

香粧品化学 ビューティスペシャリスト科

講義 民間検定

必修 日本化粧品検定2級

3.

4. 5. 6.

7. 8.

1 2.

9. 10.

11.

12.

13.

14. 15.

16. 17.

18. 19.

20.

21.
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 1学年

 授業形態  学期 後期  開講年月 9月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 1  時間数 30 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第１回 9月29日

第２回 10月6日

第３回 10月20日

第４回 10月27日

第５回 11月10日

第６回 11月17日

第７回 12月1日

第８回 12月8日

第９回 12月15日

第１０回 12月22日

第１１回 1月19日

第１２回 2月2日

第１３回 2月9日

第１４回 2月10日

第１５回 2月16日

2月17日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

1位 2位 70  秀（Ｓ）：100点～90点

2位 2位 10  優（Ａ）： 89点～80点

1位 2位 15  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 5  可（Ｄ）： 69点～60点

なし  不可（Ｅ）:59点以下

なし

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 補修、追試の有無等

シラバス作成
者

福本真弓
シラバス承認

者
フルネームを記載

亀田純代

該当なし

①成績判定試験

②確認テスト

③課題提出

④授業態度

➄作品

⑥プレゼンテーション

成績判定試験
筆記試験
選択問題・記述問題５０分

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

出席率８０％以上及び
①成績判定試験（選択問題・記述式問題）試験時間５０分
②確認テスト　小テストの得点を合計し、全体の成績に反映する
③課題提出　所定の課題の提出を全体の成績に反映する
③授業態度　授業への出席状況を評価する
上記評価点数を下表の配分％で按分し総合点６０点以上を合格とする

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

パーソナルカラーの特徴 人の特徴によるアンダートーン、パーソナルカラーを理解する
パーソナルカラリスト検定3級公
式テキスト第2版

総復習
期末試験対策
１～１４回目の授業の復習、習得度を把握する

パーソナルカラリスト検定3級公
式テキスト第2版

ブライダルと色彩 ウエディングと配色調和について理解する
パーソナルカラリスト検定3級公
式テキスト第2版

パーソナルカラー 肌色の仕組みについて理解する
パーソナルカラリスト検定3級公
式テキスト第2版

CUS配色効果 アンダートーンについて理解する
パーソナルカラリスト検定3級公
式テキスト第2版

ファッション概論 基本的な配色テクニックについて理解する
パーソナルカラリスト検定3級公
式テキスト第2版

色の三属性と対比現象 明度、彩度、色相について理解する
パーソナルカラリスト検定3級公
式テキスト第2版

色の感情効果 明度、彩度、色相に関する心理的効果について理解する
パーソナルカラリスト検定3級公
式テキスト第2版

色の種類
パーソナルカラリスト検定3級公
式テキスト第2版

色の仕組み 物体色と光源色、無彩色と有彩色の違いについて理解する
パーソナルカラリスト検定3級公
式テキスト第2版

CUS表色系 CUS色相、CUS色調、カラーアンダートーンシステムCUSについて理解する
パーソナルカラリスト検定3級公
式テキスト第2版

色の8系統のそれぞれの特徴について理解する

色の歴史 特徴的な伝統色を知る
パーソナルカラリスト検定3級公
式テキスト第2版

色の生活 衣食住等、周りを取り巻く色味について理解する
パーソナルカラリスト検定3級公
式テキスト第2版

オリエンテーション
授業の目標、目的、成績評価について理解する
色彩学の概要について理解する

パーソナルカラリスト検定3級公
式テキスト第2版

四季を表す色味 春夏秋冬にかかわる色味について理解する
パーソナルカラリスト検定3級公
式テキスト第2版

 関連前科目 メイクアップ基礎・メイクセラピー基礎 メイクアップ総合/ネイル総合/エステ総合

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

 教科書名 パーソナルカラリスト検定3級公式テキスト第2版 オリジナルプリント/CUS®カラーカード157

 設備名・機器名 該当なし
厚生労働省後援 パーソナルカラリスト検定ホームページ
https://colorist.or.jp/personal-colorist/

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

色の持つ文化的、感覚的な力を理解し、メイク、ネイル、トータルコーディネート等の実践に活かせる知識を教授する

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

当該科目の教育課程における位置づけは学則上の卒業要件をであるとともに、
将来卒業後に必要な知識を習得する科目。
パーソナルカラリスト検定3級合格相当の知識を身に付ける
色の文化、色彩理論、パーソナルカラー、色とファッションについての知識を習得する

受講条件 ＹＩＣ京都ビューティ専門学校ビューティスペシャリスト科に在籍していること

色彩学 ビューティスペシャリスト科

講義 民間検定

必修 パーソナルカラリスト検定3級
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 1学年

 授業形態  学期 前期  開講年月 4月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 1  時間数 30 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第1回 4月21日3限

第2回 4月25日

第3回 5月9日

第4回 5月16日

第5回 5月23日

第6回 5月30日

第7回 6月6日

第8回 6月13日

第9回 6月20日

第10回 6月27日

第11回 7月4日

第12回 7月11日

第13回 7月18日

第14回 7月25日

第15回 8月1日１限

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

1位 2位 40  秀（Ｓ）：100点～90点

2位 2位 10  優（Ａ）： 89点～80点

2位 1位 10  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 30  可（Ｄ）： 69点～60点

なし  不可（Ｅ）:59点以下

1位 2位 10

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 再試験1回

シラバス作成者 福本真弓
シラバス承認

者

楠本五月子

学校ＨＰ内の実務経験教員の紹介ページのリンクを記載

①成績判定試験

②確認テスト

③課題レポート

④授業態度

➄作品

⑥プレゼンテーション（接客ロープレ）

成績判定試験
成績判定試験実施
到達目標：筆記試験（選択問題、記述式問題）を解くことができる

オリジナルプリント/オリジナル
PowerPoint

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

出席率８０％以上及び
①成績判定試験（選択問題・記述式問題）　試験時間５０分
①記述式問題　授業内で出てきたワード（専門用語）を記入することができる
②確認テスト　小テストの得点を合計し、全体の成績に反映する
④授業態度　提出物及び授業への出席状況を評価する
⑥プレゼンテーション　接客ロールプレイング実施
上記評価点数を下表の配分％で按分し総合点６０点以上を合格とする

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

接客マナーⅡ 各分野での新郎新婦様へのご対応について学ぶ　ロールプレイングを実施する
オリジナルプリント/オリジナル
PowerPoint

ブライダル概論まとめ １～13回の授業を復習し理解度を高める
オリジナルプリント/オリジナル
PowerPoint

ブライダル美容Ⅱ ブライダル美容のスケジュール、注意点について理解する
オリジナルプリント/オリジナル
PowerPoint

ブライダル美容Ⅲ 挙式、ドレススタイルに合わせた美容イメージコラージュを考える
オリジナルプリント/オリジナル
PowerPoint

和装・和婚 和装の花嫁、和装スタイルについて理解する
オリジナルプリント/オリジナル
PowerPoint

ブライダル美容Ⅰ ブライダル業界におけるエステ、メイク、ネイルの必要性について理解する
オリジナルプリント/オリジナル
PowerPoint

接客マナーⅠ 対応について学ぶ
オリジナルプリント/オリジナル
PowerPoint

挙式、ドレスの種類 挙式＋ドレスの種類について理解する
オリジナルプリント/オリジナル
PowerPoint

結婚式のマナーⅠ 結婚式に招かれた時のマナーについて理解する
オリジナルプリント/オリジナル
PowerPoint

結婚式のマナーⅡ 結婚式においての食事のマナーについて理解する
オリジナルプリント/オリジナル
PowerPoint

冠婚葬祭Ⅱ 冠婚葬祭のマナー（水引、熨斗、祝儀袋）について理解する
オリジナルプリント/オリジナル
PowerPoint

結婚式用語について 六輝、忌み言葉、業界での用語について理解する
オリジナルプリント/オリジナル
PowerPoint

オリエンテーション
授業の目標、目的、成績評価について理解する
自己紹介実施・ブライダル概論の必要性について理解する

オリジナルプリント/オリジナル
PowerPoint

冠婚葬祭Ⅰ 冠婚葬祭、日本の文化について理解する
オリジナルプリント/オリジナル
PowerPoint

 関連前科目 該当なし ビジネスと仕事の実践

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

 教科書名 該当なし オリジナルプリント／オリジナルPowerPoint

 設備名・機器名 教材投影用プロジェクター・PC（講師用）
一般社団法人全日本冠婚葬祭互助協会ホームページ
https://www.zengokyo.or.jp/manner/mannercat/wedding/

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

社会人として人生の節目に行なわれる通過儀礼を滞りなく実行できる冠婚葬祭の一般的な知識、マナーを教授する
当該内容は卒業後、社会人としての立ち居振る舞いに役立つ

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

当該科目の教育課程における位置づけは学則上の卒業要件をであるとともに、
Diploma Policyの要件を満たす科目
冠婚葬祭基本的知識を身に付け、社会人としての通過儀礼を滞りなく実行でき、業界で働くためのマナー及びモラルを身に付ける

受講条件 YIC京都ビューティ専門学校ビューティスペシャリスト科に在籍していること。

ブライダル概論 ビューティスペシャリスト科

講義 該当なし

必修 該当なし
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7. 8.

1 2.

9. 10.

11.
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 1学年

 授業形態  学期 前期  開講年月 4月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 1  時間数 30 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第１回 4月16日

第２回 4月23日

第３回 5月7日

第４回 5月14日

第５回 5月21日

第６回 5月28日

第７回 6月4日

第８回 6月11日

第９回 6月18日

第１０回 6月25日

第１１回 7月2日

第１２回 7月9日

第１３回 7月16日

第１４回 7月23日

第１５回 7月30日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

1位 2位 70  秀（Ｓ）：100点～90点

１位 2位 20  優（Ａ）： 89点～80点

なし  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 10  可（Ｄ）： 69点～60点

なし  不可（Ｅ）:59点以下

なし

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 再試験1回

シラバス作成者 福本真弓
シラバス承認

者

渡辺幸美

該当なし

①成績判定試験

②確認テスト

③課題レポート

④授業態度

➄作品

⑥プレゼンテーション

期末試験
期末試験実施
筆記試験：選択問題80問実施

オリジナルプリント

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

出席率８０％以上及び
①成績判定試験（選択問題６０・記述式問題２０）　設問８０問（満点１００点）・試験時間５０分
②確認テスト　小テストの得点を合計し、全体の成績に反映する
③授業態度　提出物及び授業への出席状況を評価する
上記評価点数を下表の配分％で按分し総合点６０点以上を合格とする

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

日本メイクアップ知識検定試験
ベーシック

検定試験実施 一般社団法人JMA試験問題

期末試験対策 期末試験のポイントを理解する

25年度改訂版）日本メイクアップ技術検
定試験３級１３級 公式テキスト／日本
メイクアップ知識検定試験ベーシック
公式問題集

検定対策Ⅰ １～１０回の授業内容を復習し理解度を高める

25年度改訂版）日本メイクアップ技術検
定試験３級１２級 公式テキスト／日本
メイクアップ知識検定試験ベーシック
公式問題集

検定対策Ⅱ
模擬試験実施
日本メイクアップ知識検定ベーシック合格基準を満たすことが出来る

25年度改訂版）日本メイクアップ技術検
定試験３級１３級 公式テキスト／日本
メイクアップ知識検定試験ベーシック
公式問題集

修整メイクアップⅠ 顔型、顔バランスの修整方法について理解する

25年度改訂版）日本メイクアップ技術検
定試験３級１０級 公式テキスト／日本
メイクアップ知識検定試験ベーシック
公式問題集

修整メイクアップⅡ 目元、眉、口元の修整方法について理解する

25年度改訂版）日本メイクアップ技術検
定試験３級１１級 公式テキスト／日本
メイクアップ知識検定試験ベーシック
公式問題集

ポイントメイク理論Ⅰ ハイライト、ローライト、チーク、リップの基礎知識について理解する

25年度改訂版）日本メイクアップ技術検
定試験３級８級 公式テキスト／日本メ
イクアップ知識検定試験ベーシック 公
式問題集

ポイントメイク理論Ⅱ アイブロウ、アイメイクの基礎知識について理解する

25年度改訂版）日本メイクアップ技術検
定試験３級９級 公式テキスト／日本メ
イクアップ知識検定試験ベーシック 公
式問題集

メイクアップ基礎理論 メイクアップの効果、色彩の基礎知識について理解する

25年度改訂版）日本メイクアップ技術検
定試験３級６級 公式テキスト／日本メ
イクアップ知識検定試験ベーシック 公
式問題集

ベースメイク理論 ベースメイクアイテムのそれぞれの役割について理解する

25年度改訂版）日本メイクアップ技術検
定試験３級７級 公式テキスト／日本メ
イクアップ知識検定試験ベーシック 公
式問題集

顔分析・肌分析
自分の顔のパーツバランスを知る
肌のタイプ別特徴を理解する

25年度改訂版）日本メイクアップ技術検
定試験３級４級 公式テキスト／日本メ
イクアップ知識検定試験ベーシック 公
式問題集

スキンケアの基本 スキンケアの基礎知識を理解する、スキンケアアイテムのそれぞれの役割を理解する

25年度改訂版）日本メイクアップ技術検
定試験３級５級 公式テキスト／日本メ
イクアップ知識検定試験ベーシック 公
式問題集

オリエンテーション 授業のルール、授業の目標、検定内容について理解する

25年度改訂版）日本メイクアップ技術検
定試験３級２級 公式テキスト／日本メ
イクアップ知識検定試験ベーシック 公
式問題集

顔のパーツの名称
メイクアップツール

顔のパーツの名称及び基本のパーツバランスについて覚える
メイクアップツールの使い方について理解する

25年度改訂版）日本メイクアップ技術検
定試験３級３級 公式テキスト／日本メ
イクアップ知識検定試験ベーシック 公
式問題集

 関連前科目 該当なし メイクアップⅠ（理論）

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

 教科書名
（25年度改訂版）日本メイクアップ技術検定試験３級２級 公式テキスト
／日本メイクアップ知識検定試験ベーシック 公式問題集

オリジナルプリント

 設備名・機器名 該当なし
一般社団法人JMA公式ホームページ
https://www.jma-makeup.or.jp/about/

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

メイクアップの知識及びスキンケアの基礎知識を教授する。
当該内容は現場での接客、施術の際に役立つ

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

当該科目の教育課程における位置づけは学則上の卒業要件をであるとともに、
将来卒業後に必要な知識を習得する科目。
日本メイクアップ知識検定試験ベーシック合格相当の知識を身に付ける
メイクアップの基礎知識を習得する

受講条件 YIC京都ビューティ専門学校ビューティスペシャリスト科に在籍していること。

メイクアップ基礎（理論） ビューティスペシャリスト科

講義 民間検定

必修 日本メイクアップ知識検定試験ベーシック
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年

 授業形態  学期 後期  開講年月 10月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 2  時間数 60 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第1回 10月1日

第2回 10月1日

第3回 10月8日

第4回 10月8日

第5回 10月15日

第6回 10月15日

第7回 10月22日

第8回 10月22日

第9回 10月29日

第10回 10月29日

第11回 11月5日

第12回 11月5日

第13回 11月12日

第14回 11月12日

第15回 11月19日

第16回 11月19日

第17回 11月26日

第18回 11月26日

第19回 12月3日

第20回 12月3日

第21回 12月10日

第22回 12月10日

第23回 12月17日

第24回 12月17日

第25回 1月14日

第26回 1月14日

第27回 1月21日

第28回 1月21日

第29回 1月28日

第30回 1月28日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

1位 2位 70  秀（Ｓ）：100点～90点

2位 2位 15  優（Ａ）： 89点～80点

なし  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 10  可（Ｄ）： 69点～60点

２位 １位 5  不可（Ｅ）:59点以下

なし

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 補修、追試の有無等

シラバス作成
者

福本真弓
シラバス承認

者
フルネームを記載

渡辺幸美

該当なし

①成績判定試験

②確認テスト

③課題レポート

④授業態度

➄作品

⑥プレゼンテーション

成績判定試験 成績判定試験：筆記試験

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

出席率８０％以上及び
①成績判定試験　筆記試験（選択問題）試験時間５０分
②確認テスト　小テストの得点を合計し、全体の成績に反映する
③授業態度　授業への出席状況を評価する
⑤作品　アロマクラフトの作成ができる
上記評価点数を下表の配分％で按分し総合点６０点以上を合格とする

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

アロマテラピー検定対策２ 模擬試験実施　現在の習得度を把握する
アロマテラピー検定公式テキスト
アロマテラピー検定公式問題集

アロマテラピーまとめ 期末試験対策
１～28回の復習ができる

アロマテラピー検定公式テキスト
アロマテラピー検定公式問題集

アロマテラピークラフト作成５ アロマを活用したクレイパックを作成することができる
アロマテラピー検定公式テキスト
アロマテラピー検定公式問題集

アロマテラピー検定対策１ 検定試験対策
１～26回の復習ができる

アロマテラピー検定公式テキスト
アロマテラピー検定公式問題集

アロマテラピークラフト作成４ アロマを活用したバスソルトを作成することができる
アロマテラピー検定公式テキスト
アロマテラピー検定公式問題集

アロマテラピーと健康学３ アロマの活用（スキンケア）症状別の利用法について理解する
アロマテラピー検定公式テキスト
アロマテラピー検定公式問題集

アロマテラピークラフト作成３ アロマを活用したハーブティーを作ることができる
アロマテラピー検定公式テキスト
アロマテラピー検定公式問題集

アロマテラピーと健康学２ アロマの活用（女性ホルモン）について理解する
アロマテラピー検定公式テキスト
アロマテラピー検定公式問題集

アロマテラピーに関する法律 アロマテラピー検定公式テキスト
アロマテラピー検定公式問題集

アロマテラピークラフト作成２ アロマを活用したトリートメントオイルを作成することができる
アロマテラピー検定公式テキスト
アロマテラピー検定公式問題集

アロマテラピーと健康学１ アロマの活用（睡眠、ストレス）について理解する
アロマテラピー検定公式テキスト
アロマテラピー検定公式問題集

アロマテラピーと法律について理解する

精油のプロフィール９ レモングラス、ローズ、ローマンカモミールの精油の特徴について理解する
アロマテラピー検定公式テキスト
アロマテラピー検定公式問題集

アロマテラピークラフト作成１ アロマを活用した化粧水を作成することができる
アロマテラピー検定公式テキスト
アロマテラピー検定公式問題集

オリエンテーション
授業の目標、目的、成績評価について理解する
アロマテラピーについて理解する

アロマテラピー検定公式テキスト
アロマテラピー検定公式問題集

精油のプロフィール８ メリッサ、ユーカリ、ラベンダー、レモンの精油の特徴について理解する
アロマテラピー検定公式テキスト
アロマテラピー検定公式問題集

精油のプロフィール１

精油の基礎知識１

精油のプロフィール２

精油の基礎知識２

精油のプロフィール３

アロマテラピーのメカニズム

精油のプロフィール４

アロマテラピーの歴史１

精油のプロフィール５

アロマテラピーの歴史２

精油のプロフィール６

アロマテラピーの歴史３

 関連前科目 該当なし サロン運営Ⅰ

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

 教科書名
アロマテラピー検定公式テキスト2020年6月改訂版
アロマテラピー検定公式問題集2020年6月改訂版

アロマテラピー検定2級対応 エッセンシャルオイルセット C
アロマテラピー検定2級対応 エッセンシャルオイルセット C

 設備名・機器名 該当なし
日本アロマ環境協会ホームページ
https://www.aromakankyo.or.jp/licences/aroma/

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

香りによる心と身体への働きかけ及び活用法について教授する
当該内容社会人としての健康管理、現場での販売、接客、際に役立つ

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

当該科目の教育課程における位置づけは学則上の卒業要件をであるとともに、
将来卒業後に必要な知識を習得する科目。
アロマテラピー検定１級、２級合格相当の知識を身に付ける。
香りによる心と身体への働きかけを理解し 接客や日常生活に役立てることができる

受講条件 ＹＩＣ京都ビューティ専門学校ビューティスペシャリスト科に在籍していること

「教育課程」と同じ科目名。 「学則」上の名称。略してはならない。

講義 民間検定

必修
アロマテラピー検定２級
アロマテラピー検定１級

精油のプロフィール７

アロマテラピーと環境

イランイラン、クラリセージ、グレープフルーツの精油の特徴について理解する

精油、芳香物質の定義、性質、役割、抽出法について理解する

サイプレス、サンダルウッド、ジャーマンカモミールの精油の特徴について理解する

基材、芳香浴法、木浴法、吸入法、湿布法について理解する

ジャスミン、ジュニパーベリー、スイートオレンジの精油の特徴について理解する

精油が心身に伝わる仕組み、精油の作用について理解する

スイートマージョラム、ゼラニウム、ティートリーの精油の特徴について理解する

古代のアロマテラピーについて理解する

ネロリ、パチュリ、ブラックペッパーの精油の特徴について理解する

中世から近世のアロマテラピーについて理解する

フランキンセンス、ベチバー、ペパーミントの精油の特徴について理解する

近代から現代のアロマテラピーについて理解する

ベルガモット、ベンゾイン、ミルラの精油の特徴について理解する

アロマテラピー検定公式テキスト
アロマテラピー検定公式問題集

アロマテラピー検定公式テキスト
アロマテラピー検定公式問題集

アロマテラピー検定公式テキスト
アロマテラピー検定公式問題集

アロマテラピー検定公式テキスト
アロマテラピー検定公式問題集

アロマテラピー検定公式テキスト
アロマテラピー検定公式問題集

アロマテラピー検定公式テキスト
アロマテラピー検定公式問題集

アロマテラピー検定公式テキスト
アロマテラピー検定公式問題集

アロマテラピー検定公式テキスト
アロマテラピー検定公式問題集

アロマテラピー検定公式テキスト
アロマテラピー検定公式問題集

アロマテラピー検定公式テキスト
アロマテラピー検定公式問題集

アロマテラピー検定公式テキスト
アロマテラピー検定公式問題集

アロマテラピー検定公式テキスト
アロマテラピー検定公式問題集

アロマテラピー検定公式テキスト
アロマテラピー検定公式問題集

アロマテラピー検定公式テキスト
アロマテラピー検定公式問題集

3.

4. 5. 6.

7. 8.

1 2.

9. 10.

11.

12.

13.

14. 15.

16. 17.

18. 19.

20.

21.

58 ＹＩＣ京都ビューティ専門学校



 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 1学年

 授業形態  学期 前期  開講年月 4月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 4  時間数 120 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第１回 4月17日

第２回 4月17日

第３回 4月17日

第４回 4月17日

第５回 4月24日

第６回 4月24日

第７回 4月24日

第８回 4月24日

第９回 5月8日

第１０回 5月8日

第１１回 5月8日

第１２回 5月8日

第１３回 5月15日

第１４回 5月15日

第１５回 5月15日

第１６回 5月15日

第１７回 5月22日

第１８回 5月22日

第１９回 5月22日

第２０回 5月22日

第２１回 5月29日

第２２回 5月29日

第２３回 5月29日

第２４回 5月29日

第２５回 6月5日

第２６回 6月5日

第２７回 6月5日

第２８回 6月5日

第２９回 6月12日

第３０回 6月12日

第３１回 6月12日

第３２回 6月12日

第３３回 6月19日

第３４回 6月19日

第３５回 6月19日

第３６回 6月19日

第３７回 6月26日

第３８回 6月26日
テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試

テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試

安全な道具の扱い方について理解する

ネイル検定学科試験の要点を理解する

正しいネイルカラーリングの手順と方法について理解する

テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試

テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試

正しい手順に沿ってカラーリングができる（施術者）

正しい手順に沿ってカラーリングができる（被施術者）

効率的なネイルカラーリングの方法について理解する

材料の扱い方について理解する

効率的にネイルカラーリングができる（施術者）

効率的にネイルカラーリングができる（被施術者）

ネイル検定学科試験問題が解ける

キューティクルニッパーを正しく扱いキューティクルクリーンができる

消毒法について理解する

ネイルケアの手順について理解する

手順に沿ってネイルケアができる（施術者）

手順に沿ってネイルケアができる（被施術者）

ネイル検定の要点を理解する

ネイルポリッシュのカラーリング方法について理解する

ネイルポリッシュを用いてカラーリングができる（施術者）

ネイルポリッシュを用いてカラーリングができる（被施術者）

正しいファイリングの扱い方ついて理解する

ファイルを正しく扱うことができる

ネイルのための生理解剖学について理解する

安全メタルプッシャーの扱い方について理解する

キューティクルクリーンの方法について理解する

メタルプッシャーを正しく扱いキューティクルクリーンができる

爪の櫃の病気のトラブルについて理解する

安全なキューティクルニッパーの扱い方にについて理解する

キューティクルニッパーを用いてキューティクルクリーンの方法を理解する

道具の検品が出来る
テーブルセッティングの持ち物について理解する

ネイルの歴史について理解する

ネイル技術体系について理解する

爪の構造について理解する

爪の構造と働きについて理解する

基本的なテーブルセッティングについて理解する

用具用材の名称と使用目的、ファイリングの仕方について理解する

ネイルのための皮膚科学について理解する

カットスタイル別ファイリング５種類について理解する

ネイルケアカラー２

ネイルケアカラー３

カラーリング４

カラーリング５

カラーリング６

カラーリング７

ネイル理論１１

ネイルケアカラー４

ネイルケア１２

ネイルケア１３

ネイルケア１４

ネイル理論９

カラーリング１

カラーリング２

カラーリング３

ネイル理論１０

ネイルケアカラー１

ネイル理論６

ネイルケア６

ネイルケア７

ネイルケア８

ネイル理論７

ネイルケア９

ネイルケア１０

ネイルケア１１

ネイル理論８

オリエンテーション 授業の内容、目標、成績評価について理解する
テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試

 関連前科目 該当なし ネイルⅠ/ネイルⅡ/ネイルⅢ/ネイルⅣ

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

ネイル道具について

ネイル理論１

ネイル理論２

ネイル理論３

ネイル理論４

ネイルケア１

メイルケア２

ネイル理論５

ネイルケア３

ネイルケア４

ネイルケア５

 設備名・機器名 水道
公益財団法人日本ネイリスト検定試験センター
https://www.nail-kentei.or.jp/about/

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

正しいネイルケアの方法と、ネイルを美しく保つ技術と知識を教授する。
当該内容は現場ので印象管理、接客の際に役立つ

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

当該授業の教育課程における位置付けは学則上の卒業要件であるとともに、将来卒業後に必要な知識、技術として位置づける
ネイリスト技能検定試験3級合格相当の知識、技術を身に付ける
ベーシックなネイルケア・カラーリング・ネイルアートの技能と知識の基礎を習得する

受講条件 ＹＩＣ京都ビューティ専門学校ビューティスペシャリスト科に在籍していること

ネイル基礎 ビューティスペシャリスト科

実習 民間検定

必修 ネイリスト技能検定試験3級

 教科書名
テクニカルシステム ベーシック第4版2025年3月発行
ネイリスト技能検定試験　筆記試験公式問題集

オリジナルプリント/ネイル道具一式

3.

4. 5. 6.

7. 8.

1 2.

9. 10.

11.

12.

13.

14. 15.
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 ２０２５年度シラバス

第３９回 6月26日

第４０回 6月26日

第４１回 7月3日

第４２回 7月3日

第４３回 7月3日

第４４回 7月3日

第４５回 7月10日

第４６回 7月10日

第４７回 7月10日

第４８回 7月10日

第４９回 7月17日

第５０回 7月17日

第５１回 7月17日

第５２回 7月17日

第５３回 7月24日

第５４回 7月24日

第５５回 7月24日

第５６回 7月24日

第５７回 7月31日

第５８回 7月31日

第５９回 7月31日

第６０回 7月31日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

2位 1位 40  秀（Ｓ）：100点～90点

1位 2位 20  優（Ａ）： 89点～80点

なし  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 40  可（Ｄ）： 69点～60点

なし  不可（Ｅ）:59点以下

なし

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試

検定試験課題を一連の流れでできる（被施術者）

ネイルケアカラーの効果を高めることができる（施術者）

ネイルケアカラーの効果を高めることができる（被施術者）

ネイルアート材料の扱い方について理解する

ブラシワークについて理解する

検定課題のフラワーアートが描ける（施術者）

ネイルケアカラー６

ネイルアート１

ネイルアート２

ネイルアート３

セルフネイルアート４

成績判定試験１

幾何学模様、タータンチェックがセルフネイルできる（被施術者）

成績判定試験
到達目標：実技試験　ネイルケア、カラーリング、ネイルアートを65分で出来る（施術者）

テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試

セルフネイルアート３ 幾何学模様、タータンチェックがセルフネイルできる（施術者）
テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試

模擬試験３ 実技模擬試験で合格基準を満たすことができる（被施術者）
テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試

模擬試験４ 実技、筆記試験の課題を把握することができる
テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試

模擬試験１ 筆記模擬試験で合格基準を満たすことができる
テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試

模擬試験２ 実技模擬試験で合格基準を満たすことができる（施術者）

ネイルケアカラー５

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

シラバス作成者 福本真弓
シラバス承認

者
フルネームを記載

平塚美千子・新宮・吉田

該当なし

③課題レポート

④授業態度

➄作品

⑥プレゼンテーション

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 再試験1回

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

出席率８０％以上及び
①成績判定試験：実技試験60分（ネイルケア、カラーリング、ネイルアート）　筆記試験30分
②確認テスト　小テストの得点を合計し、全体の成績に反映する
④授業態度　提出物及び授業への出席状況を評価する
上記評価点数を下表の配分％で按分し総合点６０点以上を合格とする

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

①成績判定試験

②確認テスト

成績判定試験３
成績判定試験
到達目標：実技試験　ネイルケア、カラーリング、ネイルアートを65分で出来る（施術者）

成績判定試験４
成績判定試験
到達目標：実技試験　ネイルケア、カラーリング、ネイルアートを65分で出来る（被施術者）

成績判定試験２
成績判定試験
到達目標：実技試験　ネイルケア、カラーリング、ネイルアートを65分で出来る（被施術者）

セルフネイルアート１ 幾何学模様の描き方について理解する
テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試

セルフネイルアート２ タータンチェックの描き方について理解する
テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試

テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試

検定対策３
テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試

検定対策４ 実技採点の詳細について理解する
テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試

検定対策１ 学科試験問題が解ける
テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試

検定対策２ 検定試験課題を一連の流れでできる（施術者）
テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試

ネイルアート４ 検定課題のフラワーアートが描ける（被施術者）
テクニカルシステム　ベーシッ
ク
ネイリスト技能検定試験筆記試

21.
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 1学年

 授業形態  学期 前期  開講年月 4月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 2  時間数 60 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第1回 4月16日

第2回 4月16日

第3回 4月23日

第4回 4月23日

第5回 5月7日

第6回 5月7日

第7回 5月14日

第8回 5月14日

第9回 5月21日

第10回 5月21日

第11回 5月28日

第12回 5月28日

第13回 6月4日

第14回 6月4日

第15回 6月11日

第16回 6月11日

第17回 6月18日

第18回 6月18日

第19回 6月25日

第20回 6月25日

第21回 7月2日

第22回 7月2日

第23回 7月9日

第24回 7月9日

第25回 7月16日

第26回 7月16日

第27回 7月23日

第28回 7月23日

第29回 7月30日

第30回 7月30日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

1位 2位 70  秀（Ｓ）：100点～90点

2位 2位 20  優（Ａ）： 89点～80点

なし  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 10  可（Ｄ）： 69点～60点

なし  不可（Ｅ）:59点以下

なし

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

シラバス作成
者

福本真弓 シラバス承認者
渡辺幸美・奥谷千晴

該当なし

③課題レポート

④授業態度

➄作品

⑥プレゼンテーション

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 再試験1回

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

出席率８０％以上及び
①成績判定試験　実技試験　リクルートメイク５０分
②確認テスト　小テストの得点を合計し、全体の成績に反映する
③授業態度　提出物及び授業への出席状況を評価する
上記評価点数を下表の配分％で按分し総合点６０点以上を合格とする

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

①成績判定試験

②確認テスト

成績判定試験
実技試験
リクルートメイク５０分　相モデルで実施（施術者）

成績判定試験
実技試験
リクルートメイク５０分　相モデルで実施（被施術者）

メイク道具一式
25年度改訂版）日本メイクアップ技術

検定試験３級２級 公式テキスト

成績判定試験対策
リクルートメイク（成績判定試験課題）実施（施術者）
合格基準を満たすことができる

成績判定試験対策
リクルートメイク（成績判定試験課題）実施（被施術者）
合格基準を満たすことができる

フルメイク実習Ⅵ
トレンドメイクの特徴を理解し、施術することができる
リクルートメイク（成績判定試験）練習（施術者）

フルメイク実習Ⅶ
トレンドメイクの特徴を理解し、施術することができる
リクルートメイク（成績判定試験）練習（被施術者）

フルメイク実習Ⅳ リクルートメイク（成績判定試験課題）の特徴を理解し、施術することができる（施術者）

フルメイク実習Ⅴ リクルートメイク（成績判定試験課題）の特徴を理解し、施術することができる（被施術者）

フルメイク実習Ⅰ 宝塚メイクの特徴を理解し、相モデルで施術することができる（施術者）

フルメイク実習Ⅱ 宝塚メイクの特徴を理解し、相モデルで施術することができる（被施術者）

日本メイクアップ技術検定３級試験 日本メイクアップ技術検定３級試験実施（施術者）

日本メイクアップ技術検定３級試験 日本メイクアップ技術検定３級試験実施（被施術者）

３級試験対策Ⅳ
模擬試験実施
到達目標：日本メイクアップ技術検定試験３級合格基準を満たすことができる（施術者）

３級試験対策Ⅳ
模擬試験実施
到達目標：日本メイクアップ技術検定試験３級合格基準を満たすことができる（被施術者）

３級試験対策Ⅱ ３級試験課題を３０分で施術することができる（施術者）

３級試験対策Ⅲ ３級試験課題を３０分で施術することができる（被施術者）

チークのバリエーション チークのバリエーションを増やすことが出来る

３級試験対策Ⅰ ３級試験課題所定の時間内で施術することができる

ポイントメイク実習Ⅰ チーク、ローライト、ハイライトの手技、手順を理解する

ポイントメイク実習Ⅱ 相モデルでチーク、ローライト、ハイライトの施術ができる

ベースメイク実習Ⅲ コンシーラー、フェイスパウダーの手技、手順を理解する

ベースメイク実習Ⅳ 相モデルでコンシーラー、フェイスパウダーの施術ができる

ベースメイク実習Ⅰ メイクアップベース、コントロールカラー、ファンデーションの手技、手順を理解する

ベースメイク実習Ⅱ 相モデルでメイクアップベース、コントロールカラー、ファンデーションの施術ができる

スキンケア実習Ⅱ 全体クレンジング、化粧水、乳液の手技、手順を理解する

スキンケア実習Ⅲ 相モデルで全体クレンジング、化粧水、乳液の施術ができる

セッティング メイクアップ道具のセッティングの復習をする

スキンケア実習Ⅰ ポイントクレンジングの手技、手順を理解する

オリエンテーション 授業のルール、目標、検定試験について理解する

メイクアップ道具について メイクアップ道具の検品、用具の名称、セッティングについて理解する

 関連前科目 該当なし メイクアップⅠ（実習）

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

 設備名・機器名 該当なし
一般社団法人JMA公式ホームページ
https://www.jma-makeup.or.jp/about/

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

メイクアップ基礎技術、道具の扱い方、身だしなみ、お客様への声掛け等を教授する
当該内容は卒業後の印象管理、接客、施術の際に役立つ

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

当該科目の教育課程における位置づけは学則上の卒業要件をであるとともに、
将来卒業後に必要な知識・技術を習得する科目。
日本メイクアップ技術検定試験３級合格相当の技術を身に付ける
メイクアップ技術の基本を身に付け、相モデルでポイントメイククレンジング～ベースメイク基本、リクルートメイクの基本を身に付ける

受講条件 YIC京都ビューティ専門学校ビューティスペシャリスト科に在籍していること。

メイクアップ基礎（実習） ビューティスペシャリスト科

実習 民間検定

必修 日本メイクアップ技術検定試験3級

 教科書名 （25年度改訂版）日本メイクアップ技術検定試験３級２級 公式テキスト メイクアップ道具一式

3.

4. 5. 6.

7. 8.

1 2.

9. 10.

11.

12.

13.
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16. 17.
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20.

21.
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14. 15.
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 1学年

 授業形態  学期 前期  開講年月 4月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 1  時間数 30 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第１回 4月14日

第２回 4月21日

第３回 4月28日

第４回 5月12日

第５回 5月19日

第６回 5月26日

第７回 6月2日

第８回 6月9日

第９回 6月16日

第１０回 6月23日

第１１回 6月30日

第１２回 7月7日

第１３回 7月14日

第１４回 7月28日

第１５回 8月4日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

2位 １位 70  秀（Ｓ）：100点～90点

なし  優（Ａ）： 89点～80点

なし  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 20  可（Ｄ）： 69点～60点

2位 １位 10  不可（Ｅ）:59点以下

なし

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 補修、追試の有無等

シラバス作成者 福本真弓
シラバス承認

者

田村綾加・小林昌子

①成績判定試験

②確認テスト

③課題レポート

④授業態度

➄作品

⑥プレゼンテーション

成績判定試験
成績判定試験実施
到達目標：50分でセルフ夜会巻きと試験課題ヘアアレンジの作成することができる

ヘアアレンジ道具一式

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）

出席率８０％及び
成績判定試験：50分でセルフ夜会巻きと試験課題ヘアアレンジの作成
授業態度：提出物及び出席状況を評価する
作品：課題作品を全体の評価に反映する

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

アップスタイルの創作 編み込みを取り入れたオリジナルヘアアレンジを創作することができる ヘアアレンジ道具一式

ヘアアレンジまとめ セルフ夜会巻き、オリジナルヘアアレンジを50分で作成することがでできる ヘアアレンジ道具一式

ヘアアレンジ基礎技術Ⅸ 四編みを習得する ヘアアレンジ道具一式

ヘアアレンジ基礎技術Ⅹ 各セクションより髪をすくい取り編み込みのヘアアレンジができる ヘアアレンジ道具一式

ヘアアレンジ基礎技術Ⅵ ホットカーラーの巻き方の基本を習得する ヘアアレンジ道具一式

ヘアアレンジ基礎技術Ⅷ ヘアアイロンの注意点、基本の巻き方について理解する ヘアアレンジ道具一式

ヘアアレンジ基礎技術Ⅳ 三つ編みの表編み、裏編みの基本を習得する ヘアアレンジ道具一式

ヘアアレンジ基礎技術Ⅴ フィッシュボーン、ロープ編みの基本を習得する ヘアアレンジ道具一式

ヘアアレンジ基礎技術Ⅱ ゴムの結び方、根留め（土台）、逆毛の技法を習得する ヘアアレンジ道具一式

ヘアアレンジ基礎技術Ⅲ 一束（すき毛あり・すき毛なし等】にまとめることができる ヘアアレンジ道具一式

セルフヘアセット基礎Ⅱ セルフで夜会巻きが出来る ヘアアレンジ道具一式

ヘアアレンジ基礎技術Ⅰ
ブラッシング、ブロッキング、ピンニングを習得する

ヘアアレンジ道具一式

オリエンテーション 道具の種類と使用方法について理解する ヘアアレンジ道具一式

セルフヘアセット基礎Ⅰ
夜会巻きのセルフヘアセットの方法について理解する
セルフでのヘアアイロンの使い方、巻き方の基本を習得する

ヘアアレンジ道具一式

 関連前科目 該当なし 撮影メイク・ブライダルメイク

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

 教科書名 該当なし オリジナルプリント

 設備名・機器名 ヘアアイロン用電気設備（コンセント） https://www.biteki.com/hair/hair-arrange/369907

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

ヘアアレンジの基礎知識と技術、道具の扱い方、セルフヘアセットまでを教授する
当該内容は現場での印象管理の際に役立つ

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

当該授業の教育課程における位置付けは学則上の卒業要件であるとともに、将来卒業後に必要な知識・技術として位置付ける。
身だしなみのためのセルフヘアセット技術を身に付ける
ウィックを使用し編み込みを取り入れたオリジナルのヘアアレンジの習得

受講条件 YIC京都ビューティ専門学校ビューティスペシャリスト科に在籍していること。

ヘアアレンジ基礎 ビューティスペシャリスト科

実習 該当なし

必修 該当なし
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7. 8.
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 2学年

 授業形態  学期 後期  開講年月 9月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 2  時間数 60 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第１回 9月29日

第２回 9月29日

第３回 10月6日

第４回 10月6日

第５回 10月20日

第６回 10月20日

第７回 10月27日

第８回 10月27日

第９回 11月10日

第１０回 11月10日

第１１回 11月17日

第１２回 11月17日

第１３回 12月1日

第１４回 12月1日

第１５回 12月8日

第１６回 12月8日

第１７回 12月15日

第１８回 12月15日

第１９回 12月22日

第２０回 12月22日

第２１回 1月19日

第２２回 1月19日

第２３回 1月26日

第２４回 1月26日

第２５回 2月2日

第２６回 2月2日

第２７回 2月9日

第２８回 2月9日

第２９回 2月16日

第３０回 2月16日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

2位 1位 100  秀（Ｓ）：100点～90点

なし  優（Ａ）： 89点～80点

なし  良（Ｂ）： 79点～70点

なし  可（Ｄ）： 69点～60点

なし  不可（Ｅ）:59点以下

なし

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

着物小物一式

着物小物一式

着物小物一式

着物小物一式

着物小物一式

着物小物一式

着物小物一式

着物小物一式

着物小物一式

着物小物一式

着物小物一式

着物小物一式

着物小物一式

着物小物一式

振袖着付け１

振袖着付け２

振袖着付け３

浴衣の自装着付け方法、浴衣の畳み方を理解する

タオルを使った補正方法について理解する

小紋の着付け、蝶々結び、、袴の着付けができる

タオルとガーゼを使った補整ができる

小紋の着付け、二重太鼓の帯結びができる

タオルとガーゼを使った補整ができる（第５回の課題点の改善）

留袖の着付け、袋帯の二重太鼓結びができる

タオルとガーゼを使った補整ができる

留袖の着付け、袋帯の二重太鼓結びができる

タオルとガーゼを使った補整ができる（第9回の課題点の改善）

留袖の着付け、袋帯の二重太鼓結びができる（第10回の課題点の改善）

タオル５枚とガーゼを使った補整ができる

振袖の着付け方法を理解する

タオル５枚とガーゼを使った補整ができる（第13回の課題点の改善）

着付け ビューティスペシャリスト科

実習 該当なし

必修 該当なし

 教科書名 該当なし オリジナルプリント/着物小物一式

 設備名・機器名 着付け室　着付けボディ
京都さがの館ホームページ
https://www.saganokan.com/

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

着物の種類、着付けの方法について教授する。
当該内容は

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

当該科目の教育課程における位置づけは学則上の卒業要件をであるとともに、
Diploma Policyの要件を満たす科目
浴衣、小紋、留袖の着付け方法の違いについて理解する。振袖の着付けができる

受講条件 ＹＩＣ京都ビューティ専門学校ビューティスペシャリスト科に1年以上在籍していること

オリエンテーション 授業の目標、目的、成績評価について理解する 着物小物一式

振袖着付け４ 振袖の着付け、袋帯のふくら雀結びができる 着物小物一式

 関連前科目 該当なし 該当なし

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

浴衣の着付け

小紋の着付け１

小紋の着付け２

小紋の着付け３

小紋の着付け４

小紋の着付け５

小紋の着付け６

留袖の着付け１

留袖の着付け２

留袖の着付け３

留袖の着付け４

振袖着付け７ タオル５枚とガーゼを使った補整ができる（第17回の課題点の改善） 着物小物一式

振袖着付け８ 振袖の着付け、袋帯のふくら雀結びができる（第18回の課題点の改善） 着物小物一式

振袖着付け５ タオル５枚とガーゼを使った補整ができる（第15回の課題点の改善） 着物小物一式

振袖着付け６ 振袖の着付け、袋帯のふくら雀結びができる（第16回の課題点の改善） 着物小物一式

振袖着付け１１ タオル５枚とガーゼを使った補整ができる（第21回の課題点の改善） 着物小物一式

振袖着付け１２ 振袖の着付け、袋帯のふくら雀結びができる（第22回の課題点の改善） 着物小物一式

振袖着付け９ タオル５枚とガーゼを使った補整ができる（第19回の課題点の改善） 着物小物一式

振袖着付け１０ 振袖の着付け、袋帯のふくら雀結びができる（第20回の課題点の改善） 着物小物一式

成績判定試験１ 実技試験：振袖着付け、ふくら雀結びができる（施術者） 着物小物一式

成績判定試験２ 実技試験：振袖着付け、ふくら雀結びができる（被施術者） 着物小物一式

振袖着付け１３ タオル５枚とガーゼを使った補整ができる（第23回の課題点の改善） 着物小物一式

振袖着付け１４ 振袖の着付け、袋帯のふくら雀結びができる（第24回の課題点の改善） 着物小物一式

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

出席率８０％以上及び
①成績判定試験：実技試験　振袖の着付け、ふくら雀結び

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

①成績判定試験

②確認テスト

袴の着付け１ 袴の着付け、自装、他装ができる（施術者） 着物小物一式

袴の着付け２ 袴の着付け、自装、他装ができる（被施術者） 着物小物一式

シラバス作成者 福本真弓
シラバス承認

者
フルネームを記載

株式会社さがの館

該当なし

③課題レポート

④授業態度

➄作品

⑥プレゼンテーション

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 補修、追試の有無等

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)
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7. 8.
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 1学年

 授業形態  学期 前期  開講年月 2025年4月 該当資格区分

 教育課程区分  単位数 1  時間数 30 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第１回 4月18日

第２回 4月25日

第３回 5月9日

第４回 5月16日

第５回 5月23日

第６回 5月30日

第７回 6月6日

第８回 6月13日

第９回 6月20日

第１０回 6月27日

第１１回
オンデマン

ド課題

第１２回 7月4日

第１３回 7月11日

第１４回 7月18日

第１５回 7月25日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

1位 2位 70  秀（Ｓ）：100点～90点

１位 2位 20  優（Ａ）： 89点～80点

なし  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 10  可（Ｄ）： 69点～60点

なし  不可（Ｅ）:59点以下

なし

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

メイクセラピー基礎 ビューティスペシャリスト科（昼）

実習 民間検定

必修 メイクセラピー検定3級

受講条件 YIC京都ビューティ専門学校ビューティスペシャリスト科に在籍していること。

 教科書名
メイクセラピー入門(3級対策）/岩井結美子/一般社団法人メイクセラピ
ストジャパンメイクセラピー検定事務局/2019年10月1日/第５版第1刷/1
貢～64貢

オリジナルPowerPoint/オリジナルプリント/メイク道具

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

メイクセラピーの手法、メイクによる心理的効果、スキンケア、メイクアップの基本を教授する。
当該内容は現場での印象管理、販売、接客の際に役立つ

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

当該科目の教育課程における位置づけは学則上の卒業要件をであるとともに、
将来卒業後に必要な知識・技術を習得する科目。
メイクセラピー検定３級合格相当の知識を身に付ける。
メイクアップの基本を習得し、印象を変えるセルフメイクができる。

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

 設備名・機器名 教材投影用プロジェクター・PC（講師用）
メイクセラピー検定
https://www.maketherapy.com/

 関連前科目 該当なし メイクセラピーⅠ

顔と心と化粧の関係
表情と感情の関係について理解する
化粧をする理由について考える

メイクセラピー入門（3級対策）
オリジナルPowerPoint

スキンケア概論 肌タイプの特徴と基礎化粧品の目的と使用方法について理解する
メイクセラピー入門（3級対策）
オリジナルPowerPoint

メイクセラピーとは
オリエンテーション
メイクセラピーの目的・役割を理解する

メイクセラピー入門（3級対策）
オリジナルPowerPoint

メイクセラピーの手法について メイクセラピーの流れ、カウンセリングの必要性について理解する
メイクセラピー入門（3級対策）
オリジナルPowerPoint

メイクアップ概論Ⅰ パーツバランスによって与える印象の違いについて理解する
メイクセラピー入門（3級対策）
オリジナルPowerPoint

メイクアップ概論Ⅱ 色彩学の概要について理解する
メイクセラピー入門（3級対策）
オリジナルPowerPoint

カウンセリング概論 カウンセリングの意義、基本テクニックについて理解する
メイクセラピー入門（3級対策）
オリジナルPowerPoint

カウンセリング実習
傾聴スキルを用いたカウンセリング実習
頷き、相槌をしながら会話をすることができる

メイクセラピー入門（3級対策）
オリジナルPowerPoint

セルフメイク実習Ⅱ
メイクカルテを作成し、メイクのポイントについて説明することができる
練習問題を解き、現時点での理解度、習得度を把握することができる

メイクセラピー入門（3級対策）
オリジナルPowerPoint

3級試験対策Ⅱ 3級試験模擬試験で合格基準を満たすことができる
メイクセラピー入門（3級対策）
オリジナルPowerPoint

メイクアップ概論Ⅲ ポイントメイクの色、形、質感によって与える印象の違いについて理解する
メイクセラピー入門（3級対策）
オリジナルPowerPoint

セルフメイク実習 キャリア系、癒し系の印象にセルフメイクができる
メイク教材一式
メイクセラピー入門(3級対策)
オリジナルPowerPoint

メイクセラピー検定3級試験
メイクセラピー検定3級試験実施
到達目標：メイクセラピー検定3級合格

メイクセラピー入門（3級対策）
オリジナルPowerPoint

メイクセラピーまとめ １～13回の授業を復習し理解度を高める
メイクセラピー入門（3級対策）
オリジナルPowerPoint

成績判定試験
成績判定試験実施
到達目標：筆記試験（選択問題、記述式問題）を解くことができる

オリジナル試験問題

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）

出席率８０％以上及び
①成績判定試験（選択問題・記述式問題）　設問数73問（満点１００点）・試験時間５０分
①記述式問題　授業内で出てきたワード（専門用語）とそれに伴う活用場面について１００文字以上記述すること
②確認テスト　小テストの得点を合計し、全体の成績に反映する
④授業態度　提出物及び授業への出席状況を評価する
上記評価点数を下表の配分％で按分し総合点６０点以上を合格とする

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

①成績判定試験

②確認テスト

③課題レポート

④授業態度

➄作品

⑥プレゼンテーション

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 再試験1回

シラバス作成者 福本真弓 シラバス承認者 山根大助
福本真弓

https://www.yic-kyoto-beauty.ac.jp/voice/fukumoto/

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

3.

4. 5. 6.

7. 8.

1. 2.

9. 10.

11.

12.

13.

14. 15.

16. 17.

18. 19.

20.

21.
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 1学年

 授業形態  学期 前期  開講年月 4月 該当資格区分

 教育課程区分  単位数 3  時間数 90 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第１回～第3回 4月15日

第4回～第6回 5月13日

第7回～第9回 5月20日

第10回～第12回 5月27日

第13回～第15回 6月3日

第16回～第18回 6月10日

第19回～第21回 6月17日

第22回～第24回 6月24日

第25回～第27回 7月1日

第28回～第30回 7月8日

第31回～第33回 7月15日

第34回～第36回 7月22日

第37回～第39回 7月29日

第40回～第42回 8月5日

第43回～第45回 8月6日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

2位 3位 1位 90  秀（Ｓ）：100点～90点

2位 1位 10  優（Ａ）： 89点～80点

 良（Ｂ）： 79点～70点

 可（Ｄ）： 69点～60点

 不可（Ｅ）:59点以下

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

本授業では、エステティックの基礎技術として、特に需要の高い美脚マッサージの知識と技術を学びます。
脚の構造理解に基づいたリンパ・血流促進技術を身につけ、むくみ・冷え・セルライトへの対応、そして見た目の変化を実感できる施術を目指します。
また、エステティシャンはもちろん、**美容部員やネイリストとして活躍する学生にとっても、「トータルビューティの一部としての脚ケアの重要性」**
を理解し、将来的なサービス提案力の幅を広げることを目的とします。

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

脚の骨格・筋肉・リンパ・血流の基本構造を理解し、適切なマッサージ手順を説明できる。
むくみや冷え、疲労、セルライトなど脚特有の悩みに対して、理論に基づいたマッサージアプローチができる。
衛生管理・禁忌事項・力加減など、安全に配慮した施術を正しく実施できる。
実技トレーニングを通じて、正しい姿勢・手技の習得とともに、接客対応の基本も身につけられる。
美脚マッサージの効果や魅力を第三者に説明できるプレゼンテーション力・提案力を養う

受講条件
YIC京都ビューティ専門学校ビューティスペシャリスト科に在籍していること。
出席８０％以上が前提となる。出席時間不足のための補習は行なわない

エステ基礎 ビューティスペシャリスト科

実習

必修

 関連前科目 該当なし エステ（ボディ）

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

 教科書名 オリジナルPowerPoint

 設備名・機器名 教材投影用プロジェクター・PC（講師用）TVモニター

ヒップアップの手技、指圧を学ぶ オイル塗布・軽擦
（圧を抜く・密着する・姿勢に気をつける）バイブレーション・プレシオン（指圧）

オリジナルPowerPoint

足裏のマッサージを学ぶ
強擦法　切打法を学ぶ

かかとの強擦・足の裏の切打・足の裏の圧迫 オリジナルPowerPoint

オリエンテーション
エステティックとは 授業の受け方　美脚マッサージを学ぶ意義　身だしなみ　正しい姿勢

オリジナルPowerPoint

事前準備
ホットタオルの作り方・ワゴンセット・ベッドセット
・ターバンの巻き方・タオルセットの方法を学ぶオンデマンド課題1コマ分

オリジナルPowerPoint

ふくらはぎのマッサージを学ぶ
足首ストレッチ法を習得する

内分泌のツボ・足首のストレッチ・足のストレッチ オリジナルPowerPoint

マッサージ後の効果検証
オイル塗布から足のストレッチまで通し（左右の脚で実践）
疑問点・苦手部分を確認する

オリジナルPowerPoint

足裏のマッサージを学ぶ
足裏の血行促進方法を学ぶ

足の裏８の字・足の裏のプレシオン・足の裏の指圧 オリジナルPowerPoint

ふくらはぎのマッサージを学ぶ
タッピング法を習得する

腓腹筋のマッサージ　①腓腹筋のマッサージ　②タッピング オリジナルPowerPoint

ふくらはぎの血行を促進する
マッサージを学ぶ　2
拍打法を習得する

拍打
（手の動きを習得する）

オリジナルPowerPoint

マッサージ後の沈静方法を学ぶ
擦リ上げを習得する

擦り上げ
（手の動き・手の圧・密着を習得する）

オリジナルPowerPoint

セルライトにアプローチする
マッサージを学ぶ

ペトリサージュを習得する

ペトリサージュ
（体の移動・密着を習得する）

オリジナルPowerPoint

ふくらはぎの血行を促進する
マッサージを学ぶ　1
切打法を習得する

切打
（体の動き・手の動きを習得する）

オリジナルPowerPoint

期末試験実施 期末試験実施 オリジナルPowerPoint

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

①実技期末試験（配点90点）身だしなみ、事前準備、衛生面、モデルへの気遣い、マッサージの各工程が正しくできているかを評価、（詳細は別紙参照）
　
②授業態度（配点10％）1コマ欠席：－1点　授業中の私語、居眠り：－3点

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

フットマッサージ全工程　復習　1
下肢背面　通し確認（左右の脚で実施）
疑問点・苦手部分の克服
下肢背面　通し計測

オリジナルPowerPoint

フットマッサージ全工程　復習　2
期末テスト詳細連絡
下肢背面　通し計測

オリジナルPowerPoint

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 再試験1回

シラバス作成者 田澤　初美 シラバス承認者 フルネームを記載
田澤　初美

学校ＨＰ内の実務経験教員の紹介ページのリンクを記載

①実技期末試験

②授業態度

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

3.

4. 5. 6.

7. 8.

1. 2.

9. 10.

11.

12.

13.

14. 15.

16. 17.

18. 19.

20.

21.
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 2学年

 授業形態  学期 前期  開講年月 4月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 1  時間数 30 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第１回 4月14日

第２回 5月19日

第３回 5月26日

第４回 6月2日

第５回 6月9日

第６回 6月16日

第７回 6月23日

第８回 6月30日

第９回 6月30日

第１０回 7月7日

第１１回 7月14日

第１２回
オンデマン

ド課題

第１３回 7月28日

第１４回 7月28日

第１５回 8月4日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

1位 2位 50  秀（Ｓ）：100点～90点

2位 2位 10  優（Ａ）： 89点～80点

なし  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 20  可（Ｄ）： 69点～60点

なし  不可（Ｅ）:59点以下

２位 １位 20

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 再試験1回

シラバス作成
者

福本真弓
シラバス承認

者
フルネームを記載

福本真弓

https://www.yic-kyoto-beauty.ac.jp/voice/fukumoto/

①成績判定試験

②確認テスト

③課題レポート

④授業態度

➄作品

⑥プレゼンテーション

成績判定試験 成績判定試験実施

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

出席率８０％以上及び
①成績判定試験：筆記試験（選択問題・記述問題）
①記述式問題　授業内で出てきたワード（専門用語）を記入すること
②確認テスト　小テストの得点を合計し、全体の成績に反映する
④授業態度　提出物及び授業への出席状況を評価する
⑤プレゼンテーション：序論・本論・結論でストーリーが組み立てられているか
上記評価点数を下表の配分％で按分し総合点６０点以上を合格とする

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

プレゼンテーションⅢ 個人サロンのプレゼンテーションが出来る（成績評価）

プレゼンテーションⅣ 個人サロンのプレゼンテーションを聞き評価することができる

サロン考案Ⅱ 個人サロンの事業計画書が作成できる
オリジナルPowerPoint
オリジナルプリント

サロン考案Ⅲ 個人店のチラシを作成することができる

お金と仕事Ⅱ※特別講師 ローン、クレジットについて理解する
SMBC様オリジナルプリント・オ
リジナルPowerPoint

サロン考案Ⅰ サロン運営について理解する※確認テスト
オリジナルPowerPoint
オリジナルプリント

プレゼンテーションⅡ 序論・本論・結論の構成で商品のプレゼンテーションができる
オリジナルPowerPoint
オリジナルプリント

お金と仕事Ⅰ※特別講師 家計管理、給与明細の見方について理解する
SMBC様オリジナルプリント・オ
リジナルPowerPoint

クレーム対応Ⅱ クレーム発生の対応について理解する
オリジナルPowerPoint
オリジナルプリント

プレゼンテーションⅠ プレゼンテーションの目的について理解する※確認テスト
オリジナルPowerPoint
オリジナルプリント

ストレスについて ストレスについて理解し、体調管理やストレスマネジメントに活かすことができる
オリジナルPowerPoint
オリジナルプリント

クレーム対応Ⅰ クレーム発生のメカニズムについて理解する
オリジナルPowerPoint
オリジナルプリント

オリエンテーション
授業の目標・目的、成績評価について理解する
仕事と作業について理解する

オリジナルPowerPoint
オリジナルプリント

ビジネスマナーⅠ 基本的なビジネスマナーについて説明することができる
オリジナルPowerPoint
オリジナルプリント

 関連前科目 ブライダル概論、サービス接遇特論 サロン運営Ⅰ、サロン運営Ⅱ、ソーシャルメディア活用概論

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

 教科書名 該当なし オリジナルPowerPoint/オリジナルプリント

 設備名・機器名 投影用プロジェクター/PC（講師用）

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

社会人基礎力・ビジネスマナー・サロン運営について教授する
当該内容は社会人としての振る舞いに役立つ

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

当該科目の教育課程における位置づけは学則上の卒業要件をであるとともに、
将来卒業後に必要な知識・技術を習得する科目。
社会人として必要な基礎知識を身に付け、ビジネス感覚を養う
個人サロンの考案、企画、プレゼンテーションができる

受講条件 ＹＩＣ京都ビューティ専門学校ビューティスペシャリスト科に1年以上在籍していること

ビジネスと仕事の実践 ビューティスペシャリスト科

講義 なし

必修 該当なし

3.

4. 5. 6.

7. 8.

1 2.

9. 10.

11.

12.

13.

14. 15.

16. 17.

18. 19.

20.

21.
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 1学年

 授業形態  学期 前期  開講年月 4月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 1  時間数 30 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第1回 4月18日

第2回 4月25日

第3回 5月9日

第4回 5月16日

第5回 5月23日

第6回 5月30日

第7回 6月6日

第8回 6月13日

第9回 6月20日

第10回 6月27日

第11回 7月4日

第12回 7月11日

第13回 7月18日

第14回 7月25日

第15回 8月1日2限

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

2位 1位 70  秀（Ｓ）：100点～90点

1位 2位 10  優（Ａ）： 89点～80点

1位 2位 5  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 15  可（Ｄ）： 69点～60点

なし  不可（Ｅ）:59点以下

なし

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

サービス接遇 ビューティスペシャリスト科

講義 民間検定

必修 サービス接遇検定3級

 教科書名

サービス接遇検定 ３級公式テキスト公益財団法人 実務技能検定協会 編
A5判／146P
サービス接遇検定３級 実問題集 （第52回～第58回）
サービス接遇検定1-2級 実問題集 （第52回～第58回）

オリジナルプリント

 設備名・機器名 ホワイトボード
公益財団法人 実務技能検定協会
https://jitsumu-kentei.jp/SV/index

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

ビューティ業界で働くにあたり必要な心構えと基本的なサービス接遇マナーを教授する
当該内容は卒業後、社会人としての立ち居振る舞いに役立つ

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

当該科目の教育課程における位置づけは学則上の卒業要件をであるとともに、
Diploma Policyの要件を満たす科目
サービス接遇3級試験合格相当の知識を身に付ける
社会人基礎力の向上を目指し、基本的な接客、接遇マナーを身に付ける

受講条件 YIC京都ビューティ専門学校ビューティスペシャリスト科に在籍していること。

オリエンテーション 授業の目的、目標、検定試験について理解する
サービス接遇検定 ３級公式テキ
スト
サービス接遇検定３級 実問題集

3級試験対策１ 必要とされる要件、従業要件を理解し、表現が出来る
サービス接遇検定 ３級公式テキ
スト
サービス接遇検定３級 実問題集

 関連前科目 該当なし サービス接遇特論

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

3級試験対策４ 一般駅な人間関係や対人心理、マナーが理解できる
サービス接遇検定 ３級公式テキ
スト
サービス接遇検定３級 実問題集

3級試験対策５ 接遇用語を理解し、基本的な話し方ができる
サービス接遇検定 ３級公式テキ
スト
サービス接遇検定３級 実問題集

3級試験対策２ サービスの意義、機能、種類を理解する/商業用語、経済用語が理解できる
サービス接遇検定 ３級公式テキ
スト
サービス接遇検定３級 実問題集

3級試験対策３ 社会常識、時事問題が理解できる
サービス接遇検定 ３級公式テキ
スト
サービス接遇検定３級 実問題集

2級・準１級対策２ 基本の挨拶言葉、お辞儀ができる
サービス接遇検定 ３級公式テキ
スト
サービス接遇検定1-2級 実問題

2級・準１級対策３ TPOに合わせた話し方、服装ができる
サービス接遇検定 ３級公式テキ
スト
サービス接遇検定1-2級 実問題

3級試験対策６ 問題処理、環境整備、金品管理について理解する
サービス接遇検定 ３級公式テキ
スト
サービス接遇検定３級 実問題集

2級・準１級対策１ 丁寧語、謙譲語、尊敬語を理解する
サービス接遇検定 ３級公式テキ
スト
サービス接遇検定1-2級 実問題

2級・準１級対策６ 接客実習　お会計対応ができる
サービス接遇検定 ３級公式テキ
スト
サービス接遇検定1-2級 実問題

2級・準１級対策７ １～13回の授業を復習し理解度を高める
サービス接遇検定 ３級公式テキ
スト
サービス接遇検定1-2級 実問題

2級・準１級対策４ サービスの種類を理解する
サービス接遇検定 ３級公式テキ
スト
サービス接遇検定1-2級 実問題

2級・準１級対策５ 接遇用語を理解し、基本的な話し方ができる
サービス接遇検定 ３級公式テキ
スト
サービス接遇検定1-2級 実問題

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

出席率８０％以上及び
①成績判定試験　実技試験＋課題レポート
②確認テスト　小テストの得点を合計し、全体の成績に反映する
④授業態度　提出物及び授業への出席状況を評価する
上記評価点数を下表の配分％で按分し総合点６０点以上を合格とする

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

①成績判定試験

②確認テスト

成績判定試験
成績判定試験実施
目標：実技試験

シラバス作成者 福本真弓
シラバス承認

者

城戸さち子

該当なし

③課題レポート

④授業態度

➄作品

⑥プレゼンテーション

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 再試験１回

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

3.

4. 5. 6.

7. 8.

1 2.

9. 10.

11.

12.

13.

14. 15.

16. 17.

18. 19.

20.

21.

13.

14. 15.

13.

14. 15.
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 1学年

 授業形態  学期 後期  開講年月 9月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 1  時間数 30 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第１回 9月29日

第２回 10月6日

第３回 10月20日

第４回 10月27日

第５回 11月10日

第６回 11月17日

第７回 12月1日

第８回 12月8日

第９回 12月15日

第１０回 12月22日

第１１回 1月19日

第１２回 2月2日

第１３回 2月9日

第１４回 2月10日

第１５回 2月16日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

1位 2位 70  秀（Ｓ）：100点～90点

2位 2位 20  優（Ａ）： 89点～80点

なし  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 10  可（Ｄ）： 69点～60点

なし  不可（Ｅ）:59点以下

なし

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

➄作品

⑥プレゼンテーション

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 再試験１回

シラバス作成者 福本真弓
シラバス承認

者
フルネームを記載

福本真弓

https://www.yic-kyoto-beauty.ac.jp/voice/fukumoto/

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

①成績判定試験

②確認テスト

③課題レポート

④授業態度

期末試験 筆記試験

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

出席率８０％以上及び
①成績判定試験：筆記試験（選択問題・記述式問題）
①記述式問題　授業内で出てきたワード（専門用語）を記入すること
②確認テスト　小テストの得点を合計し、全体の成績に反映する
④授業態度　提出物及び授業への出席状況を評価する

メイクアップ理論Ⅲ 男性の肌、アイラッシュについて理解する

模擬試験 総復習

日本メイクアップ知識検定アド
バンス

日本メイクアップ知識検定アドバンス試験実施

メイクアップのテクニック ベースメイク、ポイントメイクについて理解する

メイクアップのイメージ理論 メイクアップの強弱のポイントについて理解する

顔分析と修整メイク 加齢による顔の変化とメイクアップの修整について理解する

日本メイクアップ知識検定試験
アドバンス 公式テキスト
日本メイクアップ知識検定試験
アドバンス 公式問題集
YIC京都オリジナル教材

顔の成り立ちⅠ 骨格・筋肉・皮膚・皮膚の生理機能について理解する

顔の成り立ちⅡ 肌タイプ・季節と肌・紫外線と肌について理解する

化粧品学 化粧品の定義について理解する

顔のバランスと印象Ⅰ

 関連前科目 メイクアップ基礎 メイクアップⅡ

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

顔のバランス、肌色の印象について理解する

顔のバランスと印象Ⅱ 顔の印象の分類について理解する

メイクアップ理論Ⅰ メイクアップの効果、色彩とメイクアップについて理解する

メイクアップ理論Ⅱ メイクアップの質感、形とイメージについて理解する

オリエンテーション
授業の目標・ルール・検定について理解する
現在の習得度、理解度を把握する

 設備名・機器名 投影用プロジェクター/講師用PC 一般社団法人JMAホームページ

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

メイクアップ、スキンケア、化粧品、皮膚、顔分析、メイクアップの修整方法などのメイクアップ知識を教授する
当該内容は現場での販売、接客、施術の際に役立つ

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

当該科目の教育課程における位置づけは学則上の卒業要件をであるとともに、
将来卒業後に必要な知識・技術を習得する科目。
日本メイクアップ知識検定アドバンス合格相当の知識を身に付ける
メイクアップ、スキンケア、化粧品、皮膚、顔分析、メイクアップの修整方法などののメイクアップ知識が説明できる

受講条件
ＹＩＣ京都ビューティ専門学校ビューティスペシャリスト科メイクアップアドバイザーコースに在籍していること
メイクアップ基礎（理論）履修済み

メイクアップⅠ（理論）
ビューティスペシャリスト科

メイクアップアドバイザーコース

講義 民間検定

選択必修 日本メイクアップ知識検定試験アドバンス

 教科書名
日本メイクアップ知識検定試験アドバンス 公式テキスト [61500]
日本メイクアップ知識検定試験アドバンス 公式問題集 [61080]

オリジナルPowerPoint/オリジナルプリント

3.

4. 5. 6.

7. 8.

1 2.

9. 10.

11.

12.

13.

14. 15.

16. 17.

18. 19.

20.

21.21.

58 ＹＩＣ京都ビューティ専門学校

https://www.yic-kyoto-beauty.ac.jp/voice/fukumoto/
https://www.yic-kyoto-beauty.ac.jp/voice/fukumoto/
https://www.yic-kyoto-beauty.ac.jp/voice/fukumoto/
https://www.yic-kyoto-beauty.ac.jp/voice/fukumoto/
https://www.yic-kyoto-beauty.ac.jp/voice/fukumoto/


 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 1 1学年

 授業形態  学期 後期  開講年月 9月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 2  時間数 60 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

1位 2位 70  秀（Ｓ）：100点～90点

1位 2位 1位 15  優（Ａ）： 89点～80点

なし  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 15  可（Ｄ）： 69点～60点

なし  不可（Ｅ）:59点以下

なし

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

JMA2級試験対策１ JMA2級試験課題を通しで出来る（施術者）

モデルの顔分析を行い、基本のバランスに沿ってフルメイクができる（施術者）

ブラシを使ったベースメイクの施術ができる

スキンケアの目的を理解する

ポイントクレンジング～クリームまでスキンケアがセルフで出来る

スキンケア～ベースメイクまでの施術ができる

アイブロウの基本のバランス理解し施術ができる

スキンケア、ベースメイク、アイブロウの復習ができる

縦グラデーションのアイシャドウ、切れ長のアイライン方法を理解する

アイブロウのバリエーションを増やし、施術ができる

横グラデーションのアイシャドウの施術ができる

 関連前科目 メイクアップ基礎（実習） メイクアップⅡ

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル)

メイクアップⅠ（実習）
ビューティスペシャリスト科

メイクアップアドバイザーコース

実習 民間検定

選択必修 日本メイクアップ技術検定試験２級

 教科書名
（25年度改訂版）日本メイクアップ技術検定試験３級２級 公式
テキスト・YICオリジナル教材

メイクアップ道具一式

 設備名・機器名 該当なし
一般社団法人JMA公式ホームページ
https://www.jma-makeup.or.jp/about/

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

メイクアップの基礎知識・ベーシック～応用技術・アイテムの知識を教授する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当該内
容は顧客や社会のために誠実な思いを持って提供するメイクアップに携わる職業に役立つ

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

当該科目の教育課程における位置づけは学則上の卒業要件をであるとともに、将来卒業後に必要な知識・技術を習得する科目。日本技術メイクアッ
プ技術検定試験２級合格相当の知識を身に付ける。モデルの顔分析をし基本のバランスにフルメイクを身につける。メイクアイテムを理解し用途に
応じて使い分ける知識を身につける。

受講条件
ＹＩＣ京都ビューティ専門学校ビューティスペシャリスト科メイクアップアドバイザーコースに在籍していること
メイクアップ基礎（理論）、メイクアップ基礎（実習）履修済み

使用教科書・教材

顔分析

JMA2級試験対策２ JMA2級試験課題を通しで出来る（被施術者）

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

出席率８０％以上及び
①成績判定試験　実技試験（モデルのイメージに合わせたスキンケア～フルメイク50分）
②確認テスト　小テストの得点を合計し、全体の成績に反映する
③授業態度　提出物及び出席状況を評価する
上記評価点数を下表の配分％で按分し総合点６０点以上を合格とする

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

JMA2級試験対策５

（25年度改訂版）日本メイク
アップ技術検定試験３級２級 公
式テキスト・メイク道具一式

オリエンテーション JMA2級試験内容、授業の目標、目的、成績評価について理解する

修整メイク２ モデルの顔分析を行い、基本のバランスに沿ってフルメイクができる（被施術者）

ベースメイク

チーク・リップ実習

スキンケア概論

スキンケア実習

スキンケア・ベースメイク

アイブロウ実習

メイク技術復習

イメージメイク３

JMA2級試験課題を通しで出来る（被施術者）（第18回の課題点の改善）

モデルのイメージに合わせたフルメイクができる（施術者）

イメージメイク４ モデルのイメージに合わせたフルメイクができる（被施術者）

イメージメイク１ イメージメイク理論について理解する

イメージメイク２ イメージ毎のコラージュを作成することができる

各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標

アイメイク実習

アイブロウ実習応用

アイメイク実習応用

チーク・リップ

修整メイク１

現在の習得度を把握する

顔分析について理解する

JMA2級試験課題を通しで出来る（施術者）（第19回の課題点の改善）

JMA2級試験対策６ JMA2級試験課題を通しで出来る（被施術者）（第20回の課題点の改善）

JMA2級試験対策３ JMA2級試験課題を通しで出来る（施術者）（第17回の課題点の改善）

JMA2級試験対策４

チーク、リップの基本のバランスを理解する

チーク、リップを基本のバランスにメイクの施術ができる

手技確認

②確認テスト

成績判定試験１ 成績判定試験：実技試験　モデルのイメージに合わせたスキンケア～フルメイクを５０分で実
施（施術者）

成績判定試験２ 成績判定試験：実技試験　モデルのイメージに合わせたスキンケア～フルメイクを５０分で実
施（被施術者）

期末試験対策１ モデルのイメージに合わせたフルメイクができる（施術者）（第25回の課題点の改善）

期末試験対策２ モデルのイメージに合わせたフルメイクができる（被施術者）（第26回の課題点の改善）

①成績判定試験

シラバス作成者 福本真弓
シラバス承認

者
フルネームを記載

奥谷千晴

学校ＨＰ内の実務経験教員の紹介ページのリンクを記載

③課題レポート

④授業態度

➄作品

⑥プレゼンテーション

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 再試験1回

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)
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7. 8.
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 2学年

 授業形態  学期 前期  開講年月 4月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 4  時間数 120 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第１回 4月15日

第２回 4月15日

第３回 4月15日

第４回 4月15日

第５回 4月22日

第６回 4月22日

第７回 4月22日

第８回 4月22日

第９回 5月13日

第１０回 5月13日

第１１回 5月13日

第１２回 5月13日

第１３回 5月20日

第１４回 5月20日

第１５回 5月20日

第１６回 5月20日

第１７回 5月27日

第１８回 5月27日

第１９回 5月27日

第２０回 5月27日

第２１回 6月3日

第２２回 6月3日

第２３回 6月3日

第２４回 6月3日

第２５回 6月10日

第２６回 6月10日

第２７回 6月10日

第２８回 6月10日

第２９回 6月17日

第３０回 6月17日

第３１回 6月17日

第３２回 6月17日

第３３回 6月24日

第３４回 6月24日

第３５回 6月24日

第３６回 6月24日

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

顔分析、クールメイクの似合わせメイクと修整メイクについて理解する

クールメイクを利用したエイジングメイクとスキンケアアドバイス

相モデルでクールメイク応用実習（施術者）

相モデルでクールメイク応用実習（被施術者）

相モデルでエレガントメイク実習（被施術者）

顔分析、エレガントメイクの似合わせメイクと修整メイクについて理解する

エレガントメイクを利用したエイジングメイクとスキンケアアドバイス

相モデルでエレガントメイク応用実習（施術者）

相モデルでエレガントメイク応用実習（被施術者）

クールメイクの基本の理論について理解する

クールメイクの色彩、パーツバランス、コスメティクスの質感について理解する

相モデルでクールメイク実習（施術者）

相モデルでクールメイク実習（被施術者）

顔分析、メイクアップにおけるカウンセリング法を理解する

メイクアップにおけるアドバイス法を理解する

キュートメイクの基本の理論について理解する

キュートメイクの色彩、パーツバランス、コスメティクスの質感について理解する

相モデルでキュートメイク実習(施術者）

相モデルでキュートメイク実習（被施術者）

顔分析、キュートメイクの似合わせメイクと修整メイクについて理解する

キュートメイクを利用したエイジングメイクとスキンケアアドバイス

相モデルでキュートメイク応用実習（施術者）

相モデルでキュートメイク応用実習（被施術者）

フレッシュメイクの基本の理論について理解する

フレッシュメイクの色彩、パーツバランス、コスメティクスの質感について理解する

相モデルでフレッシュメイク実習（施術者）

相モデルでフレッシュメイク実習（被施術者）

顔分析、フレッシュメイクの似合わせメイクと修整メイクについて理解する

フレッシュメイクを利用したエイジングメイクとスキンケアアドバイス

相モデルでフレッシュメイク応用実習（施術者）

相モデルでフレッシュメイク応用実習（被施術者）

エレガントメイクの基本の理論について理解する

エレガントメイクの色彩、パーツバランス、コスメティクスの質感について理解する

相モデルでエレガントメイク実習（施術者）

クールメイクⅡ

クールメイクⅢ

クールメイクⅣ

クールメイク応用Ⅰ

クールメイク応用Ⅱ

クールメイク応用Ⅲ

クールメイク応用Ⅳ

エレガントメイクⅠ

エレガントメイクⅡ

エレガントメイクⅢ

エレガントメイクⅣ

エレガントメイク応用Ⅰ

エレガントメイク応用Ⅱ

エレガントメイク応用Ⅲ

エレガントメイク応用Ⅳ

クールメイクⅠ

キュートメイク応用Ⅳ

フレッシュメイクⅠ

フレッシュメイクⅡ

フレッシュメイクⅢ

フレッシュメイクⅣ

フレッシュメイク応用Ⅰ

フレッシュメイク応用Ⅱ

フレッシュメイク応用Ⅲ

フレッシュメイク応用Ⅳ

カウンセリング法

アドバイス法

キュートメイクⅠ

キュートメイクⅡ

キュートメイクⅢ

キュートメイクⅣ

キュートメイク応用Ⅰ

キュートメイク応用Ⅱ

キュートメイク応用Ⅲ

メイクアップⅡ
ビューティスペシャリスト科

メイクアップアドバイザーコース

実習 民間検定

選択必修 日本メイクアップ技術検定1級

 教科書名 日本メイクアップ技術検定試験1級公式テキスト オリジナルプリント/メイク道具一式

 設備名・機器名 教材投影用プロジェクター・PC
一般社団法人JMA
https://www.jma-makeup.or.jp/

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

技術力・接客力・知識力を高め、メイクアップの修整、イメージ応用までを教授する。
当該内容は現場での接客、販売、メイクアップの提供、お客様へのアドバイスに役立つ

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

当該授業の教育課程における位置付けは学則上の卒業要件であるとともに、将来卒業後に必要な知識、技術として位置づける。
日本メイクアップ技術検定1級合格相当の知識、技術を身に付ける。
メイクアップの応用テクニックを習得し、イメージメイク、メイクアップの修整ができるようになる

受講条件 メイクアップⅠ（理論）、メイクアップⅠ（実習）履修済み

オリエンテーションⅠ 授業の目的、目標、内容を理解する
日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

オリエンテーションⅡ 日本メイクアップ技術検定1級試験の合格基準、内容を理解する
日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

 関連前科目 メイクアップⅠ（理論）、メイクアップⅠ（実習） メイクアップ総合

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材
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 ２０２５年度シラバス

第３７回 7月1日

第３８回 7月1日

第３９回 7月1日

第４０回 7月1日

第４１回 7月8日

第４２回 7月8日

第４３回 7月8日

第４４回 7月8日

第４５回 7月15日

第４６回 7月15日

第４７回 7月15日

第４８回 7月15日

第４９回 7月22日

第５０回 7月22日

第５１回 7月22日

第５２回 7月22日

第５３回 7月29日

第５４回 7月29日

第５５回 7月29日

第５６回 7月29日

第５７回 8月5日

第５８回 8月5日

第５９回 8月5日

第６０回 8月5日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

2位 1位 70  秀（Ｓ）：100点～90点

2位 1位 10  優（Ａ）： 89点～80点

なし  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 20  可（Ｄ）： 69点～60点

なし  不可（Ｅ）:59点以下

なし

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

日本メイクアップ技術検定1級公式テ
キスト/メイク道具一式

課題のメイクの修整、改善が出来る（施術者）

課題のメイクの修整、改善が出来る（被施術者）

成績判定試験：事前審査・カウンセリング・イメージメイクが出来る（施術者）

成績判定試験：アドバイスシートが書ける。実技審査実施する（施術者）

成績判定試験：事前審査・カウンセリング・イメージメイクが出来る（被施術者）

成績判定試験：アドバイスシートが書ける。実技審査実施する（被施術者）

日本メイクアップ技術検定1級試験の前半課題が出来る（施術者）

日本メイクアップ技術検定1級試験の後半課題が出来る（施術者）

日本メイクアップ技術検定1級試験の前半課題が出来る（被施術者）

メンズメイクの基本のポイントについて理解する

相モデルでメンズメイク実習（施術者）

相モデルでメンズメイク実習（被施術者）

１級試験課題を通しで実施することができる（施術者）

１級試験課題を通しで実施することができる（被施術者）

問題点、課題の発見をすることができる

問題点、課題の修整が出来る

１級試験課題を時間内に実施することができる（施術者）

１級試験課題を時間内に実施することができる（被施術者）

加齢とメイクアップについて理解する

エイジングメイクアップのポイントについて理解する

相モデルでメイク実習（施術者）

相モデルでメイク実習（被施術者）

男性の肌とスキンケアアドバイスについて理解する

日本メイクアップ技術検定1級試験

日本メイクアップ技術検定1級試験

日本メイクアップ技術検定1級試験

1級試験対策Ⅷ

1級試験対策Ⅸ

1級試験対策Ⅹ

1級試験対策Ⅺ

1級試験対策Ⅻ

期末試験Ⅰ

期末試験Ⅱ

期末試験Ⅲ

期末試験Ⅳ

エイジングメイクⅢ

エイジングメイクⅣ

メンズメイクⅠ

メンズメイクⅡ

メンズメイクⅢ

メンズメイクⅣ

1級試験対策Ⅴ

1級試験対策Ⅵ

1級試験対策Ⅶ

エイジングメイクⅠ

エイジングメイクⅡ

日本メイクアップ技術検定1級試験 日本メイクアップ技術検定1級試験の後半課題が出来る（被施術者）

 成績評価方法

出席率８０％以上及び
①成績判定試験　実技試験（カウンセリングスキンケア15分、下地～モデルリクエストをふまえたイメージメイク30分、アドバイスシート５分）
②確認テスト　小テストの得点を合計し、全体の成績に反映する
③授業態度　提出物及び出席状況を評価する

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

①成績判定試験

②確認テスト

シラバス作成者 福本真弓
シラバス承認

者
フルネームを記載

毛利美保

該当なし

③課題レポート

④授業態度

➄作品

⑥プレゼンテーション

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 再試験１回

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

21.
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 2学年

 授業形態  学期 前期  開講年月 4月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 2  時間数 60 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第１回 4月14日

第２回 4月14日

第３回 4月21日

第４回 4月21日

第５回 4月28日

第６回 4月28日

第７回 5月12日

第８回 5月12日

第９回 5月19日

第１０回 5月19日

第１１回 5月26日

第１２回 5月26日

第１３回 6月2日

第１４回 6月2日

第１５回 6月9日

第１６回 6月9日

第１７回 6月16日

第１８回 6月16日

第１９回 6月23日

第２０回 6月23日

第２１回 6月30日

第２２回 6月30日

第２３回 7月7日

第２４回 7月7日

第２５回 7月14日

第２６回 7月14日

第２７回 7月28日

第２８回 7月28日

第２９回 8月4日

第３０回 8月4日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

2位 １位 70  秀（Ｓ）：100点～90点

なし  優（Ａ）： 89点～80点

なし  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 20  可（Ｄ）： 69点～60点

2位 １位 10  不可（Ｅ）:59点以下

なし

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

シラバス作成
者

福本真弓
シラバス承認

者
フルネームを記載

田村綾加

該当なし

③課題レポート

④授業態度

➄作品

⑥プレゼンテーション

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 補修、追試の有無等

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…

成績判定試験：90分でドレスに合わせたヘアメイク
授業態度：提出物及び出席状況を評価する
作品：課題作品を全体の評価に反映する

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

①成績判定試験

②確認テスト

成績判定試験Ⅲ 成績判定試験課題の制作、発表　後半（被施術者前半）
ヘアアレンジ道具一式
メイク道具一式

成績判定試験Ⅳ 成績判定試験課題の発表　後半（被施術者前半）
ヘアアレンジ道具一式
メイク道具一式

成績判定試験Ⅰ 成績判定試験課題の制作、発表　前半（施術者前半）
ヘアアレンジ道具一式
メイク道具一式

成績判定試験Ⅱ 成績判定試験課題の発表　前半（施術者後半）
ヘアアレンジ道具一式
メイク道具一式

ブライダルヘアメイク実習Ⅰ 試験課題のヘアメイクを90分で仕上げることができる（施術者）
ヘアアレンジ道具一式
メイク道具一式

ブライダルヘアメイク実習Ⅱ 試験課題のヘアメイクを90分で仕上げることができる（被施術者）
ヘアアレンジ道具一式
メイク道具一式

ブライダルヘアメイク創作 オーダーに合わせたブライダルヘアメイクの創作ができる（被施術者前半）
ヘアアレンジ道具一式
メイク道具一式

ブライダルヘアメイク創作 オーダーに合わせたブライダルヘアメイクの創作ができる（被施術者後半）
ヘアアレンジ道具一式
メイク道具一式

ブライダルヘアメイク創作 オーダーに合わせたブライダルヘアメイクの創作ができる（施術者前半）
ヘアアレンジ道具一式
メイク道具一式

ブライダルヘアメイク創作 オーダーに合わせたブライダルヘアメイクの創作ができる（施術者後半）
ヘアアレンジ道具一式
メイク道具一式

ブライダルヘアメイクⅢ カラードレスに合わせたヘアメイク実習（施術者）
ヘアアレンジ道具一式
メイク道具一式

ブライダルヘアメイクⅣ カラードレスに合わせたヘアメイク実習（被施術者）
ヘアアレンジ道具一式
メイク道具一式

ブライダルヘアメイクⅠ ウエディングドレスにに合わせたヘアメイク実習（施術者）
ヘアアレンジ道具一式
メイク道具一式

ブライダルヘアメイクⅡ ウエディングドレスに合わせたヘアメイク実習（被施術者）
ヘアアレンジ道具一式
メイク道具一式

衣装合わせⅠ ドレスフィッティング、衣装合わせについて理解する
ヘアアレンジ道具一式
メイク道具一式

衣装合わせⅡ ドレスフィッティング、衣装合わせができる
ヘアアレンジ道具一式
メイク道具一式

衣装について 成人式、卒業式、結婚式の衣装について理解する
ヘアアレンジ道具一式
メイク道具一式

ヘアメイク実習Ⅶ 相モデル実習、式典に合わせたヘアメイクが出来る
ヘアアレンジ道具一式
メイク道具一式

ヘアメイク実習Ⅴ 和装から洋装へのヘアチェンジ方法について理解する
ヘアアレンジ道具一式
メイク道具一式

ヘアメイク実習Ⅵ 相モデル実習、和装から洋装にヘアメイクチェンジが出来る
ヘアアレンジ道具一式
メイク道具一式

ヘアメイク実習Ⅲ 洋装から和装へのヘアチェンジ方法について理解する
ヘアアレンジ道具一式
メイク道具一式

ヘアメイク実習Ⅳ 相モデル実習、洋装から和装にヘアメイクチェンジができる
ヘアアレンジ道具一式
メイク道具一式

アテンドについて ヘアメイクのアテンドについて理解する
ヘアアレンジ道具一式
メイク道具一式

ヘアメイク実習Ⅱ 相モデル実習、和装のオーダーにメイクを仕上げることができる
ヘアアレンジ道具一式
メイク道具一式

和装、洋装について 和装、洋装のメイクの違いについて理解する
ヘアアレンジ道具一式
メイク道具一式

ヘアメイク実習Ⅰ 相モデル実習、洋装のオーダーにメイクを仕上げることができる
ヘアアレンジ道具一式
メイク道具一式

カウンセリング ブライダルヘアメイクのカウンセリングについて理解する
ヘアアレンジ道具一式
メイク道具一式

アップスタイル実習 相モデル実習、アップスタイル２パターンの方法を理解する
ヘアアレンジ道具一式
メイク道具一式

オリエンテーション 授業の目的、目標、内容を理解する
ヘアアレンジ道具一式
メイク道具一式

技術チェック 現時点でのヘアメイク技術の理解度、習得度を把握する
ヘアアレンジ道具一式
メイク道具一式

 関連前科目 ヘアアレンジ基礎 メイクアップ総合

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

 教科書名 該当なし オリジナルプリント

 設備名・機器名 ヘアアイロン用電気設備（コンセント） https://zexy.net/article/app000002195/

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

ブライダル業界におけるヘア・メイク・衣装などの知識、技術を教授する。
当該内容は卒業後のキャリアアップの際に役立つ

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

当該授業の教育課程における位置付けは、学則上の卒業要件である。
成人式、卒業式、結婚式の衣装に合わせたヘアメイクの習得

受講条件 ヘアアレンジ基礎、イメージメイク基礎、メイクアップⅠ（実習）、メイクセラピーⅠ履修済み

ブライダルメイク
ビューティスペシャリスト科

メイクアップアドバイサーコース

実習 該当なし

選択必修 該当なし

3.

4. 5. 6.

7. 8.

1 2.

9. 10.

11.

12.

13.

14. 15.

16. 17.

18. 19.

20.

21.

13.

14. 15.
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 2学年

 授業形態  学期 前期  開講年月 4月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 4  時間数 120 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第1回 4月16日

第2回 4月16日

第3回 4月16日

第4回 4月16日

第5回 4月23日

第6回 4月23日

第7回 4月23日

第8回 4月23日

第9回 5月7日

第10回 5月7日

第11回 5月7日

第12回 5月7日

第13回 5月14日

第14回 5月14日

第15回 5月14日

第16回 5月14日

第17回 5月21日

第18回 5月21日

第19回 5月21日

第20回 5月21日

第21回 5月28日

第22回 5月28日

第23回 5月28日

第24回 5月28日

第25回 6月4日

第26回 6月4日

第27回 6月4日

第28回 6月4日

第29回 6月11日

第30回 6月11日

第31回 6月11日

第32回 6月11日

第33回 6月18日

第34回 6月18日

第35回 6月18日

第36回 6月18日

第37回 6月25日

第38回 6月25日

第39回 6月25日

第40回 6月25日

メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

コンテスト作品用ヘアメイク①を実践することができる（施術者）

コンテスト作品用ヘアメイク①を実践することができる（被施術者）

ヴィランズメイクをデッサンすることができる

相モデル実習　ヴィランズメイクが出来る（施術者）

相モデル実習　ヴィランズメイクが出来る（被施術者）

中間テスト　テーマに合わせたヘアメイクができる（施術者）

中間テスト　テーマに合わせヘアメイクを施し、撮影ができる（施術者）

中間テスト　テーマに合わせたヘアメイクができる（被施術者）

中間テスト　テーマに合わせヘアメイクを施し、撮影ができる（被施術者）

コンテストテーマのイメージ①を収集することができる

コンテスト作品①の構成を考案することができる

海外風ヘアアレンジができる

海外のメイク特徴、違いを理解する

相モデル実習　海外メイクの特徴を取り入れたフルメイクが出来る（施術者）

相モデル実習　海外メイクの特徴を取り入れたフルメイクが出来る（被施術者）

トレンドのヘアアレンジができる

トレンドメイクについて理解する

相モデル実習　トレンドを取り入れたフルメイクが出来る（施術者）

相モデル実習　トレンドを取り入れたフルメイクが出来る（被施術者）

ヴィランズメイクを考案することができる

ヘアアレンジの習得度を把握する

メイクアップの習得度を把握する（施術者）

メイクアップの習得度を把握する（被）施術者）

編み込みを取り入れたヘアアレンジができる

縦　横　内心　外心メイクについて理解する

相モデル実習　縦　横　内心、外心を意識したフルメイクが出来る（施術者）

相モデル実習　縦　横　内心、外心を意識したフルメイクが出来る（被施術者）

ハーフアップにヘアアレンジができる

上方　下方メイクについて理解する

相モデル実習　縦　上方　下方を意識したフルメイクが出来る（施術者）

相モデル実習　縦　上方　下方を意識したフルメイクが出来る（被施術者）

編み込みまとめ髪を取り入れたヘアアレンジができる

上方　下方メイクについて理解する

相モデル実習　上方　下方を意識したフルメイクができる（施術者）

相モデル実習　上方　下方を意識したフルメイクができる（被施術者）

コテ巻き、巻きおろし、ピンワークが出来る

アイカラーの中抜きテクニックを理解する

相モデル実習　中抜きテクニックを取り入れたフルメイクができる（施術者）

相モデル実習　中抜きテクニックを取り入れたフルメイクができる（被施術者）

コンテスト準備Ⅳ

ヴィランズメイクⅢ

ヴィランズメイク⑷

撮影Ⅰ

撮影Ⅱ

撮影Ⅲ

撮影Ⅳ

コンテスト準備Ⅰ

コンテスト準備Ⅱ

コンテスト準備Ⅲ

海外メイクⅠ

海外メイクⅡ

海外メイクⅢ

海外風ヘアアレンジⅡ

海外メイクⅣ

海外メイクⅤ

海外メイクⅥ

ヴィランズメイクⅠ

ヴィランズメイクⅡ

ヘアアレンジⅢ

顔分析メイクⅦ

顔分析メイクⅧ

顔分析メイクⅨ

ヘアアレンジⅣ

メイクテクニックⅠ

フルメイク実習Ⅰ

フルメイク実習Ⅱ

海外風ヘアアレンジⅠ

撮影メイク
ビューティスペシャリスト科

メイクアップアドバイサーコース

実習 該当なし

選択必修 該当なし

 教科書名 MAKE UP SKILLS TEXT BOOK BASIC オリジナルプリント/メイク道具一式

 設備名・機器名 ヘアアイロン用電気設備、フォトスタジオ https://www.icamjapan.com

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

表現力、創造力を高め、ヘアアレンジ応用、メイクアップ応用までを教授する
当該内容は卒業後のキャリアアップや創造力、技術力の向上に役立つ。

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

当該授業の教育課程における位置付けは学則上の卒業要件であるとともに、将来卒業後に必要な知識、技術として位置づける。
顔分析を行い、モデルの骨格に合わせたメイクアップが出来る
メイクアップ応用、ヘアメイク応用技術を習得し、フォトコンテストのテーマに合わせ、ヘアメイクで表現することができる。

受講条件 ヘアアレンジ基礎、イメージメイク基礎、メイクアップⅠ（実習）、メイクセラピーⅠ履修済み

オリエンテーション 授業の目的、目標、内容を理解する
メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

 関連前科目 イメージメイク基礎 メイクアップ総合

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

ヘアアレンジ技術確認

メイクアップ技術確認Ⅰ

メイクアップ技術確認Ⅱ

ヘアアレンジⅠ

顔分析メイクⅠ

顔分析メイクⅡ

顔分析メイクⅢ

ヘアアレンジⅡ

顔分析メイクⅣ

顔分析メイクⅤ

顔分析メイクⅥ

3.

4. 5. 6.

7. 8.

1 2.

9. 10.

11.

12.

13.

14. 15.

16. 17.

18. 19.

20.
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 ２０２５年度シラバス

第41回 7月2日

第42回 7月2日

第43回 7月2日

第44回 7月2日

第45回 7月9日

第46回 7月9日

第47回 7月9日

第48回 7月9日

第49回 7月16日

第50回 7月16日

第51回 7月16日

第52回 7月16日

第53回 7月23日

第54回 7月23日

第55回 7月23日

第56回 7月23日

第57回 7月30日

第58回 7月30日

第59回 8月6日1限

第60回 8月6日２限

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

なし  秀（Ｓ）：100点～90点

2位 1位 20  優（Ａ）： 89点～80点

なし  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 30  可（Ｄ）： 69点～60点

2位 1位 50  不可（Ｅ）:59点以下

なし

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

デザインを確定することができる

コンテスト作品制作（施術１）することができる

コンテスト作品制作（施術２）することができる

コンテスト作品制作（施術３）することができる

コンテスト作品制作（施術４）することができる

撮影準備（セッティング等）、エントリーシートの作成ができる

コンテストテーマのイメージ②を収集することができる

コンテスト作品②の構成を考案することができる

コンテスト作品用ヘアメイク②を実践することができる（施術者）

コンテスト作品用ヘアメイク②を実践することができる（被施術者）

コンテスト作品①②の課題点を把握する

コンテスト作品①の課題点の改善、修整を行う

コンテスト作品②の課題点の改善、修整を行う

コンテスト対策Ⅸ

コンテスト対策Ⅹ

コンテスト対策Ⅺ

コンテスト対策Ⅻ

撮影準備Ⅰ

コンテスト対策Ⅰ

コンテスト対策Ⅱ

コンテスト対策Ⅲ

コンテスト対策Ⅳ

コンテスト対策Ⅴ

コンテスト対策Ⅵ

コンテスト対策Ⅶ

コンテスト対策Ⅷ

撮影準備Ⅱ 撮影準備（施術１）、エントリーシートの作成ができる
メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

コンテスト作品撮影Ⅰ コンテスト作品作成（成績判定作品）することができる
メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

コンテスト作品撮影Ⅱ コンテスト作品作成し撮影することができる
メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

撮影準備Ⅲ 撮影準備（施術２）、エントリーシートの作成ができる
メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

撮影準備Ⅳ 撮影準備（チェック）、エントリーシートの作成ができる
メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

コンテスト作品提出準備 応募写真選定することができる
メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

コンテスト作品提出準備 応募作品エントリーシート（成績評価）を作成し提出することができる
メイク道具一式/ヘアアレンジ道具一
式

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）

出席率８０％以上及び
確認テスト：中間テストの得点を全体の成績に反映する
授業態度：提出物及び出席状況を評価する
作品：コンテスト提出作品を評価する

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

①成績判定試験

②確認テスト

シラバス作成者 福本真弓
シラバス承認

者
フルネームを記載

福田有麻

該当なし

③課題レポート

④授業態度

➄作品

⑥プレゼンテーション

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 再試験1回

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

21.
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 ２０２５年度シラバス

「YIC京都シラバス様式及び記載項目/相互確認項目」 様式第一版：2024.7.16_YIC京都_校長

科目名  学科名
(コース名)

 学年 1学年

 授業形態  学期 後期  開講年月 4月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 2  時間数 60 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第　1回 ○月○日

第　2回 ○月○日

第　3回 ○月○日

第　4回 ○月○日

第　5回 ○月○日

第　6回 ○月○日

第　7回 ○月○日

第　8回 ○月○日

第　9回 ○月○日

第　10回 ○月○日

第　11回 ○月○日

第　12回 ○月○日

第　13回 ○月○日

第　14回 ○月○日

第　15回 ○月○日

第　回 ○月○日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

1位 2位 70  秀（Ｓ）：100点～90点

2位 2位 15  優（Ａ）： 89点～80点

なし  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 15  可（Ｄ）： 69点～60点

なし  不可（Ｅ）:59点以下

なし

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 補修、追試の有無等

シラバス作成
者

奥谷千晴
シラバス承認

者
フルネームを記載

フルネームを記載

学校ＨＰ内の実務経験教員の紹介ページのリンクを記載

①成績判定試験

②確認テスト

③課題レポート

④授業態度

➄作品

⑥プレゼンテーション

↓以降は行数を増やす。

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

席率８０％以上及び
①成績判定試験　実技試験（お客様ののイメージに合わせたスキンケア～フルメイク50分）
②確認テスト　小テストの得点を合計し、全体の成績に反映する
③授業態度　提出物及び出席状況を評価する
上記評価点数を下表の配分％で按分し総合点６０点以上を合格とする

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

サロン実習 サロン運営プレオープン参加する

期末試験 お客様の悩みに対応できる知識と接客知識を高める

プレゼンテーション大会

合同授業 メイクレッスンを受講する

アンチエイジングについて アンチエイジングの原因と対策と提案・各ブランドのアンチエイジングラインを理解する

肌診断について 肌診断～スキンケアアドバイスが出来る

お出迎え～フルメイク ロープレ　メイク実習ができる

化粧品メーカーのプレゼンテーションが出来る

クカウンセリング・タッチアップ
肌悩みをカウンセリングし似合うベースメイクの提案・ベースメイクタッチアップメイク実
習が出来る

タッチアップ実習 アイメイク・リップのご提案・タッチアップ実習が出来る 小テスト

ズの把握（メイクアップ）メーカー提案の流れを知る・ブランドごとの強みの把握を把握する

百貨店見学 各メーカーでタッチアップを受けレポート作成※私服登校

カウンター業務 割引・レジ計算問題・ハンドアウト・お詫び状の記入が出来る※特別講師

ニーズの把握（スキンケア）についニーズの把握を知る・皮膚知識トークが出来る

オリエンテーション・ビュー
ティアドバイザーに求められる
条件

自己紹介・授業内容確認・身だしなみ・店舗活動・百貨店模擬研修について学ぶ 正式な名称を記述する。

アプローチ～接客までの流れ
購買心理『褒める』『ネガティブ→ポジティブ』コミュニケーション・金銭受け取り・お見
送りが出来る

 関連前科目 該当なし 接客マナー実習（応用）

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

 教科書名 YIC京都オリジナル教材 オリジナルプリント

 設備名・機器名 該当なし 該当なし

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

店頭でのカウンター業務・接客方法を教授する。お客様の肌悩みに応じたアドバイスと商品の提案に役立つ。

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

百貨店研修・メーカー研修での学習内容をいち早く取得し即戦力となるよう販売方法を身につける。

受講条件 YIC京都ビューティ専門学校ビューティスペシャリスト科メイクアップアドバイザーコースに在籍していること。

コスメティック販売実習 ビューティスペシャリスト科

実習 該当なし

選択必修 該当なし

3.

4. 5. 6.

7. 8.

1 2.

9. 10.

11.

12.

13.

14. 15.

16. 17.

18. 19.

20.

21.

10.
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 1学年

 授業形態  学期 前期  開講年月 4月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 1  時間数 30 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第　1回 ○月○日

第　2回 ○月○日

第　3回 ○月○日

第　4回 ○月○日

第　5回 ○月○日

第　6回 ○月○日

第　7回 ○月○日

第　8回 ○月○日

第　9回 ○月○日

第　10回 ○月○日

第　11回 ○月○日

第　12回 ○月○日

第　13回 ○月○日

第　14回 ○月○日

第　15回 ○月○日

第　回 ○月○日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

1位 2位 70  秀（Ｓ）：100点～90点

2位 2位 15  優（Ａ）： 89点～80点

なし  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 15  可（Ｄ）： 69点～60点

なし  不可（Ｅ）:59点以下

なし

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

シラバス作成
者

奥谷千晴
シラバス承認

者
フルネームを記載

フルネームを記載

学校ＨＰ内の実務経験教員の紹介ページのリンクを記載

③課題レポート

④授業態度

➄作品

⑥プレゼンテーション

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 補修、追試の有無等

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

出席率８０％以上及び
成績判定試験　接客販売コンテスト審査表を利用し項目に沿って評価する
授業態度　提出物及び授業への出席状況を評価する
上記評価点数を下表の配分％で按分し総合点６０点以上を合格とする

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

①成績判定試験

②確認テスト

期末試験対策 企業様への電話対応・企業訪問のマナーのロールプレイングが出来る

↓以降は行数を増やす。

来客・訪問対応➂ 訪問のマナー（事前準備・当日のマナー・手順）について理解する

期末試験対策 １～14回目までの復習・ロールプレイングが出来る

来客・訪問対応① 来客応対について（基本の流れ・応対の流れ）理解する

来客・訪問対応② 案内（誘導）案内マナー・エレベーターが出来る

電話対応② 話のかけ方（タイミングを考える・準備をする・電話をかける流れ）を理解する

電話対応➂ 電話対応ロールプレイング・お客様・社内など様々なケースを想定したペアワークを実施す
る

コミュニケーションスキル➂ 言葉遣い　相手に合わせた正しい敬語・クッション言葉を用いたロールプレイングを実施す
る

電話対応① 電話の受け方（応対の基本・電話を受ける流れ・よく使われる用語）を理解する

コミュニケーションスキル① 話し方の基本スキル（聴き方・話し方のポイント）を学ぶ

コミュニケーションスキル② 言葉遣い　敬語の種類（尊敬語・謙譲語・丁寧語）を理解する

接客マナーの基本② 挨拶言葉とお辞儀実習（基本の挨拶言葉・お辞儀）が出来る

接客マナーの基本➂ 身だしなみを整える事が出来る

接客マナーについて 授業の目標・マナーの基本について理解する 正式な名称を記述する。

接客マナーの基本① 表情・笑顔の演出トレーニング・笑顔の効果について理解する

 関連前科目 該当なし 接客マナー実習（基礎）

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

 設備名・機器名 該当なし 該当なし

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

美しい所作を身に付けると同時に社会人基礎力の知識を教授する

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

社会人として、接客マナーの基本を身に付け電話対応・企業訪問マナーを身に付ける。

受講条件 YIC京都ビューティ専門学校ビューティスペシャリスト科に在籍していること。

接客マナー実習 ビューティスペシャリスト科

講義 該当なし

選択必修 該当なし

 教科書名 該当なし オリジナルプリント

3.

4. 5. 6.

7. 8.

1 2.

9. 10.

11.

12.

13.

14. 15.

16. 17.

18. 19.

20.

21.

6.

10.
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科目名  学科名
(コース名)

 学年 2学年

 授業形態  学期 前期  開講年月 4月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 1  時間数 30 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第１回 4月17日

第２回 4月24日

第３回 5月8日

第４回 5月15日

第５回 5月22日

第６回
オンデマン

ド課題

第７回 6月5日

第８回 6月12日

第９回 6月19日

第１０回 6月26日

第１１回 7月3日

第１２回 7月10日

第１３回 7月17日

第１４回 7月24日

第１５回 7月24日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

2位 1位 60  秀（Ｓ）：100点～90点

なし  優（Ａ）： 89点～80点

なし  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 40  可（Ｄ）： 69点～60点

なし  不可（Ｅ）:59点以下

なし

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 補修、追試の有無等

シラバス作成者 福本真弓
シラバス承認

者
フルネームを記載

村上燈里

該当なし

①成績判定試験

②確認テスト

③課題レポート

④授業態度

➄作品

⑥プレゼンテーション

接客販売コンテストⅡ
成績判定試験
お出迎え～商品決定までロールプレイングをすることができる

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）

出席率８０％以上及び
⑥成績判定試験　接客販売コンテスト審査表を利用し項目に沿って評価する
④授業態度　提出物及び授業への出席状況を評価する
上記評価点数を下表の配分％で按分し総合点６０点以上を合格とする

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

コンテスト対策１３ コンテスト対策　お出迎え～商品決定までロールプレイングをすることができる（総合Ⅱ） オリジナルプリント

接客販売コンテストⅠ
成績判定試験
お出迎え～商品決定までロールプレイングをすることができる

コンテスト対策１１ コンテスト対策　お出迎え～商品決定までロールプレイングをすることができる（ランダム） オリジナルプリント

コンテスト対策１２ コンテスト対策　お出迎え～商品決定までロールプレイングをすることができる（総合Ⅰ） オリジナルプリント

コンテスト対策９ コンテスト対策　お出迎え～商品決定までロールプレイングをすることができる（2色目） オリジナルプリント

コンテスト対策１０ コンテスト対策　お出迎え～商品決定までロールプレイングをすることができる（3色目） オリジナルプリント

コンテスト対策７ ６週目の接客ロープレ動画を用いて修整、改善することができる オリジナルプリント

コンテスト対策８ コンテスト対策　お出迎え～商品決定までロールプレイングをすることができる（1色目） オリジナルプリント

コンテスト対策５ 接客ロープレ　お出迎え～お見送りまでの接客の流れを理解する オリジナルプリント

コンテスト対策６ お出迎え～お見送りまでの接客ロープレを２パターン動画提出 オリジナルプリント

コンテスト対策３
オリエンテーション
コンテストのシナリオ３パターン作成ができる

オリジナルプリント

コンテスト対策４ 接客ロープレ　タッチアップの仕方を理解する オリジナルプリント

コンテスト対策１
オリエンテーション
コンテストのシナリオ１パターン作成ができる

オリジナルプリント

コンテスト対策２
オリエンテーション
コンテストのシナリオ２パターン作成ができる

オリジナルプリント

 関連前科目 接客マナー実習（基礎） メイクアップ総合、サロン運営Ⅰ

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

 教科書名 該当なし オリジナルプリント・メイク道具

 設備名・機器名 コスメカウンター
職業情報提供サイト（日本版O-NET）
https://shigoto.mhlw.go.jp/User/Occupation/Detail/464

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

接客マナー、お客様対応、販売スキルについて教授する。
当該内容は現場での印象管理、販売、接客の際に役立つ

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

当該科目の教育課程における位置づけは学則上の卒業要件をであるとともに、将来卒業後に必要な知識・技術として位置付ける。
接客販売コンテストにてお出迎え・ニーズの把握・カウンセリング・商品提案、説明、商品決定までをロールプレイング形式で実施することができる

受講条件 接客マナー実習（基礎）履修済み

接客マナー実習（応用）
ビューティスペシャリスト科

メイクアップアドバイサーコース

実習 該当なし

選択必修 該当なし

3.

4. 5. 6.

7. 8.

1 2.

9. 10.

11.

12.

13.

14. 15.

16. 17.

18. 19.

20.

21.

58 ＹＩＣ京都ビューティ専門学校



 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 1学年

 授業形態  学期 後期  開講年月 9月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 2  時間数 60 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回

第１０回

第１１回

第１２回

第１３回

第１４回

第１５回

第１６回

第１７回

第１８回

第１９回

第２０回

第２１回

第２２回

第２３回 メイクセラピー検定試験１

第２４回 メイクセラピー検定試験２

第２５回 メイクセラピー実習１

第２６回

第２７回

第２８回

第２９回

第３０回

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

1位 2位 70  秀（Ｓ）：100点～90点

2位 2位 20  優（Ａ）： 89点～80点

なし  良（Ｂ）： 79点～70点

メイクセラピー検定2級対策

メイクセラピー検定2級対策
メイク道具一式

メイクセラピー検定2級対策

メイクセラピー検定2級対策
メイク道具一式

メイクセラピー検定2級対策

メイクセラピー検定2級対策

メイクセラピー検定2級対策

メイクセラピー検定2級対策
メイク道具一式

メイクセラピー検定2級対策

メイクセラピー検定2級対策
メイク道具一式

メイクセラピー検定2級対策

メイクセラピー検定2級対策
メイク道具一式

メイクセラピー検定2級対策

メイクセラピー検定2級対策
メイク道具一式

メイクアップに必要な３要素

メイク実習６

2級試験対策１

精神分析と無意識について理解する

論理療法、交流分析について理解する

キャリア系or癒し系の印象にメイクすることができる

化粧の歴史、役割、印象分析について理解する

遠心メイク、求心メイクについて理解する

承認欲求について理解する

知的で大人っぽく仕事ができる印象に半顔メイクができる

クライアントとの接し方について理解する

上品で優しく女性らしい印象に半顔メイクができる

印象分析、パーツバランスについて理解する

明るく健康的で元気な印象に半顔メイクができる

色彩、コスメティックスの質感が与える印象について理解する

華やかでエレガントな印象に半顔メイクができる

論述問題の出題傾向を把握する

メイクセラピーⅠ
ビューティスペシャリスト科

メイクアップアドバイザーコース

講義実習 民間検定

選択必修 メイクセラピー検定２級

 教科書名 メイクセラピー検定2級対策 オリジナルPowerPoint/オリジナルプリント

 設備名・機器名 投影用プロジェクター/講師用PC
メイクセラピー検定ホームページ
https://www.maketherapy.com/

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

化粧療法の領域における援助法の一つとして、心理的な援助活動に必要な「心理学」「コミュニケーション」メイクアップに必要な「メイク理論」
「色彩学」及びメイクセラピーの概念を教授する
当該内容は現場での印象管理、販売、接客の際に役立つ

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

当該科目の教育課程における位置づけは学則上の卒業要件をであるとともに、将来卒業後に必要な知識・技術を習得する科目。
メイクセラピー検定２級合格相当の知識を身に付ける。
会話をしながら、クライアントのオーダーに伴った印象にメイクアップができる

受講条件
ＹＩＣ京都ビューティ専門学校ビューティスペシャリスト科メイクアップアドバイザーコースに在籍していること
メイクセラピー基礎履修済み

オリエンテーション 授業の目標・目的、成績評価について理解する メイクセラピー検定2級対策

2級試験対策２ 2級試験課題が時間内に施術することができる
メイクセラピー検定2級対策
メイク道具一式

 関連前科目 メイクセラピー基礎 メイクセラピーⅡ

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

メイクセラピー的心理学１

メイクセラピー的心理学２

メイク実習１

化粧心理学１

メイク実習２

化粧心理学２

メイク実習３

カウンセリング概論

メイク実習４

印象分析

メイク実習５

2級試験対策５ 筆記試験の出題傾向を把握することができる（第17回の課題点の改善） メイクセラピー検定2級対策

2級試験対策６ 苦手オーダーの課題が克服することができる（第18回の課題点の改善）
メイクセラピー検定2級対策
メイク道具一式

2級試験対策３ 筆記試験の出題傾向を把握することができる メイクセラピー検定2級対策

2級試験対策４ 苦手オーダーの課題が克服することができる
メイクセラピー検定2級対策
メイク道具一式

メイクセラピー検定2級試験実施（筆記試験）

メイクセラピー検定2級試験実施（実技試験） メイク道具一式

模擬試験１ 2級試験通し（筆記試験） メイクセラピー検定2級対策

模擬試験２ 2級試験通し（実技試験）
メイクセラピー検定2級対策
メイク道具一式

成績判定試験対策１ １～26回の授業の復習ができる メイクセラピー検定2級対策

成績判定試験対策２ 会話をしながらオーダーに伴ったメイクアップが半顔にできる
メイクセラピー検定2級対策
メイク道具一式

オーダーカウンセリング～フォローカウンセリングまでできる（施術者） メイク道具一式

メイクセラピー実習２ オーダーカウンセリング～フォローカウンセリングまでできる（被施術者） メイク道具一式

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

出席率８０％以上及び
①成績判定試験（選択問題・記述式問題）　記述式問題　授業内で出てきたワード（専門用語）とそれに伴う活用場面について記述すること
②確認テスト　小テストの得点を合計し、全体の成績に反映する
④授業態度　提出物及び授業への出席状況を評価する
上記評価点数を下表の配分％で按分し総合点６０点以上を合格とする

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

①成績判定試験

②確認テスト

成績判定試験１ 成績判定試験：筆記試験（選択問題、記述問題、論述問題）

成績判定試験２ 成績判定試験：実技試験　会話をしながらオーダーに伴ったメイクアップ半顔にできる

③課題レポート

3.

4. 5. 6.

7. 8.

1 2.

9. 10.

11.

12.

13.

14. 15.

16. 17.

18. 19.

20.

21.

58 ＹＩＣ京都ビューティ専門学校



 ２０２５年度シラバス

2位 1位 10  可（Ｄ）： 69点～60点

なし  不可（Ｅ）:59点以下

なし

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

シラバス作成者 福本真弓
シラバス承認

者
フルネームを記載

福本真弓

https://www.yic-kyoto-beauty.ac.jp/voice/fukumoto/

④授業態度

➄作品

⑥プレゼンテーション

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 補修、追試の有無等

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

58 ＹＩＣ京都ビューティ専門学校

https://www.yic-kyoto-beauty.ac.jp/voice/fukumoto/
https://www.yic-kyoto-beauty.ac.jp/voice/fukumoto/
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 2学年

 授業形態  学期 前期  開講年月 4月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 2  時間数 60 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第１回 4月17日

第２回 4月17日

第３回 4月24日

第４回 4月24日

第５回 5月8日

第６回 5月8日

第７回 5月15日

第８回 5月15日

第９回 5月22日

第１０回 5月22日

第１１回 5月29日

第１２回 5月29日

第１３回 6月5日

第１４回 6月5日

第１５回 6月12日

第１６回 6月12日

第１７回 6月19日

第１８回 6月19日

第１９回 6月26日

第２０回 6月26日

第２１回 7月3日

第２２回 7月3日

第２３回 7月10日

第２４回 7月10日

第２５回 7月17日

第２６回 7月17日

第２７回 7月31日

第２８回 7月31日

第２９回 8月7日

第３０回 8月7日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

1位 2位 70  秀（Ｓ）：100点～90点

2位 2位 20  優（Ａ）： 89点～80点

なし  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 10  可（Ｄ）： 69点～60点

なし  不可（Ｅ）:59点以下

なし

③課題レポート

④授業態度

➄作品

⑥プレゼンテーション

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

出席率８０％以上及び
①成績判定試験（選択問題・記述式問題）　記述式問題　授業内で出てきたワード（専門用語）とそれに伴う活用場面について記述すること
②確認テスト　小テストの得点を合計し、全体の成績に反映する
④授業態度　提出物及び授業への出席状況を評価する
上記評価点数を下表の配分％で按分し総合点６０点以上を合格とする

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

①成績判定試験

②確認テスト

成績判定試験１
成績判定試験
筆記試験（選択問題、記述問題、論述問題）

成績判定試験２
成績判定試験
実技試験（オーダーに伴ったメイクアップ４０分）

メイクセラピー検定１級試験１ メイクセラピー検定１級試験（筆記）実施

メイクセラピー検定１級試験２ メイクセラピー検定１級試験（実技）実施

模擬試験１ メイクセラピー検定1級模擬試験（筆記）
メイクセラピー検定1級対策
メイクセラピー検定2級対策

模擬試験２ メイクセラピー検定1級模擬試験（筆記）
メイクセラピー検定1級対策
メイクセラピー検定2級対策

1級試験対策９ 筆記試験対策１、出題傾向の把握と解説を理解する
メイクセラピー検定1級対策
メイクセラピー検定2級対策

1級試験対策１０ 実技試験対策２　オーダーに伴ったメイクアップを実施する
メイクセラピー検定1級対策
メイクセラピー検定2級対策

1級試験対策７ 筆記試験対策１、出題傾向の把握と解説を理解する
メイクセラピー検定1級対策
メイクセラピー検定2級対策

1級試験対策８ 実技試験対策２　オーダーに伴ったメイクアップを実施する
メイクセラピー検定1級対策
メイクセラピー検定2級対策

1級試験対策５ 1級試験の注意点について理解する
メイクセラピー検定1級対策
メイクセラピー検定2級対策

1級試験対策６ 1級試験課題出題傾向を把握し、メイクアップができる
メイクセラピー検定1級対策
メイクセラピー検定2級対策

1級試験対策３ 対話分析、論述問題の課題点の発見をする
メイクセラピー検定1級対策
メイクセラピー検定2級対策

1級試験対策４ 苦手オーダー、課題点の発見、修整を行う
メイクセラピー検定1級対策
メイクセラピー検定2級対策

1級試験対策１ 筆記試験、実技試験の出題のポイントを理解する
メイクセラピー検定1級対策
メイクセラピー検定2級対策

1級試験対策２ 1級試験課題を通しで実施する
メイクセラピー検定1級対策
メイクセラピー検定2級対策

メイクセラピー実習１ オーダーカウンセリング～メイクアップまでができる
メイクセラピー検定1級対策
メイクセラピー検定2級対策

メイクセラピー実習２ メインカウンセリング～フォローカウンセリングまでができる
メイクセラピー検定1級対策
メイクセラピー検定2級対策

対話分析 逐語録からカウンセリングの状況について理解する※確認テスト
メイクセラピー検定1級対策
メイクセラピー検定2級対策

メイク実習４ オーダーに伴ったメイクが半顔に施術できる※確認テスト
メイクセラピー検定1級対策
メイクセラピー検定2級対策

傾聴スキル３ IメッセージとYOUメッセージを会話の中で使い会話ができる
メイクセラピー検定1級対策
メイクセラピー検定2級対策

傾聴スキル４ フィードバック、フォローができる
メイクセラピー検定1級対策
メイクセラピー検定2級対策

傾聴スキル２ 要約・沈黙の処理・質問について学び、会話の中で意識的に使えるようになる
メイクセラピー検定1級対策
メイクセラピー検定2級対策

メイク実習３ カウンセリングをしながら半顔メイクができる
メイクセラピー検定1級対策
メイクセラピー検定2級対策

傾聴スキル１ コミュニケーション、傾聴スキルを用いて会話ができる
メイクセラピー検定1級対策
メイクセラピー検定2級対策

メイク実習２ 傾聴スキルを用いて会話をしながら半顔メイクができる
メイクセラピー検定1級対策
メイクセラピー検定2級対策

カウンセリング１ カウンセリングの目的、自己理解と他社理解について理解する
メイクセラピー検定1級対策
メイクセラピー検定2級対策

メイク実習１ 職業に合わせたオーダーのメイクが施術できる
メイクセラピー検定1級対策
メイクセラピー検定2級対策

オリエンテーション 授業の目標・目的、成績評価について理解する
メイクセラピー検定1級対策
メイクセラピー検定2級対策

感情について
メイクセラピーⅠの復習ができる※DVD視聴
感情の役割について理解する

メイクセラピー検定1級対策
メイクセラピー検定2級対策

 関連前科目 メイクセラピーⅠ メイクアップ総合

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

 教科書名 メイクセラピー検定1級対策第２版
オリジナルPowerPoint/オリジナルプリント
インサイドヘッドDVD

 設備名・機器名 投影用プロテクター/PC https://www.maketherapy.com/about

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

心理学を応用したカウンセリング技術、傾聴をしながら、クライアントのオーダーに伴った印象にメイクアップ技術を教授する
当該内容は現場での印象管理、販売、接客の際に役立つ

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

当該科目の教育課程における位置づけは学則上の卒業要件をであるとともに、将来卒業後に必要な知識・技術を習得する科目。
メイクセラピー検定１級合格相当の知識を身に付ける。
傾聴をしながら、クライアントのオーダーに伴った印象にメイクアップができる

受講条件 ＹＩＣ京都ビューティ専門学校ビューティスペシャリスト科２年生に在籍していること

メイクセラピーⅡ
ビューティスペシャリスト科

メイクアップアドバイザーコース

実習 民間検定

選択必修 メイクセラピー検定１級

3.

4. 5. 6.

7. 8.

1 2.

9. 10.

11.

12.

13.

14. 15.

16. 17.

18. 19.

20.

21.

11.

12.

13.

58 ＹＩＣ京都ビューティ専門学校

https://www.maketherapy.com/about
https://www.maketherapy.com/about
https://www.maketherapy.com/about
https://www.maketherapy.com/about
https://www.maketherapy.com/about


 ２０２５年度シラバス

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

シラバス作成
者

福本真弓 シラバス承認者 フルネームを記載
福本真弓

https://www.yic-kyoto-beauty.ac.jp/voice/fukumoto/

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 補修、追試の有無等
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 1学年

 授業形態  学期 後期  開講年月 10月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 2  時間数 60 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第1回 9月30日

第2回 9月30日

第3回 10月7日

第4回 10月7日

第5回 10月14日

第6回 10月14日

第7回 10月21日

第8回 10月21日

第9回 10月28日

第10回 10月28日

第11回 11月4日

第12回 11月4日

第13回 11月11日

第14回 11月11日

第15回 11月18日

第16回 11月18日

第17回 11月25日

第18回 11月25日

第19回 12月2日

第20回 12月2日

第21回 12月9日

第22回 12月9日

第23回 12月16日

第24回 12月16日

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

エステティシャンや美容部員を目指す美容専門学校生にとって、「解剖生理学の応用」を学ぶことは、単に体の仕組みを理解するだけでなく、施術の
効果を高め、安全で的確なケアを提供するために不可欠です。「解剖生理学の応用」を学ぶことで、単なる美容技術ではなく、体の仕組みを理解した
上での科学的根拠に基づいた施術・アドバイスが可能になります。

✅ 皮膚の構造を理解し、適切なスキンケアや施術ができる

✅ 血流やリンパを意識したマッサージで、より効果的なケアを提供できる

✅ 筋肉や骨格を考慮したフェイシャル・ボディ施術ができる

✅ 自律神経や内臓の働きを理解し、ストレスや食事からのケアを提案できる

✅ 免疫機能を考慮し、安全な施術・アドバイスができる

美容業界で活躍するためには、表面的な技術だけでなく、「体の仕組みを知り、根本から美しさを引き出す力」を身につけることが大切です！

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

皮膚・筋肉・骨格などの身体構造の基礎を理解し、それに基づいた施術の選択・実施ができる。
血液循環・リンパ・自律神経などの生理機能を理解し、美容効果を高める施術やアドバイスに活用できる。
体の構造と機能の関係性を学び、個々の顧客の状態に応じた安全かつ効果的なケアを提案できる。
美容と健康のつながりを科学的根拠に基づいて説明できるようになる。
施術中の身体反応（発赤・発汗・むくみなど）を適切に観察・評価し、対応できる判断力を身につける。

受講条件 人体の構造と機能　皮膚科学　履修程度の知識

解剖生理学Ⅰ ビューティスペシャリスト科

講義

選択必修

 関連前科目 人体の構造と機能　皮膚科学　 解剖生理学Ⅱ

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

 教科書名 INFA（Theorie）テキスト オリジナルPowerPoint

 設備名・機器名 教材投影用プロジェクター・PC

細胞　２ 細胞の構造について学ぶ（各名称を覚える・細胞の役割・分裂について学ぶ）
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

骨格系統　1
骨の働きを理解する
骨の名称を覚える
骨を形状別に区別する

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

導入　解剖生理学復習 前期に学んだ解剖生理学の復習テスト
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

細胞　1 細胞の構造について学ぶ（各名称を覚える・細胞の役割・分裂について学ぶ）
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

筋肉　2
筋の収縮と疲労について学ぶ
運動と栄養と筋肉の関係について学ぶ

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

皮膚　1
皮膚の役目を理解する
表皮､真皮､について学ぶ

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

骨格系統　2 骨と関節の構造と役割について学ぶ
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

筋肉　1
筋肉の働きを理解する
筋肉の名称を覚える
筋肉の種類を理解する

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

消化器　1
消化器の構造を学ぶ
概論、口腔と付属器官、咽頭と食道

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

消化器　2
消化器官について学ぶ（胃・小腸・大腸）
胃潰瘍、便秘について

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

皮膚　2
皮下組織について学ぶ
皮膚の付属器について学ぶ（汗腺・皮脂腺・毛・爪）

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

皮膚　3
様々な皮膚トラブルについて学ぶ
アトピー性皮膚炎、アレルギー、紫外線により肌への影響、にきびの発生の仕方

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

栄養学　２
主要栄養素を学ぶ
三大栄養素、ミネラル、ビタミンの働きと欠乏症状
栄養素の吸収を学ぶ

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

栄養学　３
主要栄養素を学ぶ
三大栄養素、ミネラル、ビタミンの働きと欠乏症状
栄養素の吸収を学ぶ

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

消化器　3 消化器官について学ぶ（肝臓・すい臓）
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

栄養学　１
主要栄養素を学ぶ
三大栄養素、ミネラル、ビタミンの働きと欠乏症状
栄養素の吸収を学ぶ

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

循環器　2 血液成分とその役割　　・各血管の特徴
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

循環器　3 リンパについて学ぶ（リンパとは何か・リンパの循環経路）
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

呼吸器
呼吸器系について学ぶ
気道、肺、横隔膜、胸式呼吸と腹式呼吸
喫煙のデメリットについて

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

循環器　1
循環器について学ぶ（血液の循環経路・心臓の働き）
心臓疾患について

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

神経系　2 大脳皮質と脳幹・脊髄とその機能・神経の伝導路（うつ病、パーキンソン病の発症の仕組み）
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

神経系　3 自律神経　交感神経、副交感神経の働き（自律神経失調症発症の原因）
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

排泄器
排泄器について学ぶ（腎臓の働き）
腎臓疾患について

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

神経系　1 神経系を学ぶ（概論・神経系の分類）
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

3.

4. 5. 6.

7. 8.

1 2.

9. 10.

11.

12.

13.
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18. 19.

20.

14. 15.
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18. 19.

20.
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 ２０２５年度シラバス

第25回 1月20日

第26回 1月20日

第27回 1月27日

第28回 1月27日

第29回 2月3日

第30回 2月3日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

1位 70  秀（Ｓ）：100点～90点

1位 2位 10  優（Ａ）： 89点～80点

1位 2位 10  良（Ｂ）： 79点～70点

1位 10  可（Ｄ）： 69点～60点

 不可（Ｅ）:59点以下

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

内分泌系　3 性腺と性ホルモン（更年期障害について　その対処法）
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

総合確認テスト 各章の確認テスト実施
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

内分泌　1 ホルモンについて学ぶ（ホルモンの作用・ホルモン分泌をコントロールしているもの）
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

内分泌系　2
主な内分泌腺とホルモンの働き（刺激ホルモン、甲状腺ホルモン、上皮小体ホルモン、副腎ホ
ルモン）

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

①記述式筆記試験（配点70％）穴埋め問題：30問×1点　記述問題：10問×3点　短答式問題：40問×1点
②提出物（配点10％）1回未提出：－3点
③確認テストの点数（配点10％）80点以下：－2点
④授業態度（配点10％）1コマ欠席：－1点　授業中の私語、居眠り：－3点

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

①記述式筆記試験

②提出物

総合確認テスト　振り返り 総合テストの振り返り学習　各章の復習
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

期末試験 期末試験実施
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

シラバス作成者 田澤　初美
シラバス承認

者
フルネームを記載

田澤　初美

学校ＨＰ内の実務経験教員の紹介ページのリンクを記載

③確認テストの点数

④授業態度

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 再試験1回

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

21.
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 1学年

 授業形態  学期 後期  開講年月 10月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 2  時間数 60 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第1回 9月30日

第2回 9月30日

第3回 10月7日

第4回 10月7日

第5回 10月14日

第6回 10月14日

第7回 10月21日

第8回 10月21日

第9回 10月28日

第10回 10月28日

第11回 11月4日

第12回 11月4日

第13回 11月11日

第14回 11月11日

第15回 11月18日

第16回 11月18日

第17回 11月25日

第18回 11月25日

第19回 12月2日

第20回 12月2日

第21回 12月9日

第22回 12月9日

第23回 12月16日

第24回 12月16日

第25回 1月20日

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

エステティシャンや美容部員を目指す美容専門学校生にとって、「解剖生理学の応用」を学ぶことは、単に体の仕組みを理解するだけでなく、施術の効果を高め、安
全で的確なケアを提供するために不可欠です。「解剖生理学の応用」を学ぶことで、単なる美容技術ではなく、体の仕組みを理解した上での科学的根拠に基づいた施
術・アドバイスが可能になります。

✅ 皮膚の構造を理解し、適切なスキンケアや施術ができる

✅ 血流やリンパを意識したマッサージで、より効果的なケアを提供できる

✅ 筋肉や骨格を考慮したフェイシャル・ボディ施術ができる

✅ 自律神経や内臓の働きを理解し、ストレスや食事からのケアを提案できる

✅ 免疫機能を考慮し、安全な施術・アドバイスができる

美容業界で活躍するためには、表面的な技術だけでなく、「体の仕組みを知り、根本から美しさを引き出す力」を身につけることが大切です！

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

皮膚・筋肉・骨格などの身体構造の基礎を理解し、それに基づいた施術の選択・実施ができる。
血液循環・リンパ・自律神経などの生理機能を理解し、美容効果を高める施術やアドバイスに活用できる。
体の構造と機能の関係性を学び、個々の顧客の状態に応じた安全かつ効果的なケアを提案できる。
美容と健康のつながりを科学的根拠に基づいて説明できるようになる。
施術中の身体反応（発赤・発汗・むくみなど）を適切に観察・評価し、対応できる判断力を身につける。

受講条件 人体の構造と機能　皮膚科学　履修程度の知識

解剖生理学Ⅰ ビューティスペシャリスト科

講義 民間検定

選択必修 INFA国際ライセンス（ボディ）

 関連前科目 人体の構造と機能　皮膚科学　 解剖生理学Ⅱ

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

 教科書名 INFA（Theorie）テキスト オリジナルPowerPoint

 設備名・機器名 教材投影用プロジェクター・PC

細胞　２ 細胞の構造について学ぶ（各名称を覚える・細胞の役割・分裂について学ぶ）
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

骨格系統　1
骨の働きを理解する
骨の名称を覚える
骨を形状別に区別する

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

導入　解剖生理学復習 前期に学んだ解剖生理学の復習テスト
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

細胞　1 細胞の構造について学ぶ（各名称を覚える・細胞の役割・分裂について学ぶ）
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

筋肉　2
筋の収縮と疲労について学ぶ
運動と栄養と筋肉の関係について学ぶ

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

皮膚　1
皮膚の役目を理解する
表皮､真皮､について学ぶ

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

骨格系統　2 骨と関節の構造と役割について学ぶ
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

筋肉　1
筋肉の働きを理解する
筋肉の名称を覚える
筋肉の種類を理解する

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

消化器　1
消化器の構造を学ぶ
概論、口腔と付属器官、咽頭と食道

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

消化器　2
消化器官について学ぶ（胃・小腸・大腸）
胃潰瘍、便秘について

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

皮膚　2
皮下組織について学ぶ
皮膚の付属器について学ぶ（汗腺・皮脂腺・毛・爪）

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

皮膚　3
様々な皮膚トラブルについて学ぶ
アトピー性皮膚炎、アレルギー、紫外線により肌への影響、にきびの発生の仕方

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

栄養学　２
主要栄養素を学ぶ
三大栄養素、ミネラル、ビタミンの働きと欠乏症状
栄養素の吸収を学ぶ

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

栄養学　３
主要栄養素を学ぶ
三大栄養素、ミネラル、ビタミンの働きと欠乏症状
栄養素の吸収を学ぶ

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

消化器　3 消化器官について学ぶ（肝臓・すい臓）
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

栄養学　１
主要栄養素を学ぶ
三大栄養素、ミネラル、ビタミンの働きと欠乏症状
栄養素の吸収を学ぶ

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

循環器　2 血液成分とその役割　　・各血管の特徴
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

循環器　3 リンパについて学ぶ（リンパとは何か・リンパの循環経路）
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

呼吸器
呼吸器系について学ぶ
気道、肺、横隔膜、胸式呼吸と腹式呼吸
喫煙のデメリットについて

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

循環器　1
循環器について学ぶ（血液の循環経路・心臓の働き）
心臓疾患について

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

神経系　2 大脳皮質と脳幹・脊髄とその機能・神経の伝導路（うつ病、パーキンソン病の発症の仕組み）
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

神経系　3 自律神経　交感神経、副交感神経の働き（自律神経失調症発症の原因）
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

排泄器
排泄器について学ぶ（腎臓の働き）
腎臓疾患について

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

神経系　1 神経系を学ぶ（概論・神経系の分類）
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

内分泌　1 ホルモンについて学ぶ（ホルモンの作用・ホルモン分泌をコントロールしているもの）
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint
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 ２０２５年度シラバス

第26回 1月20日

第27回 1月27日

第28回 1月27日

第29回 2月3日

第30回 2月3日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

1位 70  秀（Ｓ）：100点～90点

1位 2位 10  優（Ａ）： 89点～80点

1位 2位 10  良（Ｂ）： 79点～70点

1位 10  可（Ｄ）： 69点～60点

 不可（Ｅ）:59点以下

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

内分泌系　3 性腺と性ホルモン（更年期障害について　その対処法）
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

総合確認テスト 各章の確認テスト実施
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

内分泌系　2
主な内分泌腺とホルモンの働き（刺激ホルモン、甲状腺ホルモン、上皮小体ホルモン、副腎ホ
ルモン）

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

①記述式筆記試験（配点70％）穴埋め問題：30問×1点　記述問題：10問×3点　短答式問題：40問×1点
②提出物（配点10％）1回未提出：－3点
③確認テストの点数（配点10％）80点以下：－2点
④授業態度（配点10％）1コマ欠席：－1点　授業中の私語、居眠り：－3点

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

①記述式筆記試験

②提出物

総合確認テスト　振り返り 総合テストの振り返り学習　各章の復習
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

期末試験 期末試験実施
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

シラバス作成者 田澤　初美
シラバス承認

者
フルネームを記載

田澤　初美

学校ＨＰ内の実務経験教員の紹介ページのリンクを記載

③確認テストの点数

④授業態度

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 再試験1回

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 2学年

 授業形態  学期 前期  開講年月 4月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 2  時間数 60時間 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第1回 4月25日

第2回 4月25日

第3回 5月9日

第4回 5月9日

第5回 5月16日

第6回 5月16日

第7回 5月23日

第8回 5月23日

第9回 5月30日

第10回 5月30日

第11回 6月6日

第12回 6月6日

第13回 6月13日

第14回 6月13日

第15回 6月20日

第16回 6月20日

第17回 6月27日

第18回 6月27日

第19回 7月4日

第20回 7月4日

第21回 7月11日

第22回 7月11日

第23回 7月18日

第24回 7月18日

第25回 7月25日

第26回 7月25日

解剖生理学Ⅱ ビューティスペシャリスト科

講義

選択必修

 教科書名 INFA（Theorie）テキスト オリジナルPowerPoint

 設備名・機器名 教材投影用プロジェクター・PC

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

エステティシャンや美容部員に必要な皮膚の構造や働きについて学び、トラブルの原因や改善方法をアドバイスができる知識を教授する。
また、解剖生理学の知識を元に皮膚との関係性を享受する

✅ お客様の悩みに的確にアドバイスできる

✅ 科学的根拠のある美容知識を持ち、信頼を得られる

✅ 施術や商品の効果を最大限に引き出せる

美容業界でのキャリアを築くうえで、本科目は「美のプロフェッショナル」としての価値を高める重要なスキルとなる

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

1. 皮膚の構造と機能を深く理解し、説明できる
2. 皮膚の健康に影響を与える内的・外的要因を分析できる
3. 皮膚トラブルの種類と原因を理解し、適切なケア方法を提案できる
4. スキンケア成分の作用と効果を理解し、適切に選択できる
5. 皮膚に安全な施術を行うための基礎知識を習得する
6. 皮膚科学の最新トレンドを理解し、応用できる

受講条件 人体の構造と機能　皮膚科学　解剖生理学Ⅰ　履修程度の知識

オリエンテーション
皮膚学　復習

授業内ルールの確認　授業計画の説明　評価方法の説明
皮膚科学　期末試験レベルの問題を解く

INFA（Theorie）テキスト

皮膚学　応用①
表皮の構造を深く理解する
ターンオーバー、保湿因子、バリア機能

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

 関連前科目 人体の構造と機能　皮膚科学　解剖生理学Ⅰ サロン運営

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

皮膚の生理機能とは②
皮膚の生理機能
生理機能７つを理解する

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

皮膚のアルカリ中和能
皮膚のアルカリ中和能
ODT
経皮吸収

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

皮膚学　応用②
真皮の構造を深く理解する
基底膜、各細胞と線維の働き

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

皮膚の生理機能とは①
皮膚の生理機能
生理機能７つを理解する

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

皮膚の乾燥について
皮膚の乾燥とはどのような状態か
表皮の乾燥　真皮の乾燥
お手入れの方法

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

皮膚と紫外線①
皮膚と紫外線の関係を理解する
紫外線の分類と皮膚への作用　光老化について
紫外線防御とＳＰＦ

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

にきびについて①
にきびの発生の仕方
にきびの種類
常在菌

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

にきびについて②
アダルトにきびと大人ニキビ
にきびの有効成分
手入れ方法

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

皮膚と色素異常 皮膚と湿疹②
皮膚と湿疹について理解する
湿疹の分類方法と発症過程

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

皮膚とストレスの関係①
ホルモンの復習（各ホルモンの働き）
ストレスとホメオスタシス

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

皮膚と紫外線②
メラニンの生成過程と美白剤を理解する
メラニン合成経路、適応する美白剤

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

皮膚と色素異常 皮膚と湿疹①
皮膚と色素異常について理解する
肝斑、そばかす等

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

皮膚と老化
皮膚の老化とは
老化した皮膚の表皮の状態
老化した皮膚の真皮の状態

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

皮膚とストレスの関係② ランゲルハンス細胞、ＮＫ細胞、副腎皮質ホルモン、自律神経
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

皮膚と女性ホルモンの関係①
皮膚と女性ホルモンの関係を理解する
月経周期による肌の変化

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

皮膚と睡眠の関係
皮膚と睡眠の関係を理解する
成長ホルモン、レム睡眠、ノンレム睡眠

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

皮膚と睡眠の関係 睡眠とホルモンの関係を理解する
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

皮膚と女性ホルモンの関係②
更年期と肌の関係 INFA（Theorie）テキスト

オリジナルPowerPoint

アレルギーについて
アレルギーについて理解する
一次刺激性とアレルギー性皮膚炎の違い
アレルギーを起こす原因物質

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

アトピー性皮膚炎について
アトピー性皮膚炎について理解する
定義と症状、かゆみの発症過程と治療法、
スキンケアのポイント

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

美しい皮膚になるための食生活につ
いて①

肌が美しくなる栄養素を理解する
脂質　糖質　タンパク質

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

美しい皮膚になるための食生活につ
いて②

肌が美しくなる栄養素を理解する
ビタミン、ミネラル

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

皮膚生理学　皮膚と内臓
皮膚と内臓の関係を理解する
内臓疾患が肌に与える影響　生理学の復習

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

皮膚生理学　皮膚と内臓 肝臓　大腸　胃　心臓　卵巣　子宮
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint
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 ２０２５年度シラバス

第27回 8月1日

第28回 8月1日

第29回 8月6日

第30回 8月6日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

1位 70  秀（Ｓ）：100点～90点

1位 2位 10  優（Ａ）： 89点～80点

1位 2位 10  良（Ｂ）： 79点～70点

1位 10  可（Ｄ）： 69点～60点

 不可（Ｅ）:59点以下

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

美容皮膚科の新技術とその応用
①

レーザー治療はどのようなものか　治療の実際　注意点
コラーゲン注入療法はどのようなものか　療法の実際　注意点
ケミカルピーリングはどのようなものか　有効性　注意点
トレチノイン療法はどのようなものか　有効性　注意すること

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

美容皮膚科の新技術とその応用
②

痩身に対する治療　肥満症の定義　部分痩身について
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

①記述式筆記試験（配点70％）穴埋め問題：30問×1点　記述問題：10問×3点　短答式問題：40問×1点
②提出物（配点10％）1回未提出：－3点
③確認テストの点数（配点10％）80点以下：－2点
④授業態度（配点10％）1コマ欠席：－1点　授業中の私語、居眠り：－3点

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

①記述式筆記試験

②提出物

期末試験対策　総復習 第1回～28回の総復習
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

期末試験実施 期末試験の実施

シラバス作成者 田澤　初美
シラバス承認

者
フルネームを記載

田澤　初美

学校ＨＰ内の実務経験教員の紹介ページのリンクを記載

③確認テストの点数

④授業態度

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 再試験1回

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

21.
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 2学年

 授業形態  学期 前期  開講年月 4月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 2  時間数 60時間 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第1回 4月25日

第2回 4月25日

第3回 5月9日

第4回 5月9日

第5回 5月16日

第6回 5月16日

第7回 5月23日

第8回 5月23日

第9回 5月30日

第10回 5月30日

第11回 6月6日

第12回 6月6日

第13回 6月13日

第14回 6月13日

第15回 6月20日

第16回 6月20日

第17回 6月27日

第18回 6月27日

第19回 7月4日

第20回 7月4日

第21回 7月11日

第22回 7月11日

第23回 7月18日

第24回 7月18日

第25回 7月25日

第26回 7月25日

解剖生理学Ⅱ ビューティスペシャリスト科

講義 民間検定

選択必修 INFA国際ライセンス（フェイシャル）

 教科書名 INFA（Theorie）テキスト オリジナルPowerPoint

 設備名・機器名 教材投影用プロジェクター・PC

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

エステティシャンや美容部員に必要な皮膚の構造や働きについて学び、トラブルの原因や改善方法をアドバイスができる知識を教授する。
また、解剖生理学の知識を元に皮膚との関係性を享受する

✅ お客様の悩みに的確にアドバイスできる

✅ 科学的根拠のある美容知識を持ち、信頼を得られる

✅ 施術や商品の効果を最大限に引き出せる

美容業界でのキャリアを築くうえで、本科目は「美のプロフェッショナル」としての価値を高める重要なスキルとなる

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

1. 皮膚の構造と機能を深く理解し、説明できる
2. 皮膚の健康に影響を与える内的・外的要因を分析できる
3. 皮膚トラブルの種類と原因を理解し、適切なケア方法を提案できる
4. スキンケア成分の作用と効果を理解し、適切に選択できる
5. 皮膚に安全な施術を行うための基礎知識を習得する
6. 皮膚科学の最新トレンドを理解し、応用できる

受講条件 人体の構造と機能　皮膚科学　解剖生理学Ⅰ　履修程度の知識

オリエンテーション
皮膚学　復習

授業内ルールの確認　授業計画の説明　評価方法の説明
皮膚科学　期末試験レベルの問題を解く

INFA（Theorie）テキスト

皮膚学　応用①
表皮の構造を深く理解する
ターンオーバー、保湿因子、バリア機能

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

 関連前科目 人体の構造と機能　皮膚科学　解剖生理学Ⅰ サロン運営

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

皮膚の生理機能とは②
皮膚の生理機能
生理機能７つを理解する

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

皮膚のアルカリ中和能
皮膚のアルカリ中和能
ODT
経皮吸収

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

皮膚学　応用②
真皮の構造を深く理解する
基底膜、各細胞と線維の働き

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

皮膚の生理機能とは①
皮膚の生理機能
生理機能７つを理解する

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

皮膚の乾燥について
皮膚の乾燥とはどのような状態か
表皮の乾燥　真皮の乾燥
お手入れの方法

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

皮膚と紫外線①
皮膚と紫外線の関係を理解する
紫外線の分類と皮膚への作用　光老化について
紫外線防御とＳＰＦ

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

にきびについて①
にきびの発生の仕方
にきびの種類
常在菌

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

にきびについて②
アダルトにきびと大人ニキビ
にきびの有効成分
手入れ方法

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

皮膚と色素異常 皮膚と湿疹②
皮膚と湿疹について理解する
湿疹の分類方法と発症過程

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

皮膚とストレスの関係①
ホルモンの復習（各ホルモンの働き）
ストレスとホメオスタシス

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

皮膚と紫外線②
メラニンの生成過程と美白剤を理解する
メラニン合成経路、適応する美白剤

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

皮膚と色素異常 皮膚と湿疹①
皮膚と色素異常について理解する
肝斑、そばかす等

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

皮膚と老化
皮膚の老化とは
老化した皮膚の表皮の状態
老化した皮膚の真皮の状態

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

皮膚とストレスの関係② ランゲルハンス細胞、ＮＫ細胞、副腎皮質ホルモン、自律神経
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

皮膚と女性ホルモンの関係①
皮膚と女性ホルモンの関係を理解する
月経周期による肌の変化

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

皮膚と睡眠の関係
皮膚と睡眠の関係を理解する
成長ホルモン、レム睡眠、ノンレム睡眠

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

皮膚と睡眠の関係 睡眠とホルモンの関係を理解する
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

皮膚と女性ホルモンの関係②
更年期と肌の関係 INFA（Theorie）テキスト

オリジナルPowerPoint

アレルギーについて
アレルギーについて理解する
一次刺激性とアレルギー性皮膚炎の違い
アレルギーを起こす原因物質

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

アトピー性皮膚炎について
アトピー性皮膚炎について理解する
定義と症状、かゆみの発症過程と治療法、
スキンケアのポイント

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

美しい皮膚になるための食生活につ
いて①

肌が美しくなる栄養素を理解する
脂質　糖質　タンパク質

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

美しい皮膚になるための食生活につ
いて②

肌が美しくなる栄養素を理解する
ビタミン、ミネラル

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

皮膚生理学　皮膚と内臓
皮膚と内臓の関係を理解する
内臓疾患が肌に与える影響　生理学の復習

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

皮膚生理学　皮膚と内臓 肝臓　大腸　胃　心臓　卵巣　子宮
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint
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 ２０２５年度シラバス

第27回 8月1日

第28回 8月1日

第29回 8月6日

第30回 8月6日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

1位 70  秀（Ｓ）：100点～90点

1位 2位 10  優（Ａ）： 89点～80点

1位 2位 10  良（Ｂ）： 79点～70点

1位 10  可（Ｄ）： 69点～60点

 不可（Ｅ）:59点以下

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

美容皮膚科の新技術とその応用
①

レーザー治療はどのようなものか　治療の実際　注意点
コラーゲン注入療法はどのようなものか　療法の実際　注意点
ケミカルピーリングはどのようなものか　有効性　注意点
トレチノイン療法はどのようなものか　有効性　注意すること

INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

美容皮膚科の新技術とその応用
②

痩身に対する治療　肥満症の定義　部分痩身について
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

①記述式筆記試験（配点70％）穴埋め問題：30問×1点　記述問題：10問×3点　短答式問題：40問×1点
②提出物（配点10％）1回未提出：－3点
③確認テストの点数（配点10％）80点以下：－2点
④授業態度（配点10％）1コマ欠席：－1点　授業中の私語、居眠り：－3点

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

①記述式筆記試験

②提出物

期末試験対策　総復習 第1回～28回の総復習
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

期末試験実施 期末試験の実施

シラバス作成者 田澤　初美
シラバス承認

者
フルネームを記載

田澤　初美

学校ＨＰ内の実務経験教員の紹介ページのリンクを記載

③確認テストの点数

④授業態度

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 再試験1回

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

21.
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 1学年

 授業形態  学期 後期  開講年月 10月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 1  時間数 30 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第１回 9月30日

第２回 10月7日

第３回 10月14日

第４回 10月21日

第５回 10月28日

第６回 11月4日

第７回 11月11日

第８回 11月18日

第９回 11月25日

第１０回 12月2日

第１１回 12月9日

第１２回 12月16日

第１３回 1月20日

第１４回 1月27日

第１５回 2月3日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

1位 2位 45  秀（Ｓ）：100点～90点

2位 2位 45  優（Ａ）： 89点～80点

2位 1位 10  良（Ｂ）： 79点～70点

 可（Ｄ）： 69点～60点

 不可（Ｅ）:59点以下

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

本授業では、エステティシャンに必要な人体の基礎知識（解剖生理学・皮膚科学）を習得し、国際ライセンス（INFA）口頭試問試験に対応できる表現
力・応用力を養います。身体の構造と機能を理解した上で、トリートメントの根拠を自ら説明できる力を身につけます。

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

解剖学・生理学・皮膚科学の基本用語を正しく理解し、専門用語を用いて説明できる。
各器官（皮膚、筋肉、骨格、循環器、神経系、リンパ系、内分泌系など）の働きと美容との関係性を理解できる。
美容施術の効果を生理学的に説明し、安全性と根拠を持って施術を提案できる。
INFA試験の口頭試問形式に慣れ、論理的・的確に答える練習ができる。
英語やフランス語での用語に触れ、国際的な視点での理解を深める（補助的に）

受講条件 人体の構造と機能　皮膚科学　履修程度の知識

解剖生理学（口述） ビューティスペシャリスト科

講義 民間検定

選択必修 INFA国際ライセンス

 関連前科目 人体の構造と機能　皮膚科学 解剖生理学Ⅱ　サロン運営

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

 教科書名 INFA（Theorie）テキスト オリジナルPowerPoint

 設備名・機器名 教材投影用プロジェクター・PC

解剖生理学の応用② 解剖生理学の基礎②：筋肉・骨格系の構造と美容への応用
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

解剖生理学の応用③ 解剖生理学の基礎③：循環器・リンパ系の機能とトリートメント効果
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

オリエンテーション INFA国際ライセンスとは？ 試験概要と合格のポイント理解 INFA（Theorie）テキスト

解剖生理学の応用① 解剖生理学の基礎①：細胞・組織の構造と役割
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

皮膚科学の基礎② 皮膚科学の基礎②：皮膚タイプ・トラブルの見分けと対策
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

美容施術の科学的根拠と効果 美容施術の科学的根拠と効果：例）フェイシャル・ボディ
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

解剖生理学の応用④ 解剖生理学の基礎④：神経系・内分泌系とストレスケア
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

皮膚科学の応用① 皮膚科学の基礎①：皮膚の構造とターンオーバー
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

口頭試問対策② 英語・フランス語用語の確認（補助）
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

ケーススタディ お客様の悩みに対しての説明と提案練習
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

各系統の復習と応用 各系統の復習と応用：ケア提案に結びつける力を養う
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

口頭試問対策① 模擬Q&Aと回答の組み立て練習
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

期末試験実施 期末試験実施

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

①記述式筆記試験（配点45％）穴埋め問題：30問×1点　記述問題：10問×3点　短答式問題：40問×1点
②口述式試験（配点45％）過去に出題された口頭試問問題から10問を出題　評価項目は別紙
③授業態度（配点10％）1コマ欠席：－1点　授業中の私語、居眠り：－3点

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

総復習テストとフィードバック 総復習テストとフィードバック
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

模擬口頭試問 個別形式　グループ形式・相互フィードバック
INFA（Theorie）テキスト
オリジナルPowerPoint

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 再試験1回

シラバス作成
者

田澤　初美
シラバス承認

者
フルネームを記載

田澤　初美

学校ＨＰ内の実務経験教員の紹介ページのリンクを記載

①記述式筆記試験

②口述式試験

③授業態度

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 2学年

 授業形態  学期 後期  開講年月 9月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 6  時間数 180 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第１回 水

第２回 水

第３回 水

第４回 水

第５回 木

第６回 木

第７回 木

第８回 木

第９回 水

第１０回 水

第１１回 水

第１２回 水

第１３回 木

第１４回 木

第１５回 木

第１６回 木

第１７回 水

第１８回 水

第１９回 水

第２０回 水

第２１回 木

第２２回 木

第２３回 木

第２４回 木

第２５回 水

第２６回 水

第２７回 水

第２８回 水

第２９回 木

第３０回 木

第３１回 木

第３２回 木

第３３回 水

第３４回 水

第３５回 水

第３６回 水

第３７回 木

第３８回 木

第３９回 木

メイクアップ総合
ビューティスペシャリスト科

メイクアップアドバイザーコース

実習 なし

選択必修 該当なし

 教科書名 該当なし オリジナルPowerPoint/オリジナルプリント

 設備名・機器名 投影用プロジェクター/Pcorタブレット
ＹＩＣ京都ビューティ専門学校ホームページ
https://www.yic-kyoto-beauty.ac.jp/

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

メイク講座開講における企画、構成、運営、接客、施術について教授する
当該内容は現場での接客、施術に役立つ

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

当該科目の教育課程における位置づけは学則上の卒業要件をであるとともに、将来卒業後に必要な知識・技術を習得する科目。
今まで学んだメイクアップの知識、技術をお客様に伝える（教える）力を身に付ける
メイク動画の作成及びメイク講座の開講ができる

受講条件
ＹＩＣ京都ビューティ専門学校ビューティスペシャリスト科メイクアップアドバイザーコースに在籍していること
メイクアップⅡ、メイクセラピーⅡ履修済み

オリエンテーション 授業の目標、目的、評価方法について理解する オリジナルプリント

 関連前科目 メイクアップⅡ、メイクセラピーⅡ サロン運営Ⅰ

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

コミュニケーションスキル１

コミュニケーションスキル２

コミュニケーションスキル３

メイク動画オリエンテーション

メイクと色彩

色彩ワーク１

色彩ワーク２

メイクセラピー実習１

メイクセラピー実習２

メイクセラピー実習３

メイクセラピー実習４

メイクに必要な色彩学１

メイクに必要な色彩学２

メイクに必要な色彩学３

メイクに必要な色彩学４

模写メイク１

模写メイク２

模写メイク３

模写メイク４

パーソナルカラー１

パーソナルカラー２

パーソナルカラー３

パーソナルカラー４

メイク講座の組み立て方１

メイク講座の組み立て方２

メイク講座の組み立て方３

メイク講座の組み立て方４

メイク動画作成１

メイク動画作成２

メイク動画作成３

メイク動画作成４

サロン運営１

サロン運営２

サロン運営３

サロン運営４

メイク動画作成５

メイク動画作成６

メイク動画作成７

非言語コミュニケーションについてグループワークができる オリジナルプリント

オープンクエスチョン、クローズドクエスチョンを使い分けることができる

ジョハリの窓ワーク、伝える技術を用いてフィードバックができる

メイク動画作成の目的、目標について理解する

メイクにおけるカラーの提案について理解する

色彩ワークができる

色彩ワークでの課題点の発見ができる

カウンセリングの重要性について復習ができる

オーダーカウンセリングでなりたい印象を引き出す

オーダーに伴ったメイクアップが半顔に施術し、クライアントにメイク方法を伝えることがで
きる

フォローカウンセリングとメイクの課題点の発見ができる

色彩理論について説明ができる

パーソナルカラー、4シーズンの特徴について理解する

パーソナルカラー診断ができる（施術者）

パーソナルカラー診断ができる（被施術者）

顔分析とメイクアップの修整について理解する

メイクアッププランが作成できる

顔分析とメイクアップの修整を行い、模写メイクができる（施術者）

顔分析とメイクアップの修整を行い、模写メイクができる（被施術者）

配色の方向性について理解する

４シーズンのコーディネートについて理解する

色彩心理について理解する

カラーカードワークができる

メイク講座における注意点を理解する

メイク講座の内容を考案することができる

導入、展開、まとめの構成を考案する

資料、ビジュアルツールの作成準備ができる

メイク動画の内容を考案する

メイク動画の構成を考える

メイク動画撮影に必要な材料のピックアップができる

メイク動画撮影の準備を行う

メイクサロンの事業計画書作成することができる

メイクサロンメニューを考案することができる

サロンメニューの施術内容を考案することができる

サロンメニューの施術マニュアルの作成ができる

動画のメイクプラン作成できる

動画のメイクが施術できる

動画の素材を集めることができる

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

3.

4. 5. 6.

7. 8.

1 2.

9. 10.

11.

12.

13.

14. 15.

16. 17.

18. 19.

20.
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 ２０２５年度シラバス

第４０回 木

第４１回 水

第４２回 水

第４３回 水

第４４回 水

第４５回 木

第４６回 木

第４７回 木

第４８回 木

第４９回 水

第５０回 水

第５１回 水

第５２回 水

第５３回 木

第５４回 木

第５５回 木

第５６回 木

第５７回 水

第５８回 水

第５９回 水

第６０回 水

第６１回 木

第６２回 木

第６３回 木

第６４回 木

第６５回 水

第６６回 水

第６７回 水

第６８回 水

第６９回 木

第７０回 木

第７１回 木

第７２回 木

第７３回 水

第７４回 水

第７５回 水

第７６回 水

第７７回 木

第７８回 木

第７９回 木

第８０回 木

第８１回 水

第８２回 水

第８３回 水

第８４回 水

第８５回 木

第８６回 木

第８７回 木

第８８回 木

第８９回 水

第９０回 水

メイク講座準備１２ メイク講座３のレッスンプランを修正することができる オリジナルプリント

カラーメイク講座考案７ 考案したカラーメイク講座２を実践することができる オリジナルプリント

カラーメイク講座考案８ カラーメイク講座２の課題点の発見を行う オリジナルプリント

メイク動画発表１ 撮影したメイク動画の鑑賞をする オリジナルプリント

メイク動画発表２ 鑑賞したメイク動画のフィードバックができる オリジナルプリント

メイク講座実践３ お出迎え～カウンセリング、メイク講座を受講するができる（被施術者） オリジナルプリント

メイク講座実践４ メイクアドバイス～お見送りまでできる（被施術者） オリジナルプリント

メイク講座実践１ お出迎え～カウンセリング、メイク講座が開講ができる（施術者） オリジナルプリント

メイク講座実践２ メイクアドバイス～お見送りまでできる（施術者） オリジナルプリント

百貨店見学３ タッチアップ、接客を受けての振り返りができる

百貨店見学４ 商品のプレゼンテーションができる

百貨店見学１ コスメカウンターブランド１でタッチアップを受けることができる

百貨店見学２ コスメカウンターブランド２でタッチアップを受けることができる

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

出席率８０％以上及び
①成績判定試験；接客ロープレ、メイクカルテ、アドバイスシート作成
④授業態度　提出物及び授業への出席状況を評価する
⑤作品：ビジュアルツール、動画作成を成績に反映する
上記評価点数を下表の配分％で按分し総合点６０点以上を合格とする

成績判定試験１ 講座を開講することができる（成績判定試験） オリジナルプリント

成績判定試験２ 講座を受講することができる（成績判定試験） オリジナルプリント

メイク動画作成８

メイク講座考案１

メイク講座考案２

メイク講座考案３

メイク講座考案４

メイク動画作成９

メイク動画作成１０

カラーメイク講座考案１

カラーメイク講座考案２

メイク講座考案５

メイク講座考案６

メイク講座考案７

メイク講座考案８

メイク動画作成１３

メイク動画作成１４

カラーメイク講座考案３

カラーメイク講座考案４

メイク講座準備１

メイク講座準備２

メイク講座準備３

メイク講座準備４

メイク動画作成１７

メイク動画作成１８

カラーメイク講座考案５

カラーメイク講座考案６

メイク講座準備５

メイク講座準備６

メイク講座準備７

メイク講座準備８

メイク動画撮影・編集１

メイク動画撮影・編集２

メイク動画撮影・編集３

メイク動画撮影・編集４

メイク講座準備９

メイク講座準備１０

メイク講座準備１１

動画のシナリオ作成ができる

メイク講座のレッスンプラン１を作成することができる

メイク講座のレッスンプラン２を作成することができる

メイク講座のレッスンプラン３を作成することができる

メイク講座のレッスンプラン４を作成することができる

動画作成、編集１ができる

動画作成、編集２ができる

カラーメイク講座を考案することができる

カラーメイク講座のレッスンプランが作成することができる

考案したメイク講座を実践することができる

第49回の課題点の発見を行う

課題点の修整、改善を行う

レッスンプランを修正することができる

動画作成の編集を行い、課題点を発見する

動画の課題点の修整を行う

カラーメイク講座のレッスンプラン２を作成することができる

カラーメイク講座に必要な材料のピックアップできる

お出迎え～カウンセリング、サロンメニューの施術ができる（施術者）

メイクアドバイス～お見送りまでできる（施術者）

お出迎え～カウンセリング、サロンメニューの施術ができる（被施術者）

メイクアドバイス～お見送りまでできる（被施術者）

メイク動画撮影練習ができる（施術者）

メイク動画撮影練習ができる（被施術者）

考案したカラーメイク講座を実践することができる

カラーメイク講座の課題点の発見を行う

考案したメイク講座２を実践することができる

第65回の課題点の発見を行う

第66回の課題点の修整、改善を行う

メイク講座２のレッスンプランを修正することができる

メイク動画撮影の流れを把握する

メイク動画の撮影を実施する（前半）

メイク動画の撮影を実施する（後半）

撮影した動画の編集を行う

考案したメイク講座３を実践することができる

第73回の課題点の発見を行う

第74回の課題点の修整、改善を行う

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

オリジナルプリント

21.
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 ２０２５年度シラバス

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

2位 1位 40  秀（Ｓ）：100点～90点

なし  優（Ａ）： 89点～80点

なし  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 30  可（Ｄ）： 69点～60点

2位 1位 30  不可（Ｅ）:59点以下

なし

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

①成績判定試験

②確認テスト

シラバス作成者 福本真弓
シラバス承認

者
フルネームを記載

毛利美保・福本真弓

学校ＨＰ内の実務経験教員の紹介ページのリンクを記載

③課題レポート

④授業態度

➄作品

⑥プレゼンテーション

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 補修、追試の有無等

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 1学年

 授業形態  学期 後期  開講年月 9月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 4  時間数 120 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第1回 10月2日

第2回 10月2日

第3回 10月2日

第4回 10月2日

第5回 10月9日

第6回 10月9日

第7回 10月9日

第8回 10月9日

第9回 10月16日

第10回 10月16日

第11回 10月16日

第12回 10月16日

第13回 10月23日

第14回 10月23日

第15回 10月23日

第16回 10月23日

第17回 10月29日

第18回 10月29日

第19回 10月29日

第20回 10月29日

第21回 11月6日

第22回 11月6日

第23回 11月6日

第24回 11月6日

第25回 11月13日

第26回 11月13日

第27回 11月13日

第28回 11月13日

第29回 11月20日

第30回 11月20日

第31回 11月20日

第32回 11月20日

第33回 11月27日

第34回 11月27日

第35回 11月27日

第36回 11月27日

第37回 12月4日

第38回 12月4日

第39回 12月4日

第40回 12月4日

第41回 12月11日

第42回 12月11日

第43回 12月11日

第44回 12月11日

第45回 12月18日

第46回 12月18日

ネイルⅠ
ビューティスペシャリスト科

ネイリストコース

実習 民間検定

選択必修 ネイリスト技能検定2級

 教科書名
テクニカルシステム ベーシック第4版2025年3月発行
ネイリスト技能検定試験　筆記試験公式問題集

ネイル道具一式

 設備名・機器名 水道
公益財団法人日本ネイリスト検定試験センター
https://www.nail-kentei.or.jp/about/

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

ネイル技術のネイルケア、チップ＆ラップ、カラーリング、ネイルアートについて教授する
当該内容は現場での施術に役立つ

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

当該科目の教育課程における位置づけは学則上の卒業要件をであるとともに、将来卒業後に必要な知識・技術を習得する科目。
ネイリスト技能検定２級試験合格相当の知識を身に付ける。

受講条件 ﾋﾞｭｰﾃｨｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ科ネイリストコースに在籍していること

オリエンテーション 授業の内容、目標、評価について理解する ネイル道具一式

 関連前科目 ネイル基礎 ネイルⅤ、ネイルⅥ、ネイルⅦ、ネイルⅧ

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

ネイリスト技能検定2級対策１

ネイリスト技能検定2級対策２

ネイリスト技能検定2級対策３

ネイリスト技能検定2級対策４

ネイリスト技能検定2級対策５

ネイリスト技能検定2級対策６

ネイリスト技能検定2級対策７

ネイリスト技能検定2級対策８

ネイリスト技能検定2級対策９

ネイリスト技能検定2級対策１０

ネイリスト技能検定2級対策１１

ネイリスト技能検定2級対策１２

ネイリスト技能検定2級対策１３

ネイリスト技能検定2級対策１４

ネイリスト技能検定2級対策１５

ネイリスト技能検定2級対策１６

ネイリスト技能検定2級対策１７

ネイリスト技能検定2級対策１８

ネイリスト技能検定2級対策１９

ネイリスト技能検定2級対策２０

ネイリスト技能検定2級対策２１

ネイリスト技能検定2級対策２２

ネイリスト技能検定2級対策２３

ネイリスト技能検定2級対策２４

ネイリスト技能検定2級対策２５

ネイリスト技能検定2級対策２６

ネイリスト技能検定2級対策２７

ネイリスト技能検定2級対策２８

ネイリスト技能検定2級対策２９

ネイリスト技能検定2級対策３０

ネイリスト技能検定2級対策３１

ネイリスト技能検定2級対策３２

ネイリスト技能検定2級対策３３

ネイリスト技能検定2級対策３４

ネイリスト技能検定2級対策３５

ネイリスト技能検定2級対策３６

ネイリスト技能検定2級対策３７

ネイリスト技能検定2級対策３８

ネイリスト技能検定2級対策３９

ネイリスト技能検定2級対策４０

ネイリスト技能検定2級対策４１

ネイリスト技能検定2級対策４２

ネイリスト技能検定2級対策４３

ネイリスト技能検定2級対策４４

ネイリスト技能検定2級対策４５

ネイリスト技能検定2級試験の概要について理解する

2級試験課題ラウンドの手技、手順を理解する

2級試験課題ケアアートの手技、手順を理解する

2級試験課題チップ＆ラップの概要について理解する

2級試験課題チップ＆ラップの手技、手順を理解する

チップ＆ラップ施術ができる

ラウンドにファイリングすることができる

ラウンドにファイリングすることができる（両手）

両手10本のネイルケアができる

チップ＆ラップ施術ができる（第7回の課題点の改善）

チップ＆ラップの施術ができる（第11回の課題点の改善）

2級試験課題（前半）の施術ができる

2級試験課題（前半）の課題点が把握できる

2級試験課題（後半）施術ができる

2級試験課題（後半）の課題点の把握ができる

2級試験課題の練習（第14回、16回の課題点の改善）

2級試験課題アートについて理解する

2級試験課題アートの手技、手順について理解する

2級試験課題アートの施術ができる

2級試験課題前半の施術ができる（第17回の課題点の改善）

2級試験課題後半の施術ができる（第17回の課題点の改善）

2級試験課題アートの施術ができる（第20回の課題点の改善）

第23回の2級試験課題アートの課題点、改善点を発見することができる

2級試験課題前半の通し練習ができる１

2級試験課題前半の通し練習ができる２

2級試験課題後半の通し練習ができる１

2級試験課題後半の通し練習ができる２

2級試験課題前半の施術ができる（第25回の課題点の改善）

2級試験課題前半の施術ができる（第26回の課題点の改善）

2級試験課題アートが所定の時間内で施術することができる

第31回の課題点と改善点の発見ができる

2級試験課題前半の施術ができる（第30回の課題点の改善）

チップ＆ラップの施術ができる（施術者）

チップ＆ラップの施術ができる（被施術者）

2級試験課題後半の施術ができる（第28回の課題点の改善）

2級試験課題前半の施術ができる（第33回の課題点の改善）

2級試験課題前半の課題点と改善点の発見ができる（第37回）

2級試験課題後半の施術ができる（第36回の課題点の改善）

2級試験課題後半の課題点と改善点の発見ができる（第39回）

2級筆記試験の出題傾向を把握する

2級筆記試験問題を解くことができる

2級試験課題前半を所定の時間内で施術ができる

2級試験課題後半を所定の時間内に施術ができる

2級筆記試験練習問題を解くことができる

2級試験課題前半を所定の時間内に施術ができる（第４３回の改善）

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式
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4. 5. 6.

7. 8.

1 2.
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18.
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 ２０２５年度シラバス

第47回 12月18日

第48回 12月18日

第49回 1月15日

第50回 1月15日

第51回 1月15日

第52回 1月15日

第53回 1月22日

第54回 1月22日

第55回 1月22日

第56回 1月22日

第57回 1月29日

第58回 1月29日

第59回 1月29日

第60回 1月29日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

1位 2位 70  秀（Ｓ）：100点～90点

2位 2位 15  優（Ａ）： 89点～80点

なし  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 15  可（Ｄ）： 69点～60点

なし  不可（Ｅ）:59点以下

なし

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

成績判定試験２ 実技試験：チップ＆ラップ ネイル道具一式

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

出席率８０％以上及び
①成績判定試験：実技試験：ネイルケア・チップ＆ラップ・カラーリング・ネイルアート
②確認テスト　小テストの得点を合計し、全体の成績に反映する
④授業態度　提出物及び授業への出席状況を評価する
上記評価点数を下表の配分％で按分し総合点６０点以上を合格とする

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

①成績判定試験

②確認テスト

成績判定試験３ 実技試験：カラーリング ネイル道具一式

成績判定試験４ 実技試験：ネイルアート ネイル道具一式

シラバス作成者 福本真弓
シラバス承認

者
フルネームを記載

フルネームを記載

学校ＨＰ内の実務経験教員の紹介ページのリンクを記載

③課題レポート

④授業態度

➄作品

⑥プレゼンテーション

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 補修、追試の有無等

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

ネイリスト技能検定2級対策４６

ネイリスト技能検定2級対策４７

ネイリスト技能検定2級対策４８

ネイリスト技能検定2級対策４９

ネイリスト技能検定2級対策５０

ネイリスト技能検定2級対策５１

ネイリスト技能検定１級対策１

ネイリスト技能検定１級対策２

ネイリスト技能検定１級対策３

ネイリスト技能検定１級対策４

成績判定試験１

2級試験課題後半を所定の時間内に施術ができる（第４４回の改善）

第45，46，47回の課題点と改善点の発見ができる

模擬試験実施（２級筆記試験）

模擬試験実施（２級試験前半）

模擬試験実施（２級試験後半）

２級試験の課題点と改善点の発見ができる（第48，49．50回）

２級試験の振り返りができる

１級試験課題の概要を把握することができる

１級試験課題アクリルスカルプの手技、手順を理解する

アクリルスカルプの施術ができる

実技試験：ネイルケア

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

21.
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 1学年

 授業形態  学期 後期  開講年月 9月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 4  時間数 120 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

第31回

第32回

第33回

第34回

第35回

第36回

第37回

第38回

第39回

第40回

第41回

第42回

第43回

第44回

第45回

第46回

第47回

第48回

第49回

第50回

第51回

ネイルⅡ
ビューティスペシャリスト科

ネイリストコース

実習 民間検定

選択必修 ネイリスト技能検定１級

 教科書名
テクニカルシステム ベーシック第4版2025年3月発行
ネイリスト技能検定試験　筆記試験公式問題集

ネイル道具一式

 設備名・機器名 水道
公益財団法人日本ネイリスト検定試験センター
https://www.nail-kentei.or.jp/about/

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

スタイリング、チップの装着、ナチュラルスカルプ、チップオーバーレイの技術を教授する
当該内容は現場での施術に役立つ

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

当該科目の教育課程における位置づけは学則上の卒業要件をであるとともに、将来卒業後に必要な知識・技術を習得する科目。
ネイリスト技能検定１級試験合格相当の知識を身に付ける。

受講条件 ﾋﾞｭｰﾃｨｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ科ネイリストコースに在籍していること

オリエンテーション 授業の内容、目標、評価方法について理解する ネイル道具一式

ネイル技術応用１ ワンボールをとり、広げることができる ネイル道具一式

 関連前科目 ネイル基礎 ネイルⅤ、ネイルⅥ、ネイルⅦ、ネイルⅧ

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

ネイル技術応用４ ワンボールをとり、広げることができる（第４回の改善 ネイル道具一式

ネイル技術応用５ ワンボールをとり、広げることができる（第５回の改善） ネイル道具一式

ネイル技術応用２ ワンボールをとり、広げることができる（第２回の改善） ネイル道具一式

ネイル技術応用３ ワンボールをとり、広げることができる（第３回の改善） ネイル道具一式

ネイル技術応用８ ３ボールまでのアプリケーションができる ネイル道具一式

ネイル技術応用９ ３ボールまでのアプリケーションができる（第９回の改善） ネイル道具一式

ネイル技術応用６ ハンドにフォームを付けることができる ネイル道具一式

ネイル技術応用７ ハンドにフォームを付けることができる（第７回の改善） ネイル道具一式

ネイル技術応用１２ チップオーバーレイができる ネイル道具一式

ネイル技術応用１３ チップオーバーレイができる（第１３回の改善） ネイル道具一式

ネイル技術応用１０ ４ボールまでのアプリケーションができる（第１０回の改善） ネイル道具一式

ネイル技術応用１１ ４ボールまでのアプリケーションができる（第１１回の改善） ネイル道具一式

ネイル技術応用１６ 苦手箇所の改善ができる（第２～１６回の改善） ネイル道具一式

ネイル技術応用１７ 苦手箇所の改善ができる（第１７回の改善） ネイル道具一式

ネイル技術応用１４ チップオーバーレイができる（第１４回の改善） ネイル道具一式

ネイル技術応用１５ チップオーバーレイができる（第１５回の改善） ネイル道具一式

ネイル技術応用２０ ナチュラルスカルプ３本揃えることができる ネイル道具一式

ネイル技術応用２１ ナチュラルスカルプ３本揃えることができる（第２１回の改善） ネイル道具一式

ネイル技術応用１８ 苦手箇所の改善ができる（第１８回の改善） ネイル道具一式

ネイル技術応用１９ 苦手箇所の改善ができる（第１９回の改善） ネイル道具一式

ネイル技術応用２４ 人の手にフォームを装着することができる（施術者） ネイル道具一式

ネイル技術応用２５ 人の手にフォームを装着することができる（被施術者） ネイル道具一式

ネイル技術応用２２ ナチュラルスカルプ３本揃えることができる（第２２回の改善） ネイル道具一式

ネイル技術応用２３ ナチュラルスカルプ３本揃えることができる（第２３回の改善） ネイル道具一式

ネイル技術応用２８ ナチュラルスカルプ５本施術することができる ネイル道具一式

ネイル技術応用２９ ナチュラルスカルプ５本施術することができる（第２９回の改善） ネイル道具一式

ネイル技術応用２６ フォーム装着の課題点の発見ができる（施術者） ネイル道具一式

ネイル技術応用２７ フォーム装着の課題点の発見ができる（被施術者） ネイル道具一式

ネイル技術応用３２ ナチュラルスカルプ、チップオーバーレイの施術者ができる ネイル道具一式

ネイル技術応用３３ ナチュラルスカルプ、チップオーバーレイの施術者ができる（第３３回の改善） ネイル道具一式

ネイル技術応用３０ ナチュラルスカルプ５本施術することができる（第３０回の改善） ネイル道具一式

ネイル技術応用３１ ナチュラルスカルプ５本施術することができる（第３１回の改善） ネイル道具一式

ネイル技術応用３６ 各工程ごとのタイム計測ができる ネイル道具一式

ネイル技術応用３７ 各工程ごとのタイム計測ができる（第３７回の改善） ネイル道具一式

ネイル技術応用３４ ナチュラルスカルプ、チップオーバーレイの施術者ができる（第３４回の改善） ネイル道具一式

ネイル技術応用３５ ナチュラルスカルプ、チップオーバーレイの施術者ができる（第３５回の改善） ネイル道具一式

ネイル技術応用４０ 所定の時間内にナチュラルスカルプ３本、チップオーバーレイ２本が施術できる ネイル道具一式

ネイル技術応用４１
所定の時間内にナチュラルスカルプ３本、チップオーバーレイ２本が施術できる（第４１回の
改善

ネイル道具一式

ネイル技術応用３８ 各工程ごとのタイム計測ができる（第３８回の改善） ネイル道具一式

ネイル技術応用３９ 各工程ごとのタイム計測ができる（第３９回の改善） ネイル道具一式

ネイル技術応用４４ 各工程ごとの苦手箇所の改善ができる ネイル道具一式

ネイル技術応用４５ 各工程ごとの苦手箇所の改善ができる（第４５回の改善） ネイル道具一式

ネイル技術応用４２
所定の時間内にナチュラルスカルプ３本、チップオーバーレイ２本が施術できる（第４２回の
改善

ネイル道具一式

ネイル技術応用４３
所定の時間内にナチュラルスカルプ３本、チップオーバーレイ２本が施術できる（第４３回の
改善

ネイル道具一式

ネイル技術応用４８ 所定の時間内にナチュラルスカルプ５本、チップオーバーレイ２本が施術できる ネイル道具一式

ネイル技術応用４９
所定の時間内にナチュラルスカルプ５本、チップオーバーレイ２本が施術できる（第４９回の
改善）

ネイル道具一式

ネイル技術応用４６ 各工程ごとの苦手箇所の改善ができる（第４６回の改善） ネイル道具一式

ネイル技術応用４７ 各工程ごとの苦手箇所の改善ができる（第４７回の改善） ネイル道具一式

ネイル技術応用５０
所定の時間内にナチュラルスカルプ５本、チップオーバーレイ２本が施術できる（第５０回の
改善）

ネイル道具一式

3.

4. 5. 6.

7. 8.
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 ２０２５年度シラバス

第52回

第53回

第54回

第55回

第56回

第57回

第58回

第59回

第60回

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

1位 2位 70  秀（Ｓ）：100点～90点

2位 2位 15  優（Ａ）： 89点～80点

なし  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 15  可（Ｄ）： 69点～60点

なし  不可（Ｅ）:59点以下

なし

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

ネイル技術応用５２
所定の時間内にナチュラルスカルプ５本、チップオーバーレイ２本が施術できる（第５２回の
改善）

ネイル道具一式

ネイル技術応用５３
所定の時間内にナチュラルスカルプ５本、チップオーバーレイ２本が施術できる（第５３回の
改善）

ネイル道具一式

ネイル技術応用５１
所定の時間内にナチュラルスカルプ５本、チップオーバーレイ２本が施術できる（第５１回の
改善）

ネイル道具一式

ネイル技術応用５６ 技術の見直し、苦手箇所の改善ができる（前半） ネイル道具一式

ネイル技術応用５７ 技術の見直し、苦手箇所の改善ができる（後半） ネイル道具一式

ネイル技術応用５４
所定の時間内にナチュラルスカルプ５本、チップオーバーレイ２本が施術できる（第５４回の
改善）

ネイル道具一式

ネイル技術応用５５
所定の時間内にナチュラルスカルプ５本、チップオーバーレイ２本が施術できる（第５５回の
改善）

ネイル道具一式

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

出席率８０％以上及び
①成績判定試験：実技試験：ナチュラルスカルプ、チップオーバーレイ
②確認テスト　小テストの得点を合計し、全体の成績に反映する
④授業態度　提出物及び授業への出席状況を評価する
上記評価点数を下表の配分％で按分し総合点６０点以上を合格とする

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

①成績判定試験

②確認テスト

成績判定試験３ ナチュラルスカルプ、チップオーバーレイの施術できる ネイル道具一式

成績判定試験４ ナチュラルスカルプ、チップオーバーレイの施術できる ネイル道具一式

シラバス作成者 フルネームを記載
シラバス承認

者
フルネームを記載

フルネームを記載

学校ＨＰ内の実務経験教員の紹介ページのリンクを記載

③課題レポート

④授業態度

➄作品

⑥プレゼンテーション

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 補修、追試の有無等

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

21.
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 1学年

 授業形態  学期 後期  開講年月 9月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 4  時間数 60 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回

第１０回

第１１回

第１２回

第１３回

第１４回

第１５回

第１６回

第１７回

第１８回

第１９回

第２０回

第２１回

第２２回

第２３回

第２４回

第２５回

第２６回

第２７回

第２８回

第２９回

第３０回

ネイルⅢ
ビューティスペシャリスト科

ネイリストコース

実習 民間検定

選択必修 ジェルネイル検定初級

 教科書名 JNAテクニカルシステム ジェルネイル ネイル道具一式

 設備名・機器名 ジェルランプ用コンセント
日本ネイリスト協会ホームページ
https://www.nail.or.jp/

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

ネイル技術のジェルオフ、ジェルカラーリング、ジェルアートの手技、手順を教授する
当該内容は現場での施術に役立つ

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

当該科目の教育課程における位置づけは学則上の卒業要件をであるとともに、将来卒業後に必要な知識・技術を習得する科目。
ジェルネイル検定初級合格相当の知識を身に付ける。

受講条件 ﾋﾞｭｰﾃｨｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ科ネイリストコースに在籍していること

オリエンテーション 授業の内容、目標、授業評価について理解する
JNAテクニカルシステム ジェル
ネイル/ネイル道具一式

ジェルネイル技術１５ ジェル初級課題を一連の流れで施術ができる（被施術者）
JNAテクニカルシステム ジェル
ネイル/ネイル道具一式

 関連前科目 ネイル基礎 ネイルⅤ、ネイルⅥ、ネイルⅦ、ネイルⅧ

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

ジェルネイル技術１

ジェルネイル技術２

ジェルネイル技術３

ジェルネイル技術４

ジェルネイル技術５

ジェルネイル技術６

ジェルネイル技術７

ジェルネイル技術８

ジェルネイル技術９

ジェルネイル技術１０

ジェルネイル技術１１

ジェルネイル技術１８ ジェル初級課題を所定時間内に施術することができる（施術者）
JNAテクニカルシステム ジェル
ネイル/ネイル道具一式

ジェルネイル技術１９ ジェル初級課題を所定の時間内に施術することができる（被施術者）
JNAテクニカルシステム ジェル
ネイル/ネイル道具一式

ジェルネイル技術１６ ジェル初級課題の改善点の発見ができる
JNAテクニカルシステム ジェル
ネイル/ネイル道具一式

ジェルネイル技術１７ ジェル初級課題の改善ができる
JNAテクニカルシステム ジェル
ネイル/ネイル道具一式

ジェルネイル技術２２ ジェル初級課題とサンディングアリのジェルオフができる（施術者）
JNAテクニカルシステム ジェル
ネイル/ネイル道具一式

ジェルネイル技術２３ ジェル初級課題とサンディングアリのジェルオフができる（被施術者）
JNAテクニカルシステム ジェル
ネイル/ネイル道具一式

ジェルネイル技術２０ ジェル初級課題の施術ができる（第19回の改善）
JNAテクニカルシステム ジェル
ネイル/ネイル道具一式

ジェルネイル技術２１ ジェル初級課題の施術ができる（第20回の改善）
JNAテクニカルシステム ジェル
ネイル/ネイル道具一式

ジェルネイル技術２６ ジェル初級課題の模擬試験実施（施術者）
JNAテクニカルシステム ジェル
ネイル/ネイル道具一式

ジェルネイル技術２７ ジェル初級課題の模擬試験実施（被施術者）
JNAテクニカルシステム ジェル
ネイル/ネイル道具一式

ジェルネイル技術２４ ジェル初級課題とサンディングアリのジェルオフができる（施術者）第23回の改善
JNAテクニカルシステム ジェル
ネイル/ネイル道具一式

ジェルネイル技術２５ ジェル初級課題とサンディングアリのジェルオフができる（被施術者）第24回の改善
JNAテクニカルシステム ジェル
ネイル/ネイル道具一式

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

ジェルネイル技術２８ 成績判定試験：ジェルオフ、ジェルカラーリング、ジェルアート
JNAテクニカルシステム ジェル
ネイル/ネイル道具一式

ジェルネイル技術２９ 成績判定試験：ジェルオフ、ジェルカラーリング、ジェルアート
JNAテクニカルシステム ジェル
ネイル/ネイル道具一式

ジェルネイル技術１２

ジェルネイル技術１３

ジェルネイル技術１４

フローターについて理解し、自爪５本に施術することができる

フラットアート１の手技、手順を理解する

フラットアート１の施術ができる

ジェル初級の試験内容について理解する

片手５本カラージェルの手順、ジェルオフの手順について理解する

フラットアート２の手技、手順を理解する

フラットアート２の施術ができる

ピーコックの手技、手順を理解する

ピーコックの施術ができる

エンボス、３Dアートの手技、手順を理解する

エンボス、３Dアートの施術ができる

ジェルの工程について理解する

片手5本にカラージェルが施術できる

ジェル初級課題を一連の流れで施術ができる（施術者）

JNAテクニカルシステム ジェル
ネイル/ネイル道具一式

JNAテクニカルシステム ジェル
ネイル/ネイル道具一式

JNAテクニカルシステム ジェル
ネイル/ネイル道具一式

JNAテクニカルシステム ジェル
ネイル/ネイル道具一式

JNAテクニカルシステム ジェル
ネイル/ネイル道具一式

JNAテクニカルシステム ジェル
ネイル/ネイル道具一式

JNAテクニカルシステム ジェル
ネイル/ネイル道具一式

JNAテクニカルシステム ジェル
ネイル/ネイル道具一式

JNAテクニカルシステム ジェル
ネイル/ネイル道具一式

JNAテクニカルシステム ジェル
ネイル/ネイル道具一式

JNAテクニカルシステム ジェル
ネイル/ネイル道具一式

JNAテクニカルシステム ジェル
ネイル/ネイル道具一式

JNAテクニカルシステム ジェル
ネイル/ネイル道具一式

JNAテクニカルシステム ジェル
ネイル/ネイル道具一式
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 ２０２５年度シラバス

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

1位 2位 70  秀（Ｓ）：100点～90点

2位 2位 15  優（Ａ）： 89点～80点

なし  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 15  可（Ｄ）： 69点～60点

なし  不可（Ｅ）:59点以下

なし

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

出席率８０％以上及び
①成績判定試験：実技試験：ジェルオフ、ジェルカラーリング、ジェルアート
②確認テスト　小テストの得点を合計し、全体の成績に反映する
④授業態度　提出物及び授業への出席状況を評価する
上記評価点数を下表の配分％で按分し総合点６０点以上を合格とする

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

①成績判定試験

②確認テスト

シラバス作成者 福本真弓
シラバス承認

者
フルネームを記載

フルネームを記載

学校ＨＰ内の実務経験教員の紹介ページのリンクを記載

③課題レポート

④授業態度

➄作品

⑥プレゼンテーション

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 補修、追試の有無等

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 1学年

 授業形態  学期 後期  開講年月 9月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 4  時間数 60 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回

第１０回

第１１回

第１２回

第１３回

第１４回

第１５回

第１６回

第１７回

第１８回

第１９回

第２０回

第２１回

第２２回

第２３回

第２４回

第２５回

第２６回

第２７回

第２８回

第２９回

第３０回

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

ネイル技術のネイルケア、チップ＆ラップ、カラーリング、ネイルアート、ジェルネイルについて教授する
当該内容は現場での施術に役立つ

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

当該科目の教育課程における位置づけは学則上の卒業要件をであるとともに、将来卒業後に必要な知識・技術を習得する科目。
ネイリスト技能検定２級試験・ジェルネイル初級試験合格相当の知識を身に付ける。

受講条件 ﾋﾞｭｰﾃｨｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ科ネイリストコースに在籍していること

ネイルⅣ
ビューティスペシャリスト科

ネイリストコース

実習 民間検定

選択必修 ジェルネイル初級/ネイリスト技能検定２級

 関連前科目 ネイル基礎 ネイルⅤ、ネイルⅥ、ネイルⅦ、ネイルⅧ

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

 教科書名
テクニカルシステム ベーシック第4版2025年3月発行
JNAテクニカルシステム ジェルネイル

ネイル道具一式

 設備名・機器名 水道
公益財団法人日本ネイリスト検定試験センター
https://www.nail-kentei.or.jp/about/

検定対策２ カラージェル塗布の手技、手順を理解する ネイル道具一式

検定対策３ カラージェル塗布を片手５本に施術ができる ネイル道具一式

オリエンテーション 授業の内容、目標、評価表方法について理解する ネイル道具一式

検定対策１ ネイルケアが施術できる ネイル道具一式

検定対策６ ネイルケア、プッシュアップの施術ができる（第６回の改善） ネイル道具一式

検定対策７ ネイルケア、プッシュアップの施術ができる（第７回の改善） ネイル道具一式

検定対策４ ネイルケア、プッシュアップの施術ができる ネイル道具一式

検定対策５ ネイルケア、プッシュアップの施術ができる（第５回の改善） ネイル道具一式

検定対策１０ ネイルケアの施術ができる（施術者） ネイル道具一式

検定対策１１ ネイルケアの施術ができる（被施術者） ネイル道具一式

検定対策８ ネイルケア、ラウンド～ニッパーの施術ができる ネイル道具一式

検定対策９ ネイルケア、ラウンド～ニッパー、ウッドスティック削りができる ネイル道具一式

検定対策１４ ジェルネイル初級のテーブルセッティングを理解する ネイル道具一式

検定対策１５ ジェルネイル理論を理解する ネイル道具一式

検定対策１２ ネイルケア、カラーリングの手技、手順を理解する ネイル道具一式

検定対策１３ ネイルケア、カラーリングの施術者ができる ネイル道具一式

検定対策１８ ネイルケアの施術ができる（第１７回の改善） ネイル道具一式

検定対策１９ 第１９回のネイルケアの課題点の発見ができる ネイル道具一式

検定対策１６ ネイルケアが所定の時間内に施術することができる ネイル道具一式

検定対策１７ カラーリングの施術ができる（第１４回の改善） ネイル道具一式

検定対策２２ 技術確認テスト実施（ネイルケア、カラーリング）前半 ネイル道具一式

検定対策２３ 技術確認テスト実施（ネイルケア、カラーリング）後半 ネイル道具一式

検定対策２０ ネイルケア、カラーリングの模擬試験実施（前半） ネイル道具一式

検定対策２１ ネイルケア、カラーリングの模擬試験実施（後半） ネイル道具一式

検定対策２６ ジェルネイル校内テスト対策（ジェル初級試験課題１）（第２５回の改善） ネイル道具一式

検定対策２７ ジェルネイル校内テスト対策（ジェル初級試験課題２）（第２６回の改善） ネイル道具一式

検定対策２４ ジェルネイル校内テスト対策（ジェル初級試験課題１） ネイル道具一式

検定対策２５ ジェルネイル校内テスト対策（ジェル初級試験課題２） ネイル道具一式

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

出席率８０％以上及び
①成績判定試験：実技試験：ネイルケア、カラーリング
②確認テスト　小テストの得点を合計し、全体の成績に反映する
④授業態度　提出物及び授業への出席状況を評価する
上記評価点数を下表の配分％で按分し総合点６０点以上を合格とする

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

成績判定試験１ ジェルネイル初級校内テスト実施 ネイル道具一式

成績判定試験２ ジェルネイル初級校内テスト実施 ネイル道具一式
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 ２０２５年度シラバス

1位 2位 70  秀（Ｓ）：100点～90点

2位 2位 15  優（Ａ）： 89点～80点

なし  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 15  可（Ｄ）： 69点～60点

なし  不可（Ｅ）:59点以下

なし

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

①成績判定試験

②確認テスト

シラバス作成者 フルネームを記載
シラバス承認

者
フルネームを記載

フルネームを記載

学校ＨＰ内の実務経験教員の紹介ページのリンクを記載

③課題レポート

④授業態度

➄作品

⑥プレゼンテーション

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 補修、追試の有無等

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)
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 ２０２５年度シラバス

「YIC京都シラバス様式及び記載項目/相互確認項目」
様式第一版：2024.7.16_YIC京都_校長

科目名  学科名
(コース名)

 学年 2学年

 授業形態  学期 前期  開講年月 4月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 4  時間数 120 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第１回 4月16日

第２回 4月16日

第３回 4月16日

第４回 4月16日

第５回 4月23日

第６回 4月23日

第７回 4月23日

第８回 4月23日

第９回 5月7日

第１０回 5月7日

第１１回 5月7日

第１２回 5月7日

第１３回 5月14日

第１４回 5月14日

第１５回 5月14日

第１６回 5月14日

第１７回 5月21日

第１８回 5月21日

第１９回 5月21日

第２０回 5月21日

第２１回 5月28日

第２２回 5月28日

第２３回 5月28日

第２４回 5月28日

第２５回 6月4日

第２６回 6月4日

第２７回 6月4日

第２８回 6月4日

第２９回 6月11日

第３０回 6月11日

第３１回 6月11日

第３２回 6月11日

第３３回 6月18日

第３４回 6月18日

第３５回 6月18日

第３６回 6月18日

第３７回 6月25日

第３８回 6月25日

第３９回 6月25日

第４０回 6月25日

第４１回 7月2日

第４２回 7月2日

第４３回 7月2日

第４４回 7月2日

第４５回 7月9日

第４６回 7月9日

第４７回 7月9日

第４８回 7月9日

第４９回 7月14日
（月）

第５０回 7月14日
（月）

第５１回 7月14日
（月）

第５２回 7月14日
（月）

第５３回 7月16日

第５４回 7月16日

第５５回 7月16日

第５６回 7月16日

第５７回 7月23日

第５８回 7月23日

第５９回 7月23日

第６０回 7月23日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

2位 １位 30  秀（Ｓ）：100点～90点

2位 1位 20  優（Ａ）： 89点～80点

なし  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 20  可（Ｄ）： 69点～60点

2位 1位 30  不可（Ｅ）:59点以下

なし

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

ネイルⅤ
ビューティスペシャリスト科

（ネイリストコース）

実習 民間検定

選択必修
JNAフットケア理論検定

JNAジェルネイル技能検定試験中級

 教科書名 JNAテクニカルシステム～フットケア～ ネイル道具一式

 設備名・機器名 フットバス
JNAフットケア理論検定試験
https://www.nail.or.jp/kentei/f_kentei.html

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

フットケアの知識・技術、ジェルネイルの知識、技術を教授する
当該内容はサロンワーク、お客様への施術の際に役立つ

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

当該授業の教育課程における位置付けは学則上の卒業要件であるとともに、将来卒業後に必要な知識、技術として位置づける。
JNAフットケア理論検定試験合格相当の知識、技術を身に付ける
JNAジェルネイル技能検定試験中級相当の知識、技術を身に付ける
全日本ネイリスト選手権に出場する

受講条件 ネイルⅠ、ネイルⅡ、ネイルⅢ、ネイルⅣ履修済み

オリエンテーション 授業の目標、目的、評価方法について理解する
ネイル道具一式
JNAテクニカルシステム～フット
ケア～

検定対策１ 検定試験課題を所定時間内に施術することができる
ネイル道具一式
JNAテクニカルシステム～フット
ケア～

 関連前科目 ネイルⅠ、ネイルⅡ、ネイルⅢ、ネイルⅣ ネイル総合

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

フットケア理論１ フットケアの意義、フットケア概論について理解する
ネイル道具一式
JNAテクニカルシステム～フット
ケア～

ネイルケアアドバンス１ フットケアの手技、手順を理解する
ネイル道具一式
JNAテクニカルシステム～フット
ケア～

検定対策２ 試験課題の課題点、改善点の発見ができる
ネイル道具一式
JNAテクニカルシステム～フット
ケア～

検定対策３ 課題点の修正、改善ができる
ネイル道具一式
JNAテクニカルシステム～フット
ケア～

フットケア理論２ 足の名称、足のトラブルについて覚える
ネイル道具一式
JNAテクニカルシステム～フット
ケア～

ハンドケア１ ネイルケア（ハンド）の一連の流れが施術できる
ネイル道具一式
JNAテクニカルシステム～フット
ケア～

ジェルアート１ ジェルフレンチカラーリングができる（施術者）
ネイル道具一式
JNAテクニカルシステム～フット
ケア～

ジェルアート２ ジェルフレンチカラーリングができる（被施術者）
ネイル道具一式
JNAテクニカルシステム～フット
ケア～

フットケア理論３ 爪の皮膚や病気とトラブルについて理解する
ネイル道具一式
JNAテクニカルシステム～フット
ケア～

ネイルケアアドバンス２ フットケアの一連の流れで施術ができる
ネイル道具一式
JNAテクニカルシステム～フット
ケア～

フットケア１ フットのポリッシュカラーリングができる（施術者）
ネイル道具一式
JNAテクニカルシステム～フット
ケア～

フットケア２ フットのポリッシュカラーリングができる（被施術者）
ネイル道具一式
JNAテクニカルシステム～フット
ケア～

フットケア理論４ フットトリートメント理論について理解する
ネイル道具一式
JNAテクニカルシステム～フット
ケア～

ハンドケア２ 所定の時間内にネイルケア（ハンド）ができる
ネイル道具一式
JNAテクニカルシステム～フット
ケア～

ジェルアート３ ジェルグラデーションカラーリングができる（施術者）
ネイル道具一式
JNAテクニカルシステム～フット
ケア～

ジェルアート４ ジェルグラデーションカラーリングができる（被施術者）
ネイル道具一式
JNAテクニカルシステム～フット
ケア～

フットケア理論５ 衛生管理と消毒法について理解する
ネイル道具一式
JNAテクニカルシステム～フット
ケア～

ネイルケアアドバンス３ 所定の時間内にフットケアができる
ネイル道具一式
JNAテクニカルシステム～フット
ケア～

フットケアカラー１ フットのポリッシュカラーリングができる（施術者）
ネイル道具一式
JNAテクニカルシステム～フット
ケア～

フットケアカラー２ フットのポリッシュカラーリングができる（被施術者）
ネイル道具一式
JNAテクニカルシステム～フット
ケア～

フットケアカラー３ フットケア及びポリッシュカラーリングができる（施術者）
ネイル道具一式
JNAテクニカルシステム～フット
ケア～

フットケアカラー４ フットケア及びポリッシュカラーリングができる（被施術者）
ネイル道具一式
JNAテクニカルシステム～フット
ケア～

ジェルアート５ ジェルイクステンションができる（施術者）
ネイル道具一式
JNAテクニカルシステム～フット
ケア～

ジェルアート６ ジェルイクステンションができる（被施術者）
ネイル道具一式
JNAテクニカルシステム～フット
ケア～

フットケアカラー５ フットケア及びジェルカラーリングができる（施術者）
ネイル道具一式
JNAテクニカルシステム～フット
ケア～

フットケアカラー６ フットケア及びジェルカラーリングができる（被施術者）
ネイル道具一式
JNAテクニカルシステム～フット
ケア～

角質ケア１ 角質ケアの手技、手順を理解する
ネイル道具一式
JNAテクニカルシステム～フット
ケア～

角質ケア２ 角質ケアができる
ネイル道具一式
JNAテクニカルシステム～フット
ケア～

フットケアカラー７ 所定の時間内にフットケア及びカラーリングができる（施術者）
ネイル道具一式
JNAテクニカルシステム～フット
ケア～

フットケアカラー８ 所定の時間内にフットケア及びカラーリングができる（被施術者）
ネイル道具一式
JNAテクニカルシステム～フット
ケア～

角質ケア３ 角質除去ができる（施術者）
ネイル道具一式
JNAテクニカルシステム～フット
ケア～

角質ケア４ 角質除去ができる（被施術者）
ネイル道具一式
JNAテクニカルシステム～フット
ケア～

JNAフットケア理論検定試験１ フットケアの理論について理解する（前半）
ネイル道具一式
JNAテクニカルシステム～フット
ケア～

JNAフットケア理論検定試験２ フットケアの理論について理解する（後半）
ネイル道具一式
JNAテクニカルシステム～フット
ケア～

角質ケア５
小テスト実施
目標：所定の時間内に角質除去ができる（施術者）

ネイル道具一式
JNAテクニカルシステム～フット
ケア～

角質ケア６
小テスト実施
目標：所定の時間内に角質除去ができる（被施術者）

ネイル道具一式
JNAテクニカルシステム～フット
ケア～

ジェルネイル検定中級対策１ 試験課題ジェルフレンチカラーリングの手技、手順を理解する ネイル道具一式

ジェルネイル検定中級対策２ 試験課題ジェルフレンチカラーリングの施術ができる ネイル道具一式

JNAフットケア理論検定試験３ 筆記試験準備
ネイル道具一式
JNAテクニカルシステム～フット
ケア～

JNAフットケア理論検定試験４ 筆記試験３０分　マークシート
ネイル道具一式
JNAテクニカルシステム～フット
ケア～

ジェルネイル検定中級対策５ 試験課題ジェルグラデーションの手技、手順を理解する ネイル道具一式

ジェルネイル検定中級対策６ 試験課題ジェルグラデーションの施術ができる ネイル道具一式

ジェルネイル検定中級対策３ ジェルオフの手技、手順を理解する ネイル道具一式

ジェルネイル検定中級対策４ ジェルオフの施術ができる ネイル道具一式

コンテスト１
全日本ネイリスト選手権出場
コンテスト準備及びセッティングができる

ネイル道具一式

コンテスト２
全日本ネイリスト選手権出場
コンテスト課題作成：ナチュラルスカルプチュアができる（前半）

ネイル道具一式

ジェルネイル検定中級対策７ 試験課題ジェルイクステンションの手技、手順を理解する ネイル道具一式

ジェルネイル検定中級対策８ 試験課題ジェルイクステンションの施術ができる ネイル道具一式

ジェルネイル検定中級対策９ ジェルネイル中級試験課題１を所定時間内に施術することができる ネイル道具一式

ジェルネイル検定中級対策１０ ジェルネイル中級試験課題２を所定時間内に施術することができる ネイル道具一式

コンテスト３ コンテスト課題作成：ナチュラルスカルプチュアができる（後半） ネイル道具一式

コンテスト４
全日本ネイリスト選手権
作品評価、結果確認ができる

ネイル道具一式

ジェルネイル検定中級試験１ 模擬試験１
目標：ジェルネイル検定中級課題１合格相当の施術ができる

ネイル道具一式

ジェルネイル検定中級試験２ 模擬試験２
目標：ジェルネイル検定中級課題２合格相当の施術ができる

ネイル道具一式

ジェルネイル検定中級対策１１ 試験課題の課題点、改善点の発見ができる ネイル道具一式

ジェルネイル検定中級対策１２ 課題点の修正、改善ができる ネイル道具一式

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

出席率８０％以上及び
成績判定試験：実技試験　ジェルネイル検定中級試験課題　７５分
確認テスト：小テストの得点を合計し、全体の成績に反映する
授業態度：提出物、持参物及び授業への出席状況を評価する
作品：所定課題作品を成績に反映する
上記評価点数を下表の配分％で按分し総合点６０点以上を合格とする

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

①成績判定試験

②確認テスト

ジェルネイル検定中級試験３ 成績判定試験
目標：ジェルネイル検定中級課題１合格相当の施術ができる

ネイル道具一式

ジェルネイル検定中級試験４ 成績判定試験
目標：ジェルネイル検定中級課題２合格相当の施術ができる

ネイル道具一式

シラバス作成
者

福本真弓
シラバス承認

者
フルネームを記載

平塚美千子

学校ＨＰ内の実務経験教員の紹介ページのリンクを記載

③課題レポート

④授業態度

➄作品

⑥プレゼンテーション

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 再試験１回

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

3.

4. 5. 6.

7. 8.

1 2.

9. 10.

11.

12.

13.

14. 15.

16. 17.

18. 19.

20.

21.
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 2学年

 授業形態  学期 前期  開講年月 4月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 4  時間数 120 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第１回 4月17日

第２回 4月17日

第３回 4月17日

第４回 4月17日

第５回 4月24日

第６回 4月24日

第７回 4月24日

第８回 4月24日

第９回 5月8日

第１０回 5月8日

第１１回 5月8日

第１２回 5月8日

第１３回 5月15日

第１４回 5月15日

第１５回 5月15日

第１６回 5月15日

第１７回 5月22日

第１８回 5月22日

第１９回 5月22日

第２０回 5月22日

第２１回 5月29日

第２２回 5月29日

第２３回 5月29日

第２４回 5月29日

第２５回 6月5日

第２６回 6月5日

第２７回 6月5日

第２８回 6月5日

第２９回 6月12日

第３０回 6月12日

第３１回 6月12日

第３２回 6月12日

第３３回 6月19日

第３４回 6月19日

第３５回 6月19日

第３６回 6月19日

ネイルⅥ
ビューティスペシャリスト科

（ネイリストコース）

実習 民間検定

選択必修 ネイリスト技能検定1級

 教科書名
JNAテクニカルシステムベーシック
ネイリスト技能検定公式問題集

ネイル道具一式

 設備名・機器名 該当なし
日本ネイリスト協会
https://www.nail.or.jp/

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

アクリル用材を用いたネイルアート、コンテストスタイルを教授する
当該内容はサロンワーク、お客様への施術の際に役立つ

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

当該授業の教育課程における位置付けは学則上の卒業要件であるとともに、将来卒業後に必要な知識、技術として位置づける。
ネイリスト技能検定1級合格相当の知識、技術を身に付ける
全日本ネイリスト選手権オンライン地区大会に出場する

受講条件 ネイルⅠ、ネイルⅡ、ネイルⅢ、ネイルⅣ履修済み

オリエンテーション 授業の目標、目的、評価方法について理解する ネイル道具一式

アクリルアドバンス１ アクリル用材を使用し、造形的な人工爪をつくることができる ネイル道具一式

 関連前科目 ネイルⅠ、ネイルⅡ、ネイルⅢ、ネイルⅣ ネイル総合

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

アクリルアドバンス３ アクリル用材を使用し、３Dアート作品を作ることができる ネイル道具一式

アクリルアドバンス４ アクリル用材を使用し、フラットアートが作成できる ネイル道具一式

アクリルアドバンス２ チップの装着、ミクスチュアで人工爪を作ることができる ネイル道具一式

ネイルマシン１ ネイルマシンの使用方法を理解する ネイル道具一式

アクリルアドバンス５ アクリル用材を使用し、３Dアート＋フラットアートが作成できる ネイル道具一式

アクリルアドバンス６ アクリル用材を使用し、３Dアート＋フラットアート＋エンボスが作成することができる ネイル道具一式

ネイルマシン２ ネイルマシンを用いて、爪の形を整えることができる ネイル道具一式

ネイルマシン３ ネイルマシンを用いて、甘皮処理ができる ネイル道具一式

アクリルアドバンス７ アクリル用材を用いて造形的な人口爪を作成し、チップ装着することができる ネイル道具一式

アクリルアドバンス８ アクリル用材を用いて3Dアート＋フラットアート＋エンボスが作成できる ネイル道具一式

ネイルマシン４ ネイルマシンを用いてジェルオフの手技、手順を理解する ネイル道具一式

ネイルマシン５ ネイルマシンを用いてジェルオフができる ネイル道具一式

地区大会コンテスト対策１ オンライン地区大会の要項を理解する ネイル道具一式

地区大会コンテスト対策２ トレーニングハンドにチップ到着し、スクエアオフに仕上げることができる ネイル道具一式

ネイルマシン６ ネイルマシンを用いて角質除去ができる（施術者） ネイル道具一式

ネイルマシン７ ネイルマシンを用いて角質除去ができる（被施術者） ネイル道具一式

地区大会コンテスト対策５
前回の課題点をもとにトレーニングハンドをを用いてナチュラルスカルプチュアを施すことが
できる

ネイル道具一式

地区大会コンテスト対策６
前回の課題点をもとにトレーニングハンドをを用いてナチュラルスカルプチュアを完成させる
ことができる

ネイル道具一式

地区大会コンテスト対策３ フリーエッジの長さをバランスよく仕上げることができる ネイル道具一式

地区大会コンテスト対策４ 課題点の発見、修正することができる ネイル道具一式

地区大会コンテスト対策９
第21回、第22回の課題点をもとにトレーニングハンドを用いてナチュラルスカルプチュアを施
すことができる

ネイル道具一式

地区大会コンテスト対策１０
第21回、第22回の課題点をもとにトレーニングハンドを用いてナチュラルスカルプチュアを完
成させることができる

ネイル道具一式

地区大会コンテスト対策７ 今回の作品の課題点、改善点を発見することができる ネイル道具一式

地区大会コンテスト対策８ 今回の課題点の修整ができる ネイル道具一式

地区大会コンテスト対策１３
コンテスト通し①
コンテスト準備、セッティングができる

ネイル道具一式

地区大会コンテスト対策１４
コンテスト通し①
トレーニングハンドにナチュラルスカルプチュアを施すことができる

ネイル道具一式

地区大会コンテスト対策１１ 第25回、第26回の課題点、改善点の発見ができる ネイル道具一式

地区大会コンテスト対策１２ 第25回、第26回の作品修整ができる ネイル道具一式

地区大会コンテスト対策１７
コンテスト通し➁
コンテスト準備、セッティングができる

ネイル道具一式

地区大会コンテスト対策１８
コンテスト通し➁
トレーニングハンドにナチュラルスカルプチュアを施すことができる

ネイル道具一式

地区大会コンテスト対策１５
コンテスト通し①
所定の時間内にナチュラルスカルプチュアを完成させることができる

ネイル道具一式

地区大会コンテスト対策１６
コンテスト通し①
写真撮影、画像アップロード練習ができる

ネイル道具一式

地区大会コンテスト対策１９
コンテスト通し➁
所定の時間内にナチュラルスカルプチュアを完成させることができる

ネイル道具一式

地区大会コンテスト対策２０
コンテスト通し➁
写真撮影、画像アップロード練習ができる

ネイル道具一式
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 ２０２５年度シラバス

第３７回
6月21日
（土）

第３８回
6月21日
（土）

第３９回
6月21日
（土）

第４０回
6月21日
（土）

第４１回 6月26日

第４２回 6月26日

第４３回 6月26日

第４４回 6月26日

第４５回 7月3日

第４６回 7月3日

第４７回 7月3日

第４８回 7月3日

第４９回 7月10日

第５０回 7月10日

第５１回 7月10日

第５２回 7月10日

第５３回 7月17日

第５４回 7月17日

第５５回 7月17日

第５６回 7月17日

第５７回
7月25日
（金）

第５８回
7月25日
（金）

第５９回
7月25日
（金）

第６０回
7月25日
（金）

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

2位 １位 30  秀（Ｓ）：100点～90点

2位 1位 20  優（Ａ）： 89点～80点

なし  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 20  可（Ｄ）： 69点～60点

2位 1位 30  不可（Ｅ）:59点以下

なし

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

コンテスト１
オンライン地区大会出場
コンテスト準備、セッティングができる

ネイル道具一式

コンテスト２
オンライン地区大会出場
競技開始、ナチュラルスカルプチュアを施すことができる

ネイル道具一式

全日本ネイリスト選手権
コンテスト対策１

全日本ネイリスト選手権通し①
準備、セッティングができる

ネイル道具一式

全日本ネイリスト選手権
コンテスト対策２

全日本ネイリスト選手権通し①
ナチュラルスカルプチュアを施すことができる

ネイル道具一式

コンテスト３
オンライン地区大会出場
ナチュラルスカルプチュアを完成させることができる

ネイル道具一式

コンテスト４
オンライン地区大会出場
画像をアップロードする。結果を確認する

ネイル道具一式

全日本ネイリスト選手権
コンテスト対策５

全日本ネイリスト選手権通し➁
準備、セッティングができる

ネイル道具一式

全日本ネイリスト選手権
コンテスト対策６

全日本ネイリスト選手権通し➁
ナチュラルスカルプチュアを施すことができる

ネイル道具一式

全日本ネイリスト選手権
コンテスト対策３

全日本ネイリスト選手権通し①
ナチュラルスカルプチュアを完成させることができる

ネイル道具一式

全日本ネイリスト選手権
コンテスト対策４

全日本ネイリスト選手権通し①の課題点、改善点の発見を行う ネイル道具一式

全日本ネイリスト選手権
コンテスト対策９

全日本ネイリスト選手権通し③
準備、セッティングができる

ネイル道具一式

全日本ネイリスト選手権
コンテスト対策１０

全日本ネイリスト選手権通し③
ナチュラルスカルプチュアを施すことができる

ネイル道具一式

全日本ネイリスト選手権
コンテスト対策７

全日本ネイリスト選手権通し➁
ナチュラルスカルプチュアを完成させることができる

ネイル道具一式

全日本ネイリスト選手権
コンテスト対策８

全日本ネイリスト選手権通し➁の課題点、改善点の発見を行う ネイル道具一式

全日本ネイリスト選手権
コンテスト対策１３

全日本ネイリスト選手権通し④
準備、セッティングができる

ネイル道具一式

全日本ネイリスト選手権
コンテスト対策１４

全日本ネイリスト選手権通し④
ナチュラルスカルプチュアを施すことができる

ネイル道具一式

全日本ネイリスト選手権
コンテスト対策１１

全日本ネイリスト選手権通し③
ナチュラルスカルプチュアを完成させることができる

ネイル道具一式

全日本ネイリスト選手権
コンテスト対策１２

全日本ネイリスト選手権通し③の課題点、改善点の発見を行う ネイル道具一式

成績判定試験１
成績判定試験
目標：実技試験（ナチュラルスカルプチュア１）

ネイル道具一式

成績判定試験２
成績判定試験
目標：実技試験（ナチュラルスカルプチュア２）

ネイル道具一式

全日本ネイリスト選手権
コンテスト対策１５

全日本ネイリスト選手権通し④
ナチュラルスカルプチュアを完成させることができる

ネイル道具一式

全日本ネイリスト選手権
コンテスト対策１６

全日本ネイリスト選手権通し④の課題点、改善点の発見を行う ネイル道具一式

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

出席率８０％以上及び
成績判定試験：実技試験　９０分
確認テスト：小テストの得点を合計し、全体の成績に反映する
授業態度：提出物、持参物及び授業への出席状況を評価する
作品：所定課題作品を成績に反映する
上記評価点数を下表の配分％で按分し総合点６０点以上を合格とする

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

①成績判定試験

②確認テスト

成績判定試験３
成績判定試験
目標：実技試験（ナチュラルスカルプチュア３）

ネイル道具一式

成績判定試験４
成績判定試験
目標：実技試験（ナチュラルスカルプチュア４）

ネイル道具一式

シラバス作成者 福本真弓
シラバス承認

者
フルネームを記載

齋藤多恵子

該当なし

③課題レポート

④授業態度

➄作品

⑥プレゼンテーション

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 再試験１回

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

21.
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 2学年

 授業形態  学期 前期  開講年月 4月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 2  時間数 60 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第1回 4月18日

第2回 4月18日

第3回 4月25日

第4回 4月25日

第5回 5月9日

第6回 5月9日

第7回 5月16日

第8回 5月16日

第9回 5月23日

第10回 5月23日

第11回 5月30日

第12回 5月30日

第13回 6月6日

第14回 6月6日

第15回 6月13日

第16回 6月13日

第17回 6月20日

第18回 6月20日

第19回 6月27日

第20回 6月27日

第21回 7月4日

第22回 7月4日

第23回 7月11日

第24回 7月11日

第25回 7月18日

第26回 7月18日

第27回 7月24日（木）

第28回 7月24日（木）

第29回 7月31日（木）

第30回 7月31日（木）

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

サロンワーク技術２８ 合同授業３モデルの所定のメニューの施術ができる
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

サロンワーク技術２９ 合同授業４モデルの所定のメニューの施術ができる
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

サロンワーク技術２６ 合同授業１モデルの所定のメニューの施術ができる
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

サロンワーク技術２７ 合同授業２モデルの所定のメニューの施術ができる
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

サロンワーク実習２４ サロンメニュー練習４ができる
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

サロンワーク実習２５ サロンオープン４準備、サロンレイアウト確認することができる
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

サロンワーク実習２２ サロンメニュー練習３ができる
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

サロンワーク実習２３ サロンオープン３準備、サロンレイアウト確認することができる
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

サロンワーク実習２０ サロンメニュー練習２ができる
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

サロンワーク実習２１ サロンオープン２準備、サロンレイアウト確認することができる
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

サロンワーク実習１８ サロンメニュー練習１ができる
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

サロンワーク実習１９ サロンオープン１準備、サロンレイアウト確認することができる
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

サロンワーク実習１６ サロンメニューの技術チェックができる（施術者）
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

サロンワーク実習１７ サロンメニューの技術チェックができる（被施術者）
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

サロンワーク実習１４ プレオープン準備、サロンレイアウト確認することができる
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

サロンワーク実習１５ サンプルチップ１作成ができる
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

サロンワーク実習１２ サロンワークで提供するチップ作成１ができる
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

サロンワーク実習１３ サロンワークで提供するチップ作成２ができる
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

サロンワーク実習１０ サロンメニュー実践２ができる（施術者）
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

サロンワーク実習１１ サロンメニュー実践２ができる（被施術者）
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

サロンワーク実習８ サロンメニュー実践１ができる（施術者）
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

サロンワーク実習９ サロンメニュー実践１ができる（被施術者）
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

サロンワーク実習６ サロンワークで提供するネイル技術のチェックができる（施術者）
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

サロンワーク実習７ サロンワークで提供するネイル技術のチェックができる（被施術者）
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

サロンワーク実習４ ネイルケア＋リペア１本ができる（施術者）
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

サロンワーク実習５ ネイルケア＋リペア１本ができる（被施術者）
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

サロンワーク実習２ サロンワークでのコミュニケーションについて理解する
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

サロンワーク実習３ サロンワークでのネイルケアについて理解する
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

オリエンテーション 授業の目的、目標、評価方法について理解する
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

サロンワーク実習１ サロンワークについて理解する
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

 関連前科目 ネイルⅠ・ネイルⅡ・ネイルⅢ・ネイルⅣ ネイル総合

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

 教科書名 JNAテクニカルシステムベーシック ネイル教材一式

 設備名・機器名 フットチェア https://www.yic-kyoto-beauty.ac.jp/blog

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

サロンワークで提供するネイル技術を教授する

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

当該科目の教育課程における位置づけは学則上の卒業要件をであるとともに、将来卒業後に必要な知識・技術を習得する科目。
お客様に満足していただける施術内容を考えて施術することができる
サロン運営の企画・運営を組織的に実施することができる

受講条件 YIC京都ビューティ専門学校ビューティスペシャリスト科2年生に在籍していること

ネイルⅦ
ビューティスペシャリスト科

ネイリストコース

実習 なし

選択 該当なし

3.

4. 5. 6.

7. 8.

1 2.

9. 10.

11.

12.

13.

14. 15.

16. 17.

18. 19.

20.

21.
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 ２０２５年度シラバス

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

2位 2位 1位 40  秀（Ｓ）：100点～90点

③授業態度 1位 2位 30  優（Ａ）： 89点～80点

2位 1位 30  良（Ｂ）： 79点～70点

 可（Ｄ）： 69点～60点

なし  不可（Ｅ）:59点以下

なし

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

該当なし

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 再試験１回

シラバス作成
者

福本真弓
シラバス承認

者
フルネームを記載

新宮恵理菜

出席率８０％以上及び
①確認テスト　技術チェック及び小テストの得点を合計し、全体の成績に反映する
②授業態度　提出物及び授業への出席状況を評価する
③作品　所定の課題をふまえたサンプルチップ作成を評価する
上記評価点数を下表の配分％で按分し総合点６０点以上を合格とする

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

①確認テスト

④作品
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 2学年

 授業形態  学期 前期  開講年月 4月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 2  時間数 60 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第１回 4月15日

第２回 4月15日

第３回 4月22日

第４回 4月22日

第５回 5月13日

第６回 5月13日

第７回 5月20日

第８回 5月20日

第９回 5月27日

第１０回 5月27日

第１１回 6月3日

第１２回 6月3日

第１３回 6月10日

第１４回 6月10日

第１５回 6月17日

第１６回 6月17日

第１７回 6月24日

第１８回 6月24日

第１９回 7月1日

第２０回 7月1日

第２１回 7月8日

第２２回 7月8日

第２３回 7月15日

第２４回 7月15日

第２５回 7月22日

第２６回 7月22日

第２７回 7月29日

第２８回 7月29日

第２９回 8月5日

第３０回 8月5日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

2位 1位 40  秀（Ｓ）：100点～90点

2位 1位 20  優（Ａ）： 89点～80点

なし  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 40  可（Ｄ）： 69点～60点

③課題レポート

④授業態度

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

出席率８０％以上及び
①成績判定試験：　定額デザインのサンプルチップを指定のアート台に作成しサロンワーク実習に相応しいかを基準に判定する
②確認テスト　：　撮影したサンプルチップの写真から正確性・理解度を確認する
④授業態度　　：　提出物及び授業への出席状況を評価する
上記評価点数を下表の配分％で按分し総合点６０点以上を合格とする

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

①成績判定試験

②確認テスト

成績判定試験３ サロンワーク実習用の定額デザインのサンプルチップを課題作成する

成績判定試験４ サロンワーク実習用の定額デザインのサンプルチップを課題作成し提出する

成績判定試験１ サロンワーク実習用の定額デザインのサンプルチップを着想する

成績判定試験２ サロンワーク実習用の定額デザインのサンプルチップを試作する

トレンドアート13
テキスタイルアートのチェック柄の方法を理解する
テキスタイルアートのチェック柄のサンプルチップを作成する

テクニカルシステム　ベーシック
ネイリスト技能検定試験筆記試験公式問
題集

トレンドアート14
テキスタイルアートのドット柄とアニマル柄の方法を理解する
テキスタイルアートのドット柄とアニマル柄のサンプルチップを作成する

テクニカルシステム　ベーシック
ネイリスト技能検定試験筆記試験公式問
題集

サロンアート概論８ ネイルデザインをファッション雑誌をつかって着想する方法を理解する
テクニカルシステム　ベーシック
ネイリスト技能検定試験筆記試験公式問
題集

トレンドアート12 ファッション雑誌から着想したデザインのサンプルチップを作成する
テクニカルシステム　ベーシック
ネイリスト技能検定試験筆記試験公式問
題集

サロンアート概論６ ネイルデザインを着想するためのセンスを磨く方法を理解する
テクニカルシステム　ベーシック
ネイリスト技能検定試験筆記試験公式問
題集

サロンアート概論７ ニュアンスアートのバランスを理解する
テクニカルシステム　ベーシック
ネイリスト技能検定試験筆記試験公式問
題集

トレンドアート11 ニュアンスアートのサンプルチップを撮影する
テクニカルシステム　ベーシック
ネイリスト技能検定試験筆記試験公式問
題集

サロンアート概論５
ネイルデザイン着想のを理解する
ファッションとネイルデザインの関係させて理解する

テクニカルシステム　ベーシック
ネイリスト技能検定試験筆記試験公式問
題集

トレンドアート９ ニュアンスアートのデザインを用いて定額デザインを試作する
テクニカルシステム　ベーシック
ネイリスト技能検定試験筆記試験公式問
題集

トレンドアート10 ニュアンスアートのデザインを用いて定額デザインのサンプルチップを作成する
テクニカルシステム　ベーシック
ネイリスト技能検定試験筆記試験公式問
題集

トレンドアート８ マグネットアートのサンプルチップを撮影する
テクニカルシステム　ベーシック
ネイリスト技能検定試験筆記試験公式問
題集

サロンアート概論４ ニュアンスアートを施術する際の提案力を理解する
テクニカルシステム　ベーシック
ネイリスト技能検定試験筆記試験公式問
題集

トレンドアート６
マグネットアートの方法を理解する
マグネットアートのサンプルチップを作成する

テクニカルシステム　ベーシック
ネイリスト技能検定試験筆記試験公式問
題集

トレンドアート７
マグネットアートの方法を復習する
マグネットアートのデザインをアレンジしてサンプルチップを作成する

テクニカルシステム　ベーシック
ネイリスト技能検定試験筆記試験公式問
題集

トレンドアート５ ミラーアートのサンプルチップを撮影する
テクニカルシステム　ベーシック
ネイリスト技能検定試験筆記試験公式問
題集

サロンアート概論３
ニュアンスアートを施術する際のカウンセリングの方法を理解する
サロンワークにおけるトラブルを回避するカウンセリングを理解する

テクニカルシステム　ベーシック
ネイリスト技能検定試験筆記試験公式問
題集

トレンドアート３
ミラーアートの方法を理解する
ミラーアートのサンプルチップを作成する

テクニカルシステム　ベーシック
ネイリスト技能検定試験筆記試験公式問
題集

トレンドアート４ ミラーアートのデザインをアレンジしてサンプルチップを作成する
テクニカルシステム　ベーシック
ネイリスト技能検定試験筆記試験公式問
題集

トレンドアート２
インクアートの方法を復習する
インクアートのデザインをアレンジしてサンプルチップを作成する

テクニカルシステム　ベーシック
ネイリスト技能検定試験筆記試験公式問
題集

サロンアート概論２
サンプルチップの撮影の方法を理解する
SNSで魅力的な見せ方を理解する

テクニカルシステム　ベーシック
ネイリスト技能検定試験筆記試験公式問
題集

サロンアート概論１ ニュアンスアートについて種類、客層、トレンドを理解する
テクニカルシステム　ベーシック
ネイリスト技能検定試験筆記試験公式問
題集

トレンドアート１
インクアートの方法を理解する
インクアートのサンプルチップを作成する

テクニカルシステム　ベーシック
ネイリスト技能検定試験筆記試験公式問
題集

オリエンテーション１ 授業の内容、目標、成績評価について理解する
テクニカルシステム　ベーシック
ネイリスト技能検定試験筆記試験公式問
題集

オリエンテーション２
ZOOM授業でのルールを理解する
トレンドアートの情報収集の方法をを理解する

テクニカルシステム　ベーシック
ネイリスト技能検定試験筆記試験公式問
題集

ジェルアート1 サロンワークで定番のモチーフアートの方法を理解する
テクニカルシステム　ベーシック
ネイリスト技能検定試験筆記試験公式問
題集

ジェルアート２ サロンワークで定番のモチーフアートを練習し、サンプルチップとして作成する
テクニカルシステム　ベーシック
ネイリスト技能検定試験筆記試験公式問
題集

 関連前科目 該当なし ネイル総合/サロン運営Ⅱ

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

 教科書名 JNAテクニカルシステムベーシック第4版2025年3月発行 オリジナルプリント/ネイル道具一式

 設備名・機器名 水道/ZOOM用端末
公益財団法人日本ネイリスト検定試験センター
https://www.nail-kentei.or.jp/about/

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

トレンドのネイルデザインを教授し、就職後のサロンワークに役立てる

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

就職後のサロンワークに必要な知識、技術として、ネイルデザインを考える力を身につけ,センスを磨く。
見栄えする写真を撮影できるようにコツを知る

受講条件 YIC京都ビューティ専門学校ビューティスペシャリスト科ネイルコース2年に在籍していること

ネイルⅧ
ビューティスペシャリスト科

ネイリストコース

実習 該当なし

選択必修 該当なし

3.

4. 5. 6.

7. 8.

1 2.

9. 10.

11.

12.

13.

14. 15.

16. 17.

18. 19.

20.

21.

111

111

111

111

111

111

111

111

111

111

111

111

111

111

111

111

111

111

111

111

111

111

111

111

111

111

1
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11

11

11
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11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

11

4.

1

5. 6.

2.

11.

12.12.

13.

14. 15.14.

16.

19.

2
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111

111
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111

11

11

111
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111

111

11
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111

111
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111
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111
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111
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 ２０２５年度シラバス

なし  不可（Ｅ）:59点以下

なし

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

シラバス作成
者

平塚美千子
シラバス承認

者
フルネームを記載

矢田美香

該当なし

➄作品

⑥プレゼンテーション

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 補修、追試の有無等
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 2学年

 授業形態  学期 前期  開講年月 4月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 2  時間数 180 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第1回 水

第2回 水

第3回 水

第4回 水

第5回 木

第6回 木

第7回 木

第8回 木

第9回 水

第10回 水

第11回 水

第12回 水

第13回 木

第14回 木

第15回 木

第16回 木

第17回 水

第18回 水

第19回 水

第20回 水

第21回 木

第22回 木

第23回 木

第24回 木

第25回 水

第26回 水

第27回 水

第28回 水

第29回 木

第30回 木

第31回 木

第32回 木

第33回 水

第34回 水

第35回 水

第36回 水

第37回 木

ネイル総合
ビューティスペシャリスト科

ネイリストコース

実習 民間検定

選択必修 JNAジェルネイル検定上級

 教科書名 JNAテクニカルシステムベーシック第4版2025年3月発行 オリジナルプリント/ネイル道具一式

 設備名・機器名 水道/ZOOM用端末
公益財団法人日本ネイリスト検定試験センター
https://www.nail-kentei.or.jp/about/

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

ネイルアート、ジェルネイルの知識、技術を教授する
当該内容はサロンワーク、お客様への施術の際に役立つ

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

当該授業の教育課程における位置付けは学則上の卒業要件であるとともに、将来卒業後に必要な知識、技術として位置づける。
JNAジェルネイル検定上級合格相当の知識を身に付ける

受講条件 YIC京都ビューティ専門学校ビューティスペシャリスト科ネイルコース2年に在籍していること

オリエンテーション 授業の内容、目標、成績評価について理解する ネイル道具一式

 関連前科目 ネイルⅤ、ネイルⅥ、ネイルⅦ、ネイルⅧ サロン運営Ⅱ

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

検定対策１

検定対策２

検定対策３

コンテスト対策１

コンテスト対策２

コンテスト対策３

コンテスト対策４

検定対策４

検定対策５

検定対策６

検定対策７

コンテスト対策５

コンテスト対策６

コンテスト対策７

コンテスト対策８

検定対策８

検定対策９

検定対策１０

検定対策１１

コンテスト対策９

コンテスト対策１０

コンテスト対策１１

コンテスト対策１２

検定対策１２

検定対策１３

検定対策１４

検定対策１５

コンテスト対策１３

コンテスト対策１４

コンテスト対策１５

コンテスト対策１６

検定対策１６

検定対策１７

検定対策１８

検定対策１９

コンテスト対策１７

ジェルスカルプの施術ができる

ジェルスカルプの施術ができる（第２回の改善）

ジェルスカルプの施術ができる（第３回の改善）

校内ネイルアートコンテストの概要を理解する

ネイルアートデザインの考案ができる

ネイルアートデザインの試作ができる（前半）

ネイルアートデザインの試作ができる（後半）

ジェルチップオーバーレイの施術ができる

ジェルチップオーバーレイの施術ができる（第９回の改善）

ジェルチップオーバーレイの施術ができる（第１０回の改善）

ジェルチップオーバーレイの施術ができる（第１１回の改善）

ネイルアートデザインの試作ができる（第７，８回の改善）

ネイルアートデザインの試作ができる（第１３回の改善）

ネイルアートデザインの試作ができる（第１４回の改善）

ネイルアートデザインの試作ができる（第１５回の改善）

チップオーバーレイ　フレンチルックの施術ができる

チップオーバーレイ　フレンチルックの施術ができる（第１７回の改善）

チップオーバーレイ　フレンチルックの施術ができる（第１８回の改善）

チップオーバーレイ　フレンチルックの施術ができる（第１９回の改善）

コンテスト作品の作成ができる

コンテスト作品の作成ができる（第２１回の改善）

コンテスト作品の作成ができる（第２２回の改善）

コンテスト作品の作成ができる（第２３回の改善）

ネイリスト技能検定１級の試験課題が通しで出来る

ネイリスト技能検定１級の試験課題が通しで出来る（第２５回の改善）

ネイリスト技能検定１級の試験課題が通しで出来る（第２６回の改善）

ネイリスト技能検定１級の試験課題が通しで出来る（第２７回の改善）

コンセント作品の作成ができる（第２４回の改善）

コンセント作品の作成ができる（第２５回の改善）

コンセント作品の作成ができる（第２６回の改善）

コンセント作品の作成ができる（第２７回の改善）

ジェル上級試験課題が通しできる

ジェル上級試験課題が通しできる（第３３回の改善）

ジェル上級試験課題が通しできる（第３４回の改善）

ジェル上級試験課題が通しできる（第３５回の改善）

コンセント作品の作成ができる（第32回の改善）

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式
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 ２０２５年度シラバス

第38回 木

第39回 木

第40回 木

第41回 水

第42回 水

第43回 水

第44回 水

第45回 木

第46回 木

第47回 木

第48回 木

第49回 水

第50回 水

第51回 水

第52回 水

第53回 木

第54回 木

第55回 木

第56回 木

第57回 水

第58回 水

第59回 水

第60回 水

第61回 木

第62回 木

第63回 木

第64回 木

第65回 水

第66回 水

第67回 水

第68回 水

第69回 木

第70回 木

第71回 木

第72回 木

第73回 水

第74回 水

第75回 水

第76回 水

第77回 木

第78回 木

第79回 木

第80回 木

第81回 水

第82回 水

第83回 水

第84回 水

第85回 木

第86回 木

第87回 木

第88回 木

第89回 水

アクリルオフ、ナチュラルスカルプ５本（施術者前半）

アクリルオフ、ナチュラルスカルプ５本（施術者前半）

アクリルオフ、ナチュラルスカルプ５本（施術者後半）

アクリルオフ、ナチュラルスカルプ５本（被施術者前半）

アクリルオフ、ナチュラルスカルプ５本（被施術者後半）

アクリルオフ、ナチュラルスカルプの施術ができる（第７７回の改善）

検定対策４０ アクリルオフ、ナチュラルスカルプの施術ができる（第６８回の改善） ネイル道具一式

アクリルオフ、ナチュラルスカルプの施術ができる（第７１回の改善） ネイル道具一式

検定対策４４ アクリルオフ、ナチュラルスカルプの施術ができる（第７２回の改善） ネイル道具一式

検定対策４１ アクリルオフ、ナチュラルスカルプの施術ができる（第６９回の改善） ネイル道具一式

検定対策４２ アクリルオフ、ナチュラルスカルプの施術ができる（第７０回の改善） ネイル道具一式

アクリルオフ、ナチュラルスカルプの施術ができる（第７５回の改善） ネイル道具一式

検定対策４８ アクリルオフ、ナチュラルスカルプの施術ができる（第７６回の改善） ネイル道具一式

検定対策４５ アクリルオフ、ナチュラルスカルプの施術ができる（第７３回の改善） ネイル道具一式

検定対策４６ アクリルオフ、ナチュラルスカルプの施術ができる（第７４回の改善） ネイル道具一式

アクリルオフ、ナチュラルスカルプ５本（被施術者後半） ネイル道具一式

成績判定試験１ 実技試験：アクリルオフ、ナチュラルスカルプ５本（施術者前半） ネイル道具一式

成績判定試験対策６ アクリルオフ、ナチュラルスカルプ５本（施術者後半） ネイル道具一式

成績判定試験対策７ アクリルオフ、ナチュラルスカルプ５本（被施術者前半） ネイル道具一式

成績判定試験３ 実技試験：アクリルオフ、ナチュラルスカルプ５本（被施術者前半） ネイル道具一式

コンテスト対策１８

コンテスト対策１９

コンテスト対策２０

検定対策２０

検定対策２１

検定対策２２

検定対策２３

コンテスト対策２１

コンテスト対策２２

コンテスト対策２３

コンテスト対策２４

検定対策２４

検定対策２５

検定対策２６

検定対策２７

コンテスト対策２５

コンテスト対策２６

コンテスト対策２７

コンテスト対策２８

検定対策２８

検定対策２９

検定対策３０

検定対策３１

検定対策３２

検定対策３３

検定対策３４

検定対策３５

検定対策３６

検定対策３７

検定対策３８

検定対策３９

検定対策４９

成績判定試験対策１

成績判定試験対策２

成績判定試験対策３

成績判定試験対策４

成績判定試験対策５

成績判定試験２

成績判定試験対策８

検定対策４７

検定対策４３

コンセント作品の作成ができる（第33回の改善）

コンセント作品の作成ができる（第34回の改善）

コンセント作品の作成ができる（第35回の改善）

ジェル上級試験課題が通しできる（第３６回の改善）

ジェル上級試験課題が通しできる（第３７回の改善）

ジェル上級試験課題が通しできる（第３８回の改善）

ジェル上級試験課題が通しできる（第３９回の改善）

コンセント作品の作成ができる（第４０回の改善）

コンセント作品の作成ができる（第４１回の改善）

コンセント作品の作成ができる（第４２回の改善）

コンセント作品の作成ができる（第４３回の改善）

ジェル上級試験課題の通しができる（第４４回の改善）

ジェル上級試験課題の通しができる（第４５回の改善）

ジェル上級試験課題の通しができる（第４６回の改善）

ジェル上級試験課題の通しができる（第４７回の改善）

コンセント作品の作成ができる（第４８回の改善）

コンセント作品の作成ができる（第４９回の改善）

コンセント作品の作成ができる（第５０回の改善）

作品を所定の場所に展示することができる

アクリルオフ、ナチュラルスカルプの施術ができる

アクリルオフ、ナチュラルスカルプの施術ができる（第５７回の改善）

アクリルオフ、ナチュラルスカルプの施術ができる（第５８回の改善）

アクリルオフ、ナチュラルスカルプの施術ができる（第５９回の改善）

アクリルオフ、ナチュラルスカルプの施術ができる（第６０回の改善）

アクリルオフ、ナチュラルスカルプの施術ができる（第６１回の改善）

アクリルオフ、ナチュラルスカルプの施術ができる（第６２回の改善）

アクリルオフ、ナチュラルスカルプの施術ができる（第６３回の改善）

アクリルオフ、ナチュラルスカルプの施術ができる（第６４回の改善）

アクリルオフ、ナチュラルスカルプの施術ができる（第６５回の改善）

アクリルオフ、ナチュラルスカルプの施術ができる（第６６回の改善）

アクリルオフ、ナチュラルスカルプの施術ができる（第６７回の改善）

実技試験：アクリルオフ、ナチュラルスカルプ５本（施術者後半）

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式

ネイル道具一式
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 ２０２５年度シラバス

第90回 水

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

1位 2位 70  秀（Ｓ）：100点～90点

2位 2位 15  優（Ａ）： 89点～80点

なし  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 15  可（Ｄ）： 69点～60点

なし  不可（Ｅ）:59点以下

なし

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

出席率８０％以上及び
成績判定試験：実技試験ネイルアート、アクリルオフ、ナチュラルスカルプ
確認テスト：小テストの得点を合計し、全体の成績に反映する
授業態度：提出物、持参物及び授業への出席状況を評価する
作品：所定課題作品を成績に反映する

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

①成績判定試験

②確認テスト

成績判定試験４ 実技試験：アクリルオフ、ナチュラルスカルプ５本（被施術者後半） ネイル道具一式

シラバス作成者 フルネームを記載
シラバス承認

者
フルネームを記載

フルネームを記載

学校ＨＰ内の実務経験教員の紹介ページのリンクを記載

③課題レポート

④授業態度

➄作品

⑥プレゼンテーション

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 補修、追試の有無等

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

21.
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 1学年

 授業形態  学期 後期  開講年月 10月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数  時間数 240 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第1回～第8回
10月2日10月

3日

第9回～第16回
10月9日10月

10日

第17回～第24
回

10月16日10
月17日

第25回～32回
10月23日10

月24日

第33回～第36
回

10月30日

第37回～第44
回

11月6日11月
7日

第45回～第52
回

10月13日10
月14日

第53回～第60
回

10月20日10
月21日

第61回～第68
回

10月27日10
月28日

第69回～第76
回

12月4日12月
5日

第77回～第84
回

12月11日12
月12日

第85回～第92
回

12月18日12
月19日

第93回～第100
回

1月15日1月
16日

第101回～第
108回

1月22日1月
23日

第109回～第
116回

1月29日1月
30日

第117回～第
120回

2月6日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

2位 3位 1位 90  秀（Ｓ）：100点～90点

2位 1位 10  優（Ａ）： 89点～80点

 良（Ｂ）： 79点～70点

 可（Ｄ）： 69点～60点

 不可（Ｅ）:59点以下

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

エステ（ボディ） ビューティスペシャリスト科

実習 民間検定

選択必修 INFA国際ライセンス（ボディ）

 教科書名 INFA（technique）テキスト オリジナルプリント　オリジナル動画教材

 設備名・機器名 TVモニター

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

本科目は、INFA国際ライセンス（ボディ）取得を目指す学生を対象に、国際基準に準じたエステティック技術と専門知識を身につけることを目的とする。正しい
姿勢、手技、リズム、圧のコントロールをはじめ、クライアントに合わせたコンサルテーション技術、トリートメントプランニング、施術後のフィードバックま
で、総合的な実践力を養う。
また、試験形式に沿った模擬実技試験やタイムマネジメントのトレーニングを重ね、合格に必要なスピード感と正確さを習得する。

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

INFA国際ライセンスのボディ試験規定に沿った技術を正確に再現できる
クライアントの状態に合わせた適切なトリートメント計画を立て、実施できる
サロンワークに必要なホスピタリティマインドを理解し、施術に活かせる
実技試験におけるタイムマネジメントとセルフチェックができる

受講条件 エステ基礎、人体の構造と機能　履修程度の技術と知識

導入　確認テスト
実習室使用方法、清掃方法の確認。
コース内のルールを決定。
下肢背面確認テストの実施。

INFAテキスト（Technique）
オリジナルプリント　動画教材

ヒップマッサージの習得
ヒップアップの手技を習得

立体的なヒップメイキングの手技

ヒップ軽擦、ヒップバイブレーション
3点プッシュ、ヒップタッピング、切打、拍打

INFAテキスト（Technique）
オリジナルプリント　動画教材

 関連前科目 エステ基礎　人体の構造と機能 エステ（フェイシャル）

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

背面のマッサージのクオリティを
上げる②（下肢背面、ヒップ、背

中）

苦手箇所、修正箇所の確認。
背面マッサージを完璧に施術できるようになる

INFAテキスト（Technique）
オリジナルプリント　動画教材

美脚マッサージを習得する
むくみの解消

立体的なふくらはぎをつくる

下肢前面軽擦、脚の指先マッサージ
ペトリサージュ、切打、拍打
さすりあげ、9点プッシュ

INFAテキスト（Technique）
オリジナルプリント　動画教材

背中のマッサージの習得
背中の痛みを和らげる手技
背中の血行促進の手技

背中軽擦、8点プッシュ、のこぎり、6点圧
INFAテキスト（Technique）
オリジナルプリント　動画教材

背面のマッサージのクオリティを
上げる①（下肢背面、ヒップ、背

中）

下肢背面、ヒップ、背中のマッサージの復習
連続性、リズム、効果を意識しマッサージを行う

INFAテキスト（Technique）
オリジナルプリント　動画教材

前面のマッサージのクォリティを
上げる②（下肢前面、腹部）

苦手箇所、修正箇所の確認。
前面マッサージを完璧に施術できるようになる

INFAテキスト（Technique）
オリジナルプリント　動画教材

・気になる二の腕を細くするマッ
サージの習得

細い指先をつくる

上腕の軽擦、8点プッシュ、手のひら、ストレッチ、
脇のリンパを流す
フットケア、ネイルケア、

INFAテキスト（Technique）
オリジナルプリント　動画教材

理想的なウェスト作りの手技を習
得

細いウェストを作る

腹部軽擦、ふなこぎ、ベトリサージュ
三角形のマッサージ、大腸マッサージ

INFAテキスト（Technique）
オリジナルプリント　動画教材

前面のマッサージのクォリティを
上げる①（下肢前面、腹部）

下肢前面、腹部のマッサージの復習
連続性、リズム、効果を意識しマッサージを行う

INFAテキスト（Technique）
オリジナルプリント　動画教材

美しいバストをメイキングする
バストマッサージの復習
バストパック、ＯＤＴ

INFAテキスト（Technique）
オリジナルプリント　動画教材

バストパック パックの選別、パックの調合、バストパック塗布　ODT　パックオフ
INFAテキスト（Technique）
オリジナルプリント　動画教材

肩から首のマッサージを習得する
肩こりの解消

顔のむくみの解消

頚部マッサージ
ペディキュア

INFAテキスト（Technique）
オリジナルプリント　動画教材

理想的なバスト形成のマッサージ
を習得する

バストアップ、胸の谷間の皺とり

バスト軽擦、3点のつぼ、リサージュ、エフルラージュ
エバンターユ、輪上軽擦、バイブレーション

INFAテキスト（Technique）
オリジナルプリント　動画教材

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

①実技期末試験（配点90点）身だしなみ、事前準備、衛生面、モデルへの気遣い、マッサージの各工程が正しくできているかを評価、（詳細は別紙参照）
　
②授業態度（配点10％）1コマ欠席：－1点　授業中の私語、居眠り：－3点

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

①実技期末試験

②授業態度

ＩＮＦＡ試験項目の復習　①
カウンセリング、カルテ作成を行い、お客様に的確なアドバイスをした上で、施術時間を管
理し、効果、目的を意識しながら試験項目の施術ができるようになる

INFAテキスト（Technique）
オリジナルプリント　動画教材

ＩＮＦＡ試験項目の復習　②
カウンセリング、カルテ作成を行い、お客様に的確なアドバイスをした上で、施術時間を管
理し、効果、目的を意識しながら試験項目の施術ができるようになる

INFAテキスト（Technique）
オリジナルプリント　動画教材

シラバス作成
者

田澤　初美
シラバス承認

者
フルネームを記載

田澤　初美

学校ＨＰ内の実務経験教員の紹介ページのリンクを記載

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 再試験1回

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

3.

4. 5. 6.

7. 8.

1 2.

9. 10.

11.

12.

13.

14. 15.

16. 17.

18. 19.

20.

21.

58 ＹＩＣ京都ビューティ専門学校



 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 2学年

 授業形態  学期 前期  開講年月 4月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数  時間数 240 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第1回～第12回
4月16日17日

18日

第13回～第20
回

4月23日24日

第21回～第32
回

4月30日5月1
日5月2日

第33回～第40
回

5月7日8日

第41回～第44
回

5月14日

第45回～第48
回

5月21日

第49回～第56
回

5月28日5月
29日

第57回～第64
回

6月4日6月5
日

第65回～第68
回

6月11日

第67回～第74
回

6月18日

第75回～第86
回

6月25日6月
26日6月27日

第87回～第90
回

7月2日

第91回～第98
回

7月9日7月10
日

第99回～第110
回

7月16日7月
17日7月18日

第111回～118
回

7月23日24日

第119回～第
120回

7月30日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

2位 3位 1位 90  秀（Ｓ）：100点～90点

2位 1位 10  優（Ａ）： 89点～80点

 良（Ｂ）： 79点～70点

 可（Ｄ）： 69点～60点

 不可（Ｅ）:59点以下

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

エステ（フェイシャル） ビューティスペシャリスト科

実習 民間検定

選択必修 INFA国際ライセンス（フェイシャル）

 教科書名 INFAテキスト（Technique） オリジナルプリント　オリジナル動画教材

 設備名・機器名 TVモニター

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

本授業では、INFA国際ライセンス フェイシャル試験の合格を目指し、フェイシャルトリートメントにおける中心技術であるクレンジングオフ・
フェイシャルマッサージ・デコルテマッサージの正確な手順と技術力を身につけます。
INFAの基準に基づいた「姿勢・手順・スピード・タッチ」の正確性だけでなく、皮膚構造や筋肉の走行を意識した理論に裏付けられたマッサージの
意味と効果を理解し、安全で美しさを引き出す施術力を養います。すでにボディ試験に合格している学生を対象とし、フェイシャル分野での実践的
完成度の向上を目指します。

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

INFAフェイシャル試験の評価基準と手順を理解し、実技に正しく反映できる。
皮膚の構造、筋肉の走行、リンパの流れに沿ったマッサージを正確に行うことができる。
クレンジングオフ（コットン・スポンジ）の手順・手技を、安全かつ衛生的に実施できる。
デコルテ・フェイシャルマッサージの手順を通して、リズム・圧・方向性を意識したタッチを身につける。
モデルへの説明・接遇も含めた一連の施術対応を、国際基準に則って行うことができる。

受講条件 エステ（ボディ）履修程度の技術と知識

INFA特別授業 INFA国際試験　実技試験　受験 INFAテキスト（Technique）

INFA国際ライセンス（ボディ）
フルボディチェック

マッサージの目的理解　各部位の軽擦　ハードテクニック INFAテキスト（Technique）

 関連前科目 エステ（ボディ） サロン運営

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

INFA国際試験　ボディ　受験 INFA国際ライセンス　ボディ　受験

フェイシャルケアの流れを理解する
INFA国際試験（フェィシャル）の試験項目、流れの説明　デコルテ周りの筋肉の確認
デコルテマッサージ

INFAテキスト（Technique）
オリジナルプリント

INFA国際ライセンス（ボディ）
フルボディチェック

エステティシャンの心構えと職業観　カルテ発表　口頭試問対策
INFAテキスト（Technique）
INFA特別授業

INFA国際ライセンス（ボディ）
フルボディチェック

試験項目最終確認
INFAテキスト（Technique）

フェイシャルマッサージ
口角下制筋、上唇鼻翼挙筋に沿ってのエフルラージュ、顎線に沿ってフラージュ、首の皺のリ
サージュ、ほうれい線のリサージュ、顎線に沿ってエフルラージュ、首のエフルラージュ、顎
の回転エフルラージュ、

INFAテキスト（Technique）
オリジナルプリント　動画教材

フェイシャルマッサージ

胸鎖乳突筋のエフルラージュ、咬筋に沿ってエフルラージュ、口角下制筋、上唇鼻翼挙筋に
沿ってのエフルラージュ、大小頬骨筋に沿ってエフルラージュ、目の下の眼輪筋リサージュ、
口輪筋に沿ってエフルラージュ、口角下制筋、上唇鼻翼挙筋に沿ってのエフルラージュ、鼻筋
に沿ってエフルラージュ

INFAテキスト（Technique）
オリジナルプリント　動画教材

デコルテマッサージ
デコルテと背中のオイル塗布、デコルテのエフルラージュ、ぺトリサージュ、梯形骨拘縮部の
ペトリサージュ、頸椎捻り、プレシオン

INFAテキスト（Technique）
オリジナルプリント　動画教材

デコルテマッサージ
首筋と肩のエフルラージュ、顎から鎖骨にかけてドレナージュ、胸骨→鎖骨にかけてエフル
ラージュ、胸鎖乳突筋のエフルラージュ、顎線からデコルテのエフルラージュ

INFAテキスト（Technique）
オリジナルプリント　動画教材

フェイシャルマッサージ
咬筋のプレシオン、口角下制筋に沿ってプレシオン、顔の静脈のプレシオン、側頭部の静脈プ
レシオン、顔全体の静脈プレシオン

INFAテキスト（Technique）
オリジナルプリント　動画教材

クレンジングオフ
クレンジング　ベースクレンジング　ポイントクレンジング　スポンジオフ　コットンふき取
り　クレンジング通し

INFA特別授業

フェイシャルマッサージ
小鼻に沿ってエフルラージュ、目の下の眼輪筋に沿ってリサージュ、鼻根筋、前頭筋、側頭筋
に沿ってエフルラージュ、目じりで指先を回転させる、プレシオンシルキュレール、プレシオ
ンポワンテ、鼻の付け根のフラージュ、額の皺のリサージュ、バイブレーション

INFA特別授業

フェイシャルマッサージ
リサージュ、リサージュピアノットモン、目尻のリサージュ、ほうれい線パンスモン、頬のパ
ンスモン、頬のエバンターユ、首のエバンターユ、頬のパタージュ

INFAテキスト（Technique）
オリジナルプリント　動画教材

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

①実技期末試験（配点90点）身だしなみ、事前準備、衛生面、モデルへの気遣い、マッサージの各工程が正しくできているかを評価、（詳細は別紙参照）
　
②授業態度（配点10％）1コマ欠席：－1点　授業中の私語、居眠り：－3点

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

①実技期末試験

②授業態度

マッサージ工程
クレンジング工程

クレンジング～デコルテマッサージ～フェイシャルマッサージ
INFAテキスト（Technique）
オリジナルプリント　動画教材

期末試験実施 期末試験実施

シラバス作成
者

田澤　初美
シラバス承認

者
フルネームを記載

田澤　初美

学校ＨＰ内の実務経験教員の紹介ページのリンクを記載

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 再試験1回

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

3.

4. 5. 6.

7. 8.

1 2.

9. 10.

11.

12.

13.

14. 15.

16. 17.

18. 19.

20.

21.
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 2学年

 授業形態  学期 後期  開講年月 10月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数  時間数 180 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第1回～第8回0月1日10月2

第9回～第16回0月8日10月9

第17回～第24回月15日10月1

第25回～第32回月22日10月2

第32回～第40回月29日10月3

第41回～第48回1月5日11月6

第49回～第56回月12日11月1

第57回～第60回 11月19日

第61回～第64回 11月20日

第65回～第68回 11月26日

第69回～第72回 11月27日

第73回～第76回 12月3日

第77回～第80回 12月4日

第81回～84回 12月10日

第85回～第90回 12月11日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

2位 3位 1位 90  秀（Ｓ）：100点～90点

2位 1位 10  優（Ａ）： 89点～80点

 良（Ｂ）： 79点～70点

 可（Ｄ）： 69点～60点

 不可（Ｅ）:59点以下

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

エステ総合 ビューティスペシャリスト科

実習 民間検定

選択必修 INFA国際試験

 教科書名 INFAテキスト（Technique） オリジナルプリント　オリジナル動画教材

 設備名・機器名 TVモニター

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

この授業は、INFA国際試験（ボディ・フェイシャル）に合格した学生を対象に、学内サロン運営に備えた技術の復習と応用力の向上を目的とした実践
的な指導を行います。試験で習得した知識と技術を再確認し、一般のお客様に対して安全かつ高品質な施術が提供できるよう、接客マナー・施術の流
れ・タイムマネジメント・衛生管理を含めた総合的なサロンワークを学びます。技術のブラッシュアップとともに、実際のサロン現場を想定したロー
ルプレイやケーススタディも実施します。

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

INFA国際試験で習得した技術（ボディ・フェイシャル）を確実に再現し、実践レベルに高める。
学内サロンで一般のお客様に対応できるよう、施術手順・時間配分・接客スキルを統合的に身につける。
施術前後のカウンセリング・クロージングトークなど、サロン運営に必要なコミュニケーション力を強化する。
サロン運営における衛生管理、器具の取り扱い、トラブル時の対処など、安全で信頼される施術環境を構築する力を養う。

受講条件 エステ（ボディ）、エステ（フェイシャル）履修程度の知識と技術

フェイシャルパック・仕上げ技
術の確認

パックの選別、パックの調合、パック塗布　ODT　パックオフ INFAテキスト（Technique）

パーティメイクヘア
ネイルケア　ネイルカラー

相モデルの骨格やパーソナルカラーを分析し、パーティにふさわしいメイクを30分で行う事
ができるようになる　フィードバックをもらい改善点を見つける
爪の構造を理解し、正しく消毒、ファイル、キューティクルクリーンができるようになる
キューティクルライン、サイド、エッジを意識しムラなくネイルカラーを行う

INFAテキスト（Technique）

 関連前科目 エステ（ボディ）、エステ（フェイシャル） サロン運営

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

試験項目全工程①　（時間計測）時間項目全工程を試験時間を考慮し実施　課題点を見つけ修正を行う① INFAテキスト（Technique）

試験項目全工程②　（時間計測）時間項目全工程を試験時間を考慮し実施　課題点を見つけ修正を行う② INFAテキスト（Technique）

試験項目全工程　通しで実施① 試験項目の全工程の実施　課題点を見つけ修正を行う① INFAテキスト（Technique）

試験項目全工程　通しで実施② 試験項目の全工程の実施　課題点を見つけ修正を行う② INFAテキスト（Technique）

NFAボディ技術の手順確認（背面）ボディマッサージの背面技術を正しく再現できる INFAテキスト（Technique）

ボディマッサージ（前面）の復習流れ・方向・圧の調整を習得する INFAテキスト（Technique）

試験項目全工程③　（時間計測）時間項目全工程を試験時間を考慮し実施　課題点を見つけ修正を行う③ INFAテキスト（Technique）

テーション・サロン実施の目的とサロン運営の意義と今後の授業の流れを理解する INFAテキスト（Technique）

フェイシャルマッサージの復習 リズム・圧・姿勢を再確認し、効果的なマッサージができる INFAテキスト（Technique）

フェイシャル技術の通し練習 通し練習で時間配分と一連の流れを確認する INFAテキスト（Technique）

ボディ技術の通し練習 実践的に流れを把握し、技術の精度を高める INFAテキスト（Technique）

シャル技術の手順確認（クレンジンフェイシャルの基本手順を再確認し、正確に行えるようにする INFAテキスト（Technique）

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

期末試験
①実技期末試験（配点90点）身だしなみ、事前準備、衛生面、モデルへの気遣い、マッサージの各工程が正しくできているかを評価、（詳細は別紙参照）
②授業態度（配点10％）1コマ欠席：－1点　授業中の私語、居眠り：－3点

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

①実技期末試験

②授業態度

期末試験実施 期末試験実施 INFAテキスト（Technique）

シラバス作成
者

田澤　初美
シラバス承認

者
フルネームを記載

田澤　初美

学校ＨＰ内の実務経験教員の紹介ページのリンクを記載

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 再試験1回

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

3.

4. 5. 6.

7. 8.

1 2.

9. 10.

11.

12.

13.

14. 15.

16. 17.

18. 19.

20.

21.
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 1学年

 授業形態  学期 前期  開講年月 4月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 1  時間数 30 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第　1回 ○月○日

第　2回 ○月○日

第　3回 ○月○日

第　4回 ○月○日

第　5回 ○月○日

第　6回 ○月○日

第　7回 ○月○日

第　8回 ○月○日

第　9回 ○月○日

第　10回 ○月○日

第　11回 ○月○日

第　12回 ○月○日

第　13回 ○月○日

第　14回 ○月○日

第　15回 ○月○日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

1位 2位 70  秀（Ｓ）：100点～90点

1位 2位 15  優（Ａ）： 89点～80点

なし  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 15  可（Ｄ）： 69点～60点

なし  不可（Ｅ）:59点以下

なし

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

シラバス作成者 奥谷千晴
シラバス承認

者
フルネームを記載

フルネームを記載

学校ＨＰ内の実務経験教員の紹介ページのリンクを記載

③課題レポート

④授業態度

➄作品

⑥プレゼンテーション

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 補修、追試の有無等

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

出席率８０％及び
①成績判定試験：試験課題ヘアアレンジの作成
②小テストの得点を合計し、全体の成績に反映する
④授業態度：提出物及び出席状況を評価する
上記評価点数を下表の配分％で按分し総合点６０点以上を合格とする

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

①成績判定試験

②確認テスト

コンテストエントリー コンテストエントリーが出来る ヘアアレンジ道具一式

コンテスト応募用作品作り イメージ収集・チェック・ヘアアレンジ実践が出来る ヘアアレンジ道具一式

撮影最終チェック 撮影最終チェック ヘアアレンジ道具一式

コンテスト応募用作品作り イメージ収集・チェック・ヘアアレンジ実践が出来る ヘアアレンジ道具一式

コンテスト応募用作品作り イメージ収集・チェック・ヘアアレンジ実践が出来る ヘアアレンジ道具一式

ヘアアレンジテスト ヘアアレンジテストを実施する ヘアアレンジ道具一式

コンテスト応募用作品作り テーマ・コンセプトを決める事が出来る ヘアアレンジ道具一式

トレンドヘア① トレンドヘアメイクを習得する ヘアアレンジ道具一式

トレンドヘア② 外国人風・巻き髪を習得する ヘアアレンジ道具一式

ヘアアレンジ④ コテ巻き・巻きおろし・ピンワークを習得する ヘアアレンジ道具一式

年代別ヘアアレンジ 80年代ディスコ風ヘアメイクを習得する ヘアアレンジ道具一式

ヘアアレンジ② ピン留め・ハーフアップスタイルを習得する ヘアアレンジ道具一式

ヘアアレンジ➂ 編み込み・まとめ髪を習得する ヘアアレンジ道具一式

オリエンテーション オリエンテーションを理解する・ヘアアレンジ基礎の復習 ヘアアレンジ道具一式

ヘアアレンジ① 編み込をを習得する ヘアアレンジ道具一式

 関連前科目 ヘアアレンジ基礎 該当なし

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

 設備名・機器名 ヘアアイロン用電気設備（コンセント） 該当なし

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

相モデルを取り入れた『聴く』『観る』『実際に行う』の3つのパターンで成り立つ知識とそれを使った技術を教授する　フォトコンテスト制作に役
立つ

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

ビューティスペシャリストとしての美容の知識・テクニックを実践しながら創造力と感性を高めクリエイティブな作品作りを取得する

受講条件 YIC京都ビューティ専門学校ビューティスペシャリスト科に在籍していること。

ヘアアレンジ応用 ビューティスペシャリスト科

実習 該当なし

選択 該当なし

 教科書名 該当なし オリジナルプリント

3.

4. 5. 6.

7. 8.

1 2.

9. 10.

11.

12.

13.

14. 15.

16. 17.

18. 19.

20.

21.

6.

10.6.

10.
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 2学年

 授業形態  学期 前期  開講年月 4月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 2  時間数 60 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第１回 4月15日

第２回 4月15日

第３回 4月22日

第４回 4月22日

第５回 5月13日1限

第６回 5月13日2限

第７回 5月20日

第８回 5月20日

第９回 5月27日

第１０回 5月27日

第１１回 6月3日

第１２回 6月3日

第１３回 6月10日

第１４回 6月10日

第１５回 6月17日

第１６回 6月17日

第１７回 6月24日

第１８回 6月24日

第１９回 7月1日

第２０回 7月1日

第２１回 7月8日

第２２回 7月8日

第２３回 7月15日

第２４回 7月15日

第２５回 7月22日

第２６回 7月22日

第２７回 7月29日

第２８回 7月29日

第２９回 8月5日

第３０回 8月5日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

2位 1位 60  秀（Ｓ）：100点～90点

2位 1位 10  優（Ａ）： 89点～80点

なし  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 10  可（Ｄ）： 69点～60点

2位 1位 10  不可（Ｅ）:59点以下

2位 1位 10

不合格の場合

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

顔分析、肌トラブルカバー方法、左右対称バランス、ドレスアップに合わせたメイク法を教授する
印象管理、話し方、伝え方について教授する

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

当該科目の教育課程における位置づけは学則上の卒業要件をであるとともに、
将来卒業後に必要な知識・技術を習得する科目。
エステティシャンに相応しいメイクアップの技術を身に付ける
３０分でドレスに合わせたフルメイクができる

受講条件 ＹＩＣ京都ビューティ専門学校ビューティスペシャリスト科エステティシャンコースに在籍していること

メイクアップ応用
ビューティスペシャリスト科
エステティシャンコース

実習 なし

選択 該当なし

 関連前科目 メイクアップ基礎 エステ総合

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

 教科書名 該当なし
メイクアップ道具一式、オリジナルPowerPoint/オリジナルプリ
ント

 設備名・機器名 投影用プロテクター/PC/Ｇｏｏｇｌｅクラスルーム
INFA国際ライセンスHP
http://www.infa-japan.gr.jp/infa/

イメージメイク理論 エレガントメイクについて理解する メイク道具一式

セルフメイク実習２ エレガントイメージにセルフメイクができる メイク道具一式

オリエンテーション 授業の目標・目的、成績評価について理解する/印象管理について理解する メイク道具一式

セルフメイク実習１ 技術チェック・セルフメイク実施 メイク道具一式

ベースメイク実習１ 肌トラブルに合わせたベースメイク方法を理解する メイク道具一式

ベースメイク実習２ 相モデルで肌トラブルをカバーしたベースメイクができる メイク道具一式

セルフメイク実習３ エステティシャンに相応しいフルメイクができる※小テスト メイク道具一式

セルフメイクまとめ 施したメイクのポイント、修正点について説明することができる メイク道具一式

ポイントメイク実習３ モデルの目の形に合わせたアイメイク方法について理解する メイク道具一式

ポイントメイク実習４ モデルの目の形に合わせたアイメイクができる メイク道具一式

ポイントメイク実習１ 骨格に合わせたアイブロウの方法を理解する メイク道具一式

ポイントメイク実習２ モデルに合わせてアイブロウを左右対称に描くことができる メイク道具一式

フルメイク実習１ モデルにエレガントイメージにフルメイクができる（施術者） メイク道具一式

フルメイク実習２ モデルにエレガントイメージにフルメイクができる（被施術者） メイク道具一式

ポイントメイク実習５ リップ・チークのバリエーションについて理解する メイク道具一式

ポイントメイク実習６ モデルのパーツバランスに合わせたリップ・チークを施すことができる メイク道具一式

フルメイク実習５ タイム計測　課題点の発見と改善を行う（施術者） メイク道具一式

フルメイク実習６ タイム計測　課題点の発見と改善を行う（被施術者） メイク道具一式

フルメイク実習３ タイム計測　モデルにエレガントイメージにフルメイクができる（施術者） メイク道具一式

フルメイク実習４ タイム計測　モデルにエレガントイメージにフルメイクができる（被施術者） メイク道具一式

エレガントメイク実習３ モデルのイメージに合わせたフルメイクの課題点が修整できる（施術者） メイク道具一式

エレガントメイク実習４ モデルのイメージに合わせたフルメイクの課題点が修整できる（被施術者） メイク道具一式

エレガントメイク実習１ モデルに似合うドレスを選別し、フルメイクができる（施術者） メイク道具一式

エレガントメイク実習２ モデルに似合うドレスを選別し、フルメイクができる（被施術者） メイク道具一式

期末試験対策１ ３０分でエレガントメイクができる（施術者） メイク道具一式

期末試験対策２ ３０分でエレガントメイクができる（被施術者） メイク道具一式

エレガントメイク実習５ 前回の課題点をふまえたエレガントメイクができる（施術者） メイク道具一式

エレガントメイク実習６ 前回の課題点をふまえたエレガントメイクができる（被施術者） メイク道具一式

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

①成績判定試験：実技試験３０分フルメイク
②小テストの得点を合計し、全体の成績に反映する
④授業態度　提出物及び授業への出席状況を評価する
⑤作品　所定の課題をクラスルームに提出
⑥プレゼンテーション　施したメイクについて顔分析・修正ポイントについて説明が出来ているか

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

①成績判定試験

②確認テスト

成績判定試験１
成績判定試験実施
３０分で所定課題のフルメイクを施し、メイクカルテの作成ができる

メイク道具一式

成績判定試験２
成績判定試験実施
プレゼンテーション　施したメイクのポイント・修正点について説明ができる

メイク道具一式

③課題レポート

④授業態度

➄作品

⑥プレゼンテーション

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 補修、追試の有無等

3.

4. 5. 6.

7. 8.

1 2.

9. 10.

11.

12.

13.

14. 15.

16. 17.

18. 19.

20.

21.
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 ２０２５年度シラバス

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

シラバス作成者 福本真弓
シラバス承認

者
フルネームを記載

福本真弓

https://www.yic-kyoto-beauty.ac.jp/voice/fukumoto/

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

58 ＹＩＣ京都ビューティ専門学校
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 2学年

 授業形態  学期 前期  開講年月 4月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 1  時間数 30 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第１回 4月14日

第２回 4月14日

第３回 4月28日

第４回 4月28日

第５回 5月12日

第６回 5月12日

第７回 6月30日

第８回 7月7日

第９回 7月7日

第１０回 7月14日

第１１回 7月14日

第１２回 7月28日

第１３回 7月28日

第１４回 8月4日

第１５回 8月4日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

2位 3位 1位 90  秀（Ｓ）：100点～90点

2位 1位 10  優（Ａ）： 89点～80点

 良（Ｂ）： 79点～70点

 可（Ｄ）： 69点～60点

 不可（Ｅ）:59点以下

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

この授業では、INFA国際試験に対応した技術指導を通じて、美容業界で必要とされる国際水準のスキルを習得します。ネイルケア・ネイルカラー、
WAX脱毛、バストパックの各分野における正しい手順、使用する用具・化粧品の取り扱い、安全性や衛生管理の基礎を理解し、実技演習を通して応用
力を身につけます。受験対策としての実践的な内容も含まれ、試験本番に向けた総合的な技術力の向上を目指します。

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

INFA国際試験に準拠した技術手順を理解し、正確に実践できるようになる。
各技術（ネイルケア、ネイルカラー、WAX脱毛、バストパック）に必要な用具・商材の名称・特徴・使用方法を習得する。
衛生管理・消毒法・施術時の安全対策について正しい知識を持ち、実践に活かせる。
施術中の姿勢やお客様への配慮、スムーズな動作など、国際試験で求められるプロフェッショナリズムを身につける。

受講条件 エステ基礎　エステ（ボディ）履修程度の知識と技術

パーツケア実習Ⅰ ビューティスペシャリスト科

実習 民間検定

選択必修 INFA国際ライセンス（ボディ）

 関連前科目
エステ基礎　エステ（ボディ）人体の構造と機能　皮膚科学　解
剖生理学Ⅰ　解剖生理学（口述）

エステ（フェイシャル）

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

 教科書名 INFA（technique）テキスト WAX脱毛用ウォーマー/ネイル基礎教材/メイク基礎教材

 設備名・機器名 WAX脱毛用ウォーマー

WAX脱毛　 毛の構造を理解し、正しく安全にWAX脱毛を行う WAX脱毛用ウォーマー

ネイルカラー（ペデュキュア） キューティクルライン、サイド、エッジを意識しムラなくネイルカラーを行う ネイル基礎教材

口頭試問対策 過去の口頭試問の出題傾向を説明し、口頭試問試験のポイントを理解する

バストマッサージ
パック塗布とオフ

乳腺解剖学を学び、パック成分、ODT方法を理解して正しいバストケアを行う

ネイルケア　ネイルカラー
爪の構造を理解し、正しく消毒、ファイル、キューティクルクリーンができるようになる
キューティクルライン、サイド、エッジを意識しムラなくネイルカラーを行う

ネイル基礎教材

メイクアップ基礎　ベースメイ
ク　アイブロウ（前半）

骨格や顔の立体感について学びローライトハイライトを入れる事ができる　骨格にあったアイ
ブロウを描けるようになる（前半）

メイク基礎教材

口頭試問対策（前半） カルテを完成させ、カルテに基づいた口頭試問に答えることができる

口頭試問対策（後半） カルテを完成させ、カルテに基づいた口頭試問に答えることができる

メイクアップ基礎　アイメイク
リップメイク

モデルの目の形（一重、二重、奥二重）に合わせたアイメイクができるようになる　モデルの
リップラインに合わせた魅力的なリップメイクをする事ができる

メイク基礎教材

パーティメイクヘア（前半）
相モデルの骨格やパーソナルカラーを分析し、パーティにふさわしいメイクを30分で行う事が
できるようになる　フィードバックをもらい改善点を見つける。（前半）

メイク基礎教材

メイクアップ基礎　ベースメイ
ク　アイブロウ（後半）

骨格や顔の立体感について学びローライトハイライトを入れる事ができる　骨格にあったアイ
ブロウを描けるようになる（後半）

メイク基礎教材

メイクアップ基礎　アイメイク
リップメイク

モデルの目の形（一重、二重、奥二重）に合わせたアイメイクができるようになる　モデルの
リップラインに合わせた魅力的なリップメイクをする事ができる

メイク基礎教材

期末試験（後半） 期末試験実施（後半） ネイル基礎教材/メイク基礎教材

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

①実技期末試験（配点90点）ネイル：ケア、ファイル、カラーリングの状態で判定（詳細は別紙参照）35点配分
　　　　　　　　　　　　　メイク：左右均等であるか、立体的であるかを判定（詳細は別紙参照）55点配分
②授業態度（配点10％）1コマ欠席：－1点　授業中の私語、居眠り：－3点

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

パーティメイクヘア（後半）　
相モデルの骨格やパーソナルカラーを分析し、パーティにふさわしいメイクを30分で行う事が
できるようになる　フィードバックをもらい改善点を見つける。（後半）

メイク基礎教材

期末試験（前半） 期末試験実施（前半） ネイル基礎教材/メイク基礎教材

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 再試験1回

シラバス作成者 田澤　初美
シラバス承認

者

田澤　初美

①実技期末試験

②授業態度

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

3.

4. 5. 6.

7. 8.

1 2.

9. 10.

11.

12.

13.

14. 15.

16. 17.

18. 19.

20.

21.

1

1
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 2学年

 授業形態  学期 前期  開講年月 4月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 1  時間数 30 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第１回 4月14日

第２回 4月14日

第３回 4月28日

第４回 4月28日

第５回 5月12日

第６回 5月12日

第７回 6月30日

第８回 7月7日

第９回 7月7日

第１０回 7月14日

第１１回 7月14日

第１２回 7月28日

第１３回 7月28日

第１４回 8月4日

第１５回 8月4日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

2位 3位 1位 90  秀（Ｓ）：100点～90点

2位 1位 10  優（Ａ）： 89点～80点

 良（Ｂ）： 79点～70点

 可（Ｄ）： 69点～60点

 不可（Ｅ）:59点以下

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

本授業では、WAX脱毛・ネイルケア・カラー・パーティメイクなどの基礎技術を踏まえ、実践的かつトータルにパーツ（手・足・顔・体）のケアを組み合わせる応
用力を養います。
単独技術にとどまらず、「お客様のシーン・要望・全体バランス」に応じた提案力・実践力・完成度の高い表現力を身につけ、サロン現場で即戦力として活躍で
きる人材を目指します。

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

顧客ニーズ・TPOに合わせたパーツケア（脱毛・ネイル・メイク）の組み合わせ提案ができる。
各技術を高い衛生・安全意識のもとで正確に実施できる。
パーツごとの特徴を理解し、肌・爪・毛の状態に応じた施術アプローチができる。
美的センスやカラー知識を応用し、トータルバランスの取れたパーツケアを提供できる。
モデル対応やロールプレイングを通じ、現場さながらの接客・プレゼンテーション力を身につける。

受講条件 パーツケア実習Ⅰ　履修程度の技術力

パーツケア実習Ⅱ ビューティスペシャリスト科

実習 民間検定

選択必修 INFA国際ライセンス

 関連前科目 パーツケア実習Ⅰ　

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

 教科書名 ネイル基礎教材/メイク基礎教材

 設備名・機器名

ハンドケア＆ネイル②：アート
と時短施術

5本指仕上げ・時短＆アート提案 ネイル基礎教材

フットケア＆ペディキュア①：
足元の印象設計

フットケア衛生・カラー提案 ネイル基礎教材

ガイダンス／応用としてのパー
ツケアとは

自分の強みと課題の整理、TPO別事例紹介

ハンドケア＆ネイル①：ケアと
色選びの応用

肌色・シーンに合わせたネイルデザイン実習 ネイル基礎教材

WAX脱毛②：腕・脚・ボディ部位
別応用

状態に合わせた声かけ・冷却対応 WAX脱毛ウォーマー

カラープランニング：全体の調
和と提案力

顔色・爪色・メイク色の統一感演習 メイク基礎教材

フットケア＆ペディキュア②：
季節感の演出

サンダル映えカラー＆パーツアレンジ ネイル基礎教材

WAX脱毛①：顔周り・眉・鼻下の
ケア応用

安全なWAX操作と形づくりの練習 WAX脱毛ウォーマー

シーン別パーツケア実習①（お
呼ばれ系）

ネイル＋メイク＋手肌ケアのトータル提案 メイク基礎教材/ネイル基礎教材

シーン別パーツケア実習②（リ
ゾート系）

肌見せ対応のWAX・ペディ・メイク構成演習 メイク基礎教材/ネイル基礎教材

パーティメイク①：華やかさ×
自然さのバランス

トレンドメイクとアイメイク重点練習 メイク基礎教材

パーティメイク②：イベント
別・シーン別演出

顔立ち別＆衣装別の提案演習 メイク基礎教材

期末試験実施 トータルケア実演＆口頭解説、相互評価 ネイル基礎教材/メイク基礎教材

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

①実技期末試験（配点90点）ネイル：ケア、ファイル、カラーリングの状態で判定（詳細は別紙参照）35点配分
　　　　　　　　　　　　　メイク：左右均等であるか、立体的であるかを判定（詳細は別紙参照）55点配分
②授業態度（配点10％）1コマ欠席：－1点　授業中の私語、居眠り：－3点

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

モデル実習①：施術＋プレゼン
テーション

モデルを使った全体ケア・解説プレゼン メイク基礎教材

モデル実習②：応用提案のロー
ルプレイング

カウンセリング→施術→説明を一貫して実施 メイク基礎教材

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 再試験1回まで

シラバス作成
者

田澤　初美
シラバス承認

者
フルネームを記載

田澤　初美

学校ＨＰ内の実務経験教員の紹介ページのリンクを記載

①実技期末試験

②授業態度

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

3.

4. 5. 6.

7. 8.

1 2.

9. 10.

11.

12.

13.

14. 15.

16. 17.

18. 19.

20.

21.
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 2学年

 授業形態  学期 前期  開講年月 4月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 1  時間数 30 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第1回 ○月○日

第　2回 ○月○日

第　3回 ○月○日

第　4回 ○月○日

第　5回 ○月○日

第　6回 ○月○日

第　7回 ○月○日

第　8回 ○月○日

第　9回 ○月○日

第　10回 ○月○日

第　11回 ○月○日

第　12回 ○月○日

第　13回 ○月○日

第　14回 ○月○日

第　15回 ○月○日

第　回 ○月○日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

2位 1位 70  秀（Ｓ）：100点～90点

15  優（Ａ）： 89点～80点

なし  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 15  可（Ｄ）： 69点～60点

なし  不可（Ｅ）:59点以下

なし

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

イメージメイク応用 ビューティスペシャリスト科

実習 該当なし

選択 該当なし

 教科書名 該当なし
メイクアップ道具一式、オリジナルPowerPoint/オリジナルプリン
ト

 設備名・機器名 投影用プロテクター/PC 該当なし

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

メイクカルテを活用し理解力を高める・フォトコンテスト時の創造力、テクニックの向上に役立つ

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

フォトコンテストのテーマに合わせたメイクを創造することが出来る。イメージメイクで学んだ知識を活かし技術を行う事でメイク表現の違いを理解
する。様々なヘアメイクを表現し現場で活かせる応用技法を身に付ける。

受講条件 YIC京都ビューティ専門学校ビューティスペシャリスト科に在籍していること。

顔分析メイク① 横・内心・外心の顔分析を理解しメイクが出来る メイク道具一式

顔分析メイク② 縦・内心・外心の顔分析を理解しメイクが出来る メイク道具一式

 関連前科目 該当なし 該当なし

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

モードメイクアイカラー① アイカラーの中抜きテクニックを実践する事が出来る メイク道具一式

モードメイクアイカラー② アイカラーの目頭抜きテクニックを実践する事が出来る メイク道具一式

顔分析メイク➂ 上方、下方の顔分析を理解しメイクが出来る メイク道具一式

顔分析メイクまとめ 顔分析によるメイクの実施 メイク道具一式

モードメイクアイライン① アイラインのスリムラインとオープンアイのテクニックを実践することが出来る メイク道具一式

モードメイクアイライン② アイラインのキャッツアイとアーモンドアイのテクニックを実践することが出来る メイク道具一式

モードメイクアイカラー➂ アイカラーのシャープテクニックを実践する事が出来る メイク道具一式

モードメイクアイカラー④ アイカラーのラウンドテクニックを実践する事が出来る メイク道具一式

コンテスト応募作品作り➂ イメージ収集、チェック、メイク実施 メイク道具一式

コンテスト応募作品作り④ 最終確認 メイク道具一式

コンテスト応募作品作り① イメージ収集、チェック、メイク実施 メイク道具一式

コンテスト応募作品作り② イメージ収集、チェック、メイク実施 メイク道具一式

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

①成績判定試験：実技試験３０分フルメイク
②小テストの得点を合計し、全体の成績に反映する
④授業態度　提出物及び授業への出席状況を評価する
上記評価点数を下表の配分％で按分し総合点６０点以上を合格とする

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

①成績判定試験

②確認テスト

撮影（コンテスト応募用） コンテストエントリー メイク道具一式

↓以降は行数を増やす。 メイク道具一式

シラバス作成
者

奥谷千晴
シラバス承認

者
フルネームを記載

フルネームを記載

学校ＨＰ内の実務経験教員の紹介ページのリンクを記載

③課題レポート

④授業態度

➄作品

⑥プレゼンテーション

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 補修、追試の有無等

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

3.

4. 5. 6.

7. 8.

1 2.

9. 10.

11.

12.

13.

14. 15.

16. 17.

18. 19.

20.

21.

6.

10.6.

10.
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 1学年

 授業形態  学期 後期  開講年月 9月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 1  時間数 30 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第1回 9月29日

第2回 10月6日

第3回 10月20日

第4回 10月27日

第5回 11月10日

第6回 11月17日

第7回 12月1日

第8回 12月8日

第9回 12月15日

第10回 12月22日

第11回 1月19日

第12回 2月2日

第13回 2月9日

第14回 2月10日

第15回 2月16日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

1位 2位 70  秀（Ｓ）：100点～90点

2位 2位 15  優（Ａ）： 89点～80点

なし  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 15  可（Ｄ）： 69点～60点

なし  不可（Ｅ）:59点以下

なし

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

サービス接遇特論 ビューティスペシャリスト科

講義 民間検定

選択
サービス接遇検定2級

サービス接遇検定準1級

 教科書名
サービス接遇検定 ２級公式テキスト公益財団法人 実務技能検定協会
サービス接遇検定1-2級 実問題集 （第52回～第58回）

オリジナルプリント

 設備名・機器名 ホワイトボード
公益財団法人 実務技能検定協会
https://jitsumu-kentei.jp/SV/index

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

ビューティ業界で働くにあたり必要な心構えと基本的なサービス接遇マナーを教授する
当該内容は卒業後、社会人としての立ち居振る舞いに役立つ

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

当該科目の教育課程における位置づけは学則上の卒業要件をであるとともに、
Diploma Policyの要件を満たす科目
サービス接遇２級試験、サービス接遇準１級試験合格相当の知識を身に付ける
社会人基礎力の向上を目指し、基本的な接客、接遇マナーを身に付ける

受講条件 YIC京都ビューティ専門学校ビューティスペシャリスト科に在籍していること。

オリエンテーション 授業の概要、評価について理解する

2級試験対策１ 2級試験課題を解くことができる

 関連前科目 該当なし サービス接遇特論

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

準1級試験対策１ 準1級試験課題について理解する

準1級試験対策２ 準1級試験課題接客ロールプレイングを実施し、接遇者としての基本対応ができる

2級試験対策２ 2級試験課題を解くことができる（第2回の課題の改善）

2級試験対策３ 2級試験模擬試験実施。合格基準に達することができる

準1級試験対策５
模擬試験実施
準1級試験合格基準に達することができる

所作実習 物の渡し方、受け方について理解し、実践することができる

準1級試験対策３
準1級試験課題接客ロールプレイングを実施し、接遇者としての基本対応ができる（第6回課題
の改善）

準1級試験対策４
準1級試験課題接客ロールプレイングを実施し、接遇者としての基本対応ができる（第７回課
題の改善）

企業リサーチ 職業別企業リサーチができる

文章作成 企業研究発表のシナリオ作成ができる

敬語・言葉遣い１ 正しい敬語について理解する

敬語・言葉遣い２ 正しい敬語で話すことができる

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

出席率８０％以上及び
①成績判定試験　実技試験
②確認テスト　小テストの得点を合計し、全体の成績に反映する
④授業態度　提出物及び授業への出席状況を評価する
上記評価点数を下表の配分％で按分し総合点６０点以上を合格とする

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

①成績判定試験

②確認テスト

成績判定試験 実技試験：正しい敬語を用いて所定課題について話すことができる

シラバス作成者 福本真弓
シラバス承認

者
フルネームを記載

城戸さち子

学校ＨＰ内の実務経験教員の紹介ページのリンクを記載

③課題レポート

④授業態度

➄作品

⑥プレゼンテーション

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 補修、追試の有無等

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

3.

4. 5. 6.

7. 8.

1 2.

9. 10.

11.

12.

13.

14. 15.

16. 17.

18. 19.

20.

21.

11.

12.

13.

14. 15.

16. 17.

18. 19.

20.

13.

14. 15.

13.

14. 15.
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 2学年

 授業形態  学期 後期  開講年月 9月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 1  時間数 30 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第1回 9月30日

第2回 10月6日

第3回 10月14日

第4回 10月21日

第5回 10月28日

第6回 11月4日

第7回 11月11日

第8回 11月18日

第9回 11月25日

第10回 12月2日

第11回 12月9日

第12回 12月16日

第13回 1月20日

第14回 1月27日

第15回 2月3日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

30  秀（Ｓ）：100点～90点

該当なし  優（Ａ）： 89点～80点

２位 １位 50  良（Ｂ）： 79点～70点

２位 １位 20  可（Ｄ）： 69点～60点

２位 １位 該当なし  不可（Ｅ）:59点以下

該当なし

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

基本IT技術 ビューティスペシャリスト科

講義 該当なし

選択 該当なし

 教科書名
よくわかる Microsoft Word 2024 & Microsoft Excel 2024 &
Microsoft PowerPoint 2024

オリジナルプリント

 設備名・機器名 学生用パソコン/教員用パソコン/投影用プロジェクター
マイクロソフトHP
https://www.microsoft.com/ja-jp/microsoft-365/free-office-
online-for-the-web

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

Excel、Wordの基本的な操作方法を教授する

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

Excelを使って商品の管理や売上の計算、平均・合計などの関数が使えるようになる。

Wordを使ってお客様への案内文や文書を適切に作成できるようになる。

受講条件 ＹＩＣ京都ビューティ専門学校ﾋﾞｭｰﾃｨｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ科に1年以上在籍していること

ガイダンス・ICTの基礎知識 授業の進め方を理解し、Excel・Wordの目的を知る
よくわかる Microsoft Word
2024 & Microsoft Excel 2024 &
Microsoft PowerPoint 2024

Excelの基本操作（セル・シー
ト・入力・書式）

表計算ソフトの基本的な操作ができるようになる
よくわかる Microsoft Word
2024 & Microsoft Excel 2024 &
Microsoft PowerPoint 2024

 関連前科目 該当なし 該当なし

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

関数①：SUM、AVERAGE、MAX、
MIN

基本的な関数を使って集計ができる
よくわかる Microsoft Word
2024 & Microsoft Excel 2024 &
Microsoft PowerPoint 2024

関数②：IF関数の基礎 条件によって異なる処理ができるようになる
よくわかる Microsoft Word
2024 & Microsoft Excel 2024 &
Microsoft PowerPoint 2024

表の作成と書式設定（罫線、セ
ルの結合、文字装飾）

美しく整った表を作成できるようになる
よくわかる Microsoft Word
2024 & Microsoft Excel 2024 &
Microsoft PowerPoint 2024

四則演算の入力（+, -, *, /）
と相対参照・絶対参照

数式の基本と参照の考え方を理解する
よくわかる Microsoft Word
2024 & Microsoft Excel 2024 &
Microsoft PowerPoint 2024

印刷設定とページレイアウト 見やすく印刷できるように設定できる
よくわかる Microsoft Word
2024 & Microsoft Excel 2024 &
Microsoft PowerPoint 2024

Wordの基本操作（文字入力、編
集、保存）

文書作成ソフトの基本が身につく
よくわかる Microsoft Word
2024 & Microsoft Excel 2024 &
Microsoft PowerPoint 2024

商品管理表の作成（在庫数、単
価、売上計算）

実用的な表を作成し、合計や平均を求められる
よくわかる Microsoft Word
2024 & Microsoft Excel 2024 &
Microsoft PowerPoint 2024

グラフの作成（棒グラフ、円グ
ラフ）

売上や在庫のデータを視覚的に表現できる
よくわかる Microsoft Word
2024 & Microsoft Excel 2024 &
Microsoft PowerPoint 2024

ビジネス文書の作成①（顧客向
けの案内文：構成）

目的に応じた文章の構成を理解する
よくわかる Microsoft Word
2024 & Microsoft Excel 2024 &
Microsoft PowerPoint 2024

ビジネス文書の作成②（顧客向
けの案内文：完成）

案内文を実際に作成し完成できる
よくわかる Microsoft Word
2024 & Microsoft Excel 2024 &
Microsoft PowerPoint 2024

書式設定（フォント、段落、行
間、余白）

読みやすく整った文書に仕上げられる
よくわかる Microsoft Word
2024 & Microsoft Excel 2024 &
Microsoft PowerPoint 2024

表の挿入と編集 案内文に表を組み込んで見やすくできる
よくわかる Microsoft Word
2024 & Microsoft Excel 2024 &
Microsoft PowerPoint 2024

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

出席率８０％以上及び
①成績判定試験課題　Excel・Wordを活用した成果物を作成する
③課題　授業毎の課題の提出
④授業態度　提出物及び授業への出席状況を評価する

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

①成績判定試験

②確認テスト

総まとめ・課題発表・振り返り Excel・Wordを活用した成果物を発表し、学びを定着させる
よくわかる Microsoft Word
2024 & Microsoft Excel 2024 &
Microsoft PowerPoint 2024

シラバス作成者 福本真弓
シラバス承認

者
フルネームを記載

佐川奈都子

該当なし

③課題

④授業態度

➄作品

⑥プレゼンテーション

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 再試験１回

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

3.

4. 5. 6.

7. 8.

1 2.

9. 10.

11.

12.

13.

14. 15.

16. 17.

18. 19.

20.

21.

21.
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 1学年

 授業形態  学期 後期  開講年月 10月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 1  時間数 30 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第1回 9月29日

第2回 10月6日

第3回 10月20日

第4回 10月27日

第5回 11月10日

第6回 11月17日

第7回 12月1日

第8回 12月8日

第9回 12月15日

第10回 12月22日

第11回 1月19日

第12回 1月26日

第13回 2月2日

第14回 2月9日

第15回 2月16日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

1位 2位 70  秀（Ｓ）：100点～90点

なし  優（Ａ）： 89点～80点

2位 1位 25  良（Ｂ）： 79点～70点

なし  可（Ｄ）： 69点～60点

なし  不可（Ｅ）:59点以下

2位 1位 5

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

キャリアデザイン ビューティスペシャリスト科

講義

必修 該当資格なし

 教科書名 未来ノート、NAVIノート PowerPoint、内定ロードマップ

 設備名・機器名 プロジェクター 特になし

 科目の概要 個人ワーク、グループワークを通して自分への洞察を深め、仕事全般についての理解を高めて、仕事選択ができるようになる。

 科目の到達目標
1.自分を知る事で「やりたい事」「出来る事」「将来像」を明確にしていく。
2.希望する企業に自分の強みが伝えられるよう、プレゼンテーション能力を身につける。
3.社会人として必要なコミュニケーション能力を身につける			。						

受講条件 出席率80％以上が前提となる。

オリエンテーション 就活の流れ、シラバス、NAVIノートの説明、マイナビ・リクナビの登録、就職先希望調査 未来ノート、就活NAVIノート

キャリアマップ登録会 キャリアマップ登録 未来ノート、就活NAVIノート

 関連前科目 特になし 特になし

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

自己理解Ⅲ
（ジョハリの窓）

「自分から見た自分」と「他人から見た自分」についての気づきを得て自己理解を深める 未来ノート、就活NAVIノート

自己PR文をつくろう 自己分析の結果を他己分析の結果を元に自己PR文を作成する 未来ノート、就活NAVIノート

自己理解Ⅰ（私の大切なもの探
し、ネガポジマップ）

自分の価値観を知る　「自己イメージ」を言語化・明確化する 未来ノート、就活NAVIノート

自己理解Ⅱ
（過去を振り返ろう）

過去のライフイベントを振り返り、自分らしさや「やる気」を形づくってるものについて洞察
を深める

未来ノート、就活NAVIノート

仕事理解Ⅱ
（企業研究発表）

企業の人事担当者として、グループごとに調べた企業のプレゼンをする 未来ノート、就活NAVIノート

履歴書の書き方 履歴書の書き方、就職活動に必要な書類の書き方を学ぶ 就活NAVIノート

敬語、ビジネススキルを学ぶ
（外部講師　ジョブパーク）

敬語の基本、ビジネススキルを習得する 未来ノート、就活NAVIノート

仕事理解Ⅰ
（企業研究グループワーク）

グループごとに企業を調査し、業界把握や具体的な企業情報検索方法を学ぶ 未来ノート、就活NAVIノート

志望動機を書いてみよう 志望動機の書き方を学ぶ 就活NAVIノート

模擬面接
（外部講師　キャリア形成）

講義でグループ面接について学び、実践する 就活NAVIノート

合同企業説明会事前セミナー 合同企業説明会前の諸注意、所作について学ぶ 就活NAVIノート

合同企業説明会 合同企業説明会（京都テルサ） 就活NAVIノート

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

単位認定
・総合成績60%点・出席率80％以上
・定期試験70％成績判定①成績判定試験（筆記試験：記述式11問30点、最低記述要件3行以上、選択問題5問10点と模擬面接30点試験時間90分の計70点満点）②課題レポート
25％、③グループでのプレゼンテーション5％を勘案して総合評価を行う。

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

①成績判定試験

②確認テスト

後期試験 後期試験（筆記試験、面接）

シラバス作成者 土井　宏美
シラバス承認

者
澤　智春

森田　有香

③課題レポート

④授業態度

➄作品

⑥プレゼンテーション

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 補修、追試の有無等

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

3.

4. 5. 6.

7. 8.

1 2.

9. 10.

11.

12.

13.

14. 15.

16. 17.

18. 19.

20.

21.

14.

16.
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 2学年

 授業形態  学期 後期  開講年月 9月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 1  時間数 30 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第１回 ○月○日

第２回 ○月○日

第３回 ○月○日

第４回 ○月○日

第５回 ○月○日

第６回 ○月○日

第７回 ○月○日

第８回 ○月○日

第９回 ○月○日

第１０回 ○月○日

第１１回 ○月○日

第１２回 ○月○日

第１３回 ○月○日

第１４回 ○月○日

第１５回 ○月○日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

2位 １位 50  秀（Ｓ）：100点～90点

なし  優（Ａ）： 89点～80点

なし  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 10  可（Ｄ）： 69点～60点

なし  不可（Ｅ）:59点以下

2位 １位 40

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

プレゼンテーション ビューティスペシャリスト科

講義 なし

選択 該当なし

 教科書名 該当なし オリジナルPowerPoint/オリジナルプリント

 設備名・機器名 投影用プロジェクター/講師用PC
リクルートホームページ
https://www.recruit-ms.co.jp/glossary/dtl/0000000174/

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

話し方や立ち居振る舞い、資料作成、自己PR方法など、効果的なプレゼンテーションスキルを教授する
当該内容は現場での商品説明等の接客販売の際に役立つ

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

プレゼンテーションの基本構成と話し方の技術を理解し、実践できる
身だしなみや表情、ボディランゲージの重要性を理解し、適切に使いこなせる
自己紹介や作品紹介、企画提案などのプレゼンを自ら構成・実演できる

受講条件 ＹＩＣ京都ビューティ専門学校ビューティスペシャリスト科に在籍していること

オリエンテーション
授業の目標・目的、成績評価について理解する
プレゼンテーションとは何かを理解する

話し方の基本 基本的な声の出し方、滑舌、話すスピードについて理解する

 関連前科目 該当なし サロン運営Ⅰ

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

プレゼンテーションの構成２ SDS法、PREP法を理解する

自己紹介プレゼンテーション１ 自己紹介の台本作成をすることができる

非言語コミュニケーション 表情、姿勢、視線の重要性について理解する

プレゼンテーションの構成１ 導入、展開、まとめの構成を理解する

商品プレゼンテーション２ プレゼンテーション内容のビジネスプランを作成することができる

商品プレゼンテーション３ プレゼンテーション内容についてマーケティングを行うことができる

自己紹介プレゼンテーション２ 第6回の台本を元に発表を行う。発表者のフィードバックができる

商品プレゼンテーション１ プレゼンテーションの内容を選定、アピールポイントを作成することができる

商品プレゼンテーション６ お気に入り商品台本作成ができる

商品プレゼンテーション７ プレゼンテーションリハーサルを実施する

商品プレゼンテーション４ プレゼンテーションに必要な資料作成ができる

商品プレゼンテーション５ プレゼンテーションに必要な資料作成ができる（第11回の課題点の改善）

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

出席率８０％以上及び
①成績判定試験　導入、展開、まとめの構成で台本作成ができる
④授業態度　提出物及び出席状況を成績に反映する
⑥プレゼンテーション　お気に入り商品のプレゼンテーションができる
上記評価点数を下表の配分％で按分し総合点６０点以上を合格とする

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

①成績判定試験

②確認テスト

成績判定試験 成績判定試験：お気に入り商品のプレゼンテーション

シラバス作成者 フルネームを記載
シラバス承認

者
フルネームを記載

フルネームを記載

学校ＨＰ内の実務経験教員の紹介ページのリンクを記載

③課題レポート

④授業態度

➄作品

⑥プレゼンテーション

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 補修、追試の有無等

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

3.

4. 5. 6.

7. 8.

1 2.

9. 10.

11.

12.

13.

14. 15.

16. 17.

18. 19.

20.

21.
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 1学年

 授業形態  学期 前期  開講年月 4月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 1  時間数 30 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第１回 4月14日

第２回 4月21日

第３回 4月28日

第４回 5月12日

第５回 5月19日

第６回 5月26日

第７回 6月2日

第８回 6月9日

第９回 6月16日

第１０回 6月23日

第１１回 6月30日

第１２回 7月7日

第１３回 7月14日

第１４回 7月28日

第１５回 8月4日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

1位 2位 70  秀（Ｓ）：100点～90点

2位 2位 10  優（Ａ）： 89点～80点

なし  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 20  可（Ｄ）： 69点～60点

なし  不可（Ｅ）:59点以下

なし

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 再試験１回

シラバス作成者 福本真弓
シラバス承認

者

上川華代

該当なし

①成績判定試験

②確認テスト

③課題レポート

④授業態度

➄作品

⑥プレゼンテーション

成績判定試験
成績判定試験実施
目標：縦書き、横書きの用紙に的確な大きさで的確な正しい字を書くことができる

硬筆書写検定3級合格のポイント
ペン習字ハンドブック
無地レポート用紙B5
ゲルインクボールペン黒0.5

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

出席率８０％以上及び
成績判定試験：筆記試験　５０分
確認テスト：小テストの得点を合計し、全体の成績に反映する
授業態度：授業への出席状況及び態度を評価する
上記評価点数を下表の配分％で按分し総合点６０点以上を合格とする

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

お礼状の書き方 お客様へのお礼状をバランスよく美しく書くことができる

硬筆書写検定3級合格のポイント
ペン習字ハンドブック
無地レポート用紙B5
ゲルインクボールペン黒0.5

硬筆書写まとめ １～13回の授業を復習し理解度を高める

硬筆書写検定3級合格のポイント
ペン習字ハンドブック
無地レポート用紙B5
ゲルインクボールペン黒0.5

添え状の書き方 就職活動、インターンシップに向けた添え状をバランスよく美しく書くことができる

硬筆書写検定3級合格のポイント
ペン習字ハンドブック
無地レポート用紙B5
ゲルインクボールペン黒0.5

履歴書の書き方 就職活動の履歴書をバランスよく美しく書くことができる

硬筆書写検定3級合格のポイント
ペン習字ハンドブック
無地レポート用紙B5
ゲルインクボールペン黒0.5

縦書きの基礎・基本Ⅰ 縦書きの正しい書き方について理解する

硬筆書写検定3級合格のポイント
ペン習字ハンドブック
無地レポート用紙B5
ゲルインクボールペン黒0.5

縦書きの基礎・基本Ⅱ 縦書きで手書き文字をバランスよく書くことができる

硬筆書写検定3級合格のポイント
ペン習字ハンドブック
無地レポート用紙B5
ゲルインクボールペン黒0.5

行書の基礎・基本Ⅰ 行書の書き方について理解する

硬筆書写検定3級合格のポイント
ペン習字ハンドブック
無地レポート用紙B5
ゲルインクボールペン黒0.5

行書の基礎・基本Ⅱ 行書で手書き文字をバランスよく書くことができる

硬筆書写検定3級合格のポイント
ペン習字ハンドブック
無地レポート用紙B5
ゲルインクボールペン黒0.5

平仮名・片仮名の基礎・基本Ⅱ 平仮名・片仮名を手書き文字でバランスよく書くことができる

硬筆書写検定3級合格のポイント
ペン習字ハンドブック
無地レポート用紙B5
ゲルインクボールペン黒0.5

横書きの基礎・基本 横書きの正しい書き方を理解する

硬筆書写検定3級合格のポイント
ペン習字ハンドブック
無地レポート用紙B5
ゲルインクボールペン黒0.5

楷書の基礎・基本Ⅱ 楷書で手書き文字をバランスよく書くことができる

硬筆書写検定3級合格のポイント
ペン習字ハンドブック
無地レポート用紙B5
ゲルインクボールペン黒0.5

平仮名・片仮名の基礎・基本Ⅰ 平仮名・片仮名の正しい書き方を理解する

硬筆書写検定3級合格のポイント
ペン習字ハンドブック
無地レポート用紙B5
ゲルインクボールペン黒0.5

オリエンテーション
学習目標、内容を理解する
美しい文字を書く基本を理解する

硬筆書写検定3級合格のポイント
ペン習字ハンドブック
無地レポート用紙B5
ゲルインクボールペン黒0.5

楷書の基礎・基本Ⅰ 楷書の基礎について理解する

硬筆書写検定3級合格のポイント
ペン習字ハンドブック
無地レポート用紙B5
ゲルインクボールペン黒0.5

 関連前科目 該当なし サロン運営Ⅰ

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

 教科書名
硬筆書写検定3級合格のポイント　(令和7年度版)製造元 : 日本習字普及
協会
ペン習字ハンドブック　著者川端比侶子Ｂ5判104頁

無地レポート用紙B5/ゲルインクボールペン黒0.5

 設備名・機器名 ホワイトボード
一般財団法人 日本書写技能検定協会
https://www.nihon-shosha.or.jp/pen.html

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

硬筆書写の基礎的な技術及び知識を教授する
当該内容は就職活動、現場での接客応対の際に役立つ

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

当該授業の教育課程における位置付けは、将来卒業後に必要な知識、技術として位置づける。
履歴書、お客様への手紙やお礼状、ご案内などを美しくバランスのよい手書き文字がかける

受講条件 YIC京都ビューティ専門学校ビューティスペシャリスト科に在籍していること。

硬筆書写 ビューティスペシャリスト科

講義 該当なし

選択 該当なし

3.

4. 5. 6.

7. 8.

1 2.

9. 10.

11.

12.

13.

14. 15.

16.

18. 19.

20.

21.
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 2学年

 授業形態  学期 前期  開講年月 4月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 2  時間数 60 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第1回 4月18日

第2回 4月18日

第3回 4月25日

第4回 4月25日

第5回 5月9日

第6回 5月9日

第7回 5月16日

第8回 5月16日

第9回 5月23日

第10回 5月23日

第11回 5月30日

第12回 5月30日

第13回 6月6日

第14回 6月6日

第15回 6月13日

第16回 6月13日

第17回 6月20日

第18回 6月20日

第19回 6月27日

第20回 6月27日

第21回 7月4日

第22回 7月4日

第23回 7月11日

第24回 7月11日

第25回 7月18日

第26回 7月18日

第27回 7月24日（木）

第28回 7月24日（木）

第29回 7月31日（木）

第30回 7月31日（木）

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

2位 1位 25  秀（Ｓ）：100点～90点

2位 1位 25  優（Ａ）： 89点～80点

1位 2位 25  良（Ｂ）： 79点～70点

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

サロン運営における企画、運営、接客、施術について教授する
当該内容は現場での接客、施術に役立つ

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

当該科目の教育課程における位置づけは学則上の卒業要件をであるとともに、将来卒業後に必要な知識・技術を習得する科目。
お客様に満足していただける施術内容を考えて施術することができる
サロン運営の企画・運営を組織的に実施することができる

受講条件 YIC京都ビューティ専門学校ビューティスペシャリスト科2年生に在籍していること

サロン運営Ⅰ
ビューティスペシャリスト科

ネイリストコース

実習 なし

選択 該当なし

 関連前科目 ネイルⅠ・ネイルⅡ・ネイルⅢ・ネイルⅣ サロン運営Ⅱ

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

 教科書名 該当なし オリジナルPowerPoint／オリジナルプリント

 設備名・機器名 フットチェア https://www.yic-kyoto-beauty.ac.jp/blog

サロン考案Ⅱ サロンメニュー内容を考案することができる
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

サロン考案Ⅲ サロン施術内容を考案することができる
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

オリエンテーション
授業の目的、目標、評価方法について理解する オリジナルプリント

オリジナルPowerPoint

サロン考案Ⅰ 事業計画書を作成することができる
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

サロン広告Ⅲ メニュー内容施術（施術者）
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

サロン技術Ⅰ メニュー内容施術（被施術者）
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

サロン広告Ⅰ パンフレット、ペーパーアイテムを作成することができる
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

サロン広告Ⅱ パンフレット発送準備ができる
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

サロン技術Ⅳ 合同サロンメニューのタイム計測を行い、問題点の発見ができる（施術者）
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

サロン技術Ⅴ 合同サロンメニューのタイム計測を行い、問題点の発見ができる（被施術者）
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

サロン技術Ⅱ 接客、施術技術チャック（施術者）
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

サロン技術Ⅲ 接客、施術技術チャック（被施術者）
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

プレオープンⅠ サロン営業準備を行う
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

プレオープンⅡ 教職員をモデルにサロンメニューの施術ができる
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

サロン技術Ⅵ 合同サロンメニュー施術の問題点の改善ができる（施術者）
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

サロン技術Ⅶ 合同サロンメニュー施術の問題点の改善ができる（被施術者）
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

サロン営業Ⅰ① 営業1日目　ご予約いただいたお客様に施術を行う
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

サロン営業Ⅰ② 営業1日目　施術アンケートをご記入いただき、次回の課題点の発見を行う
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

オープン準備Ⅰ プレオープンでの課題点、改善点の共有を行う
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

オープン準備Ⅱ お出迎え～お見送りまでの流れを実施する
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

サロン営業Ⅲ① 営業３日目　ご予約いただいたお客様に施術を行う
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

サロン営業Ⅲ② 営業３日目　施術アンケートをご記入いただき、次回の課題点の発見を行う
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

サロン営業Ⅱ① 営業２日目　ご予約いただいたお客様に施術を行う
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

サロン営業Ⅱ② 営業２日目　施術アンケートをご記入いただき、次回の課題点の発見を行う
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

サロン営業Ⅴ① 1年生合同授業①　モデルにサロンメニューの施術ができる
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

サロン営業Ⅴ② 1年生合同授業①　施術評価を元に課題点の発見を行う
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

サロン営業Ⅳ① 営業４日目　ご予約いただいたお客様に施術を行う
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

サロン営業Ⅳ② 営業４日目　施術アンケートをご記入いただき、次回の課題点の発見を行う
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

出席率８０％以上及び
①接客技術：お客様の声、接客、施術姿勢を評価する
②課題レポート：サロン運営を通じて達成したこと、課題点、今後の目標を600字以上800字以内で述べることができる
③授業態度：提出物及び授業への出席状況を評価する
④サロン貢献度：施術数、予約数を成績に反映する
上記評価点数を下表の配分％で按分し総合点６０点以上を合格とする

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

①接客技術

②課題レポート

サロン営業Ⅵ① 1年生合同授業②　モデルにサロンメニューの施術ができる
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

サロン運営まとめ サロン運営振り返りを行い、レポート提出（成績評価）ができる
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

③授業態度

3.

4. 5. 6.

7. 8.

1 2.

9. 10.

11.

12.

13.

14. 15.

16. 17.

18. 19.

20.

21.
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 ２０２５年度シラバス

1位 2位 25  可（Ｄ）： 69点～60点

なし  不可（Ｅ）:59点以下

なし

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

シラバス作成
者

福本真弓
シラバス承認

者
フルネームを記載

新宮恵理菜

該当なし

④サロン貢献度

➄作品

⑥プレゼンテーション

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 補修、追試の有無等

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 2学年

 授業形態  学期 前期  開講年月 4月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 2  時間数 60 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第1回 4月25日

第2回 4月25日

第3回 5月9日

第4回 5月9日

第5回 5月16日

第6回 5月16日

第7回 5月22日（木）

第8回 5月22日（木）

第9回 5月23日

第10回 5月23日

第11回 5月30日

第12回 5月30日

第13回 6月6日

第14回 6月6日

第15回 6月13日

第16回 6月13日

第17回 6月19日（木）

第18回 6月19日（木）

第19回 6月20日

第20回 6月20日

第21回 6月27日

第22回 6月27日

第23回 7月4日

第24回 7月4日

第25回 7月11日

第26回 7月11日

第27回 7月18日

第28回 7月18日

第29回 7月25日

第30回 7月25日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

2位 1位 25  秀（Ｓ）：100点～90点

2位 1位 25  優（Ａ）： 89点～80点

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

出席率８０％以上及び
①接客技術：お客様の声、接客、施術姿勢を評価する
②課題レポート：サロン運営を通じて達成したこと、課題点、今後の目標を600字以上800字以内で述べることができる
③授業態度：提出物及び授業への出席状況を評価する
④サロン貢献度：施術数、予約数を成績に反映する
上記評価点数を下表の配分％で按分し総合点６０点以上を合格とする

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

①接客技術

②課題レポート

サロン営業Ⅵ① 営業６日目　ご予約いただいたお客様に施術を行う オリジナルプリント

サロン運営まとめ
営業６日目　施術アンケートをご記入いただき、サロン営業全体の振り返りを行う
レポート提出（成績評価）

オリジナルプリント

サロン営業Ⅴ① 営業５日目　ご予約いただいたお客様に施術を行う オリジナルプリント

サロン営業Ⅴ② 営業５日目　施術アンケートをご記入いただき、次回の課題点の発見を行う オリジナルプリント

サロン営業Ⅳ① 営業４日目　ご予約いただいたお客様に施術を行う オリジナルプリント

サロン営業Ⅳ② 営業４日目　施術アンケートをご記入いただき、次回の課題点の発見を行う オリジナルプリント

サロン営業Ⅲ① 営業３日目　ご予約いただいたお客様に施術を行う オリジナルプリント

サロン営業Ⅲ② 営業３日目　施術アンケートをご記入いただき、次回の課題点の発見を行う オリジナルプリント

サロン営業Ⅱ① 営業２日目　ご予約いただいたお客様に施術を行う オリジナルプリント

サロン営業Ⅱ② 営業２日目　施術アンケートをご記入いただき、次回の課題点の発見を行う オリジナルプリント

サロン営業Ⅰ① 営業1日目　ご予約いただいたお客様に施術を行う オリジナルプリント

サロン営業Ⅰ② 営業1日目　施術アンケートをご記入いただき、次回の課題点の発見を行う オリジナルプリント

オープン準備Ⅰ プレオープンでの課題点、改善点の共有を行う オリジナルプリント

オープン準備Ⅱ お出迎え～お見送りまでの流れを実施する オリジナルプリント

プレオープンⅠ サロン営業準備を行う オリジナルプリント

プレオープンⅡ 教職員をモデルにサロンメニューの施術ができる オリジナルプリント

サロン技術Ⅵ サロンメニュー施術の問題点の改善ができる（施術者） オリジナルプリント

サロン技術Ⅶ サロンメニュー施術の問題点の改善ができる（被施術者） オリジナルプリント

サロン技術Ⅳ サロンメニューのタイム計測を行い、問題点の発見ができる（施術者） オリジナルプリント

サロン技術Ⅴ サロンメニューのタイム計測を行い、問題点の発見ができる（被施術者） オリジナルプリント

サロン技術Ⅱ 相モデルでサロンメニューの施術を行う（施術者） オリジナルプリント

サロン技術Ⅲ 相モデルでサロンメニューの施術を行う（被施術者） オリジナルプリント

サロン広告Ⅲ パンフレットを発送することができる。300件以上ポスティングができる オリジナルプリント

サロン技術Ⅰ 接客、施術マニュアルを作成することができる オリジナルプリント

サロン広告Ⅰ パンフレット、ペーパーアイテムを作成することができる オリジナルプリント

サロン広告Ⅱ パンフレット発送準備ができる オリジナルプリント

サロン考案Ⅱ サロンメニュー内容を考案することができる オリジナルプリント

サロン考案Ⅲ サロン施術内容を考案することができる オリジナルプリント

オリエンテーション
授業の目的、目標、評価方法について理解する

オリジナルプリント

サロン考案Ⅰ 事業計画書を作成することができる オリジナルプリント

 関連前科目 エステ（ボディ） サロン運営Ⅱ

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

 教科書名 該当なし オリジナルPowerPoint／オリジナルプリント

 設備名・機器名 施術用ベッド https://www.yic-kyoto-beauty.ac.jp/blog

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

サロン運営における企画、運営、接客、施術について教授する
当該内容は現場での接客、施術に役立つ

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

当該科目の教育課程における位置づけは学則上の卒業要件をであるとともに、将来卒業後に必要な知識・技術を習得する科目。
お客様に満足していただける施術内容を考えて施術することができる
サロン運営の企画・運営を組織的に実施することができる

受講条件 YIC京都ビューティ専門学校ビューティスペシャリスト科2年生に在籍していること

サロン運営Ⅰ
ビューティスペシャリスト科
エステティシャンコース

実習 なし

選択 該当なし

3.

4. 5. 6.

7. 8.

1 2.

9. 10.

11.

12.

13.

14. 15.

16. 17.

18. 19.

20.

21.

3.

4. 5. 6.

7. 8.

1 2.

9. 10.

11.

12.

13.

14. 15.

16. 17.

18. 19.

20.
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 ２０２５年度シラバス

1位 2位 25  良（Ｂ）： 79点～70点

1位 2位 25  可（Ｄ）： 69点～60点

なし  不可（Ｅ）:59点以下

なし

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

シラバス作成
者

福本真弓
シラバス承認

者
フルネームを記載

福本真弓・竹縄恵理

https://www.yic-kyoto-beauty.ac.jp/voice/fukumoto/

③授業態度

④サロン貢献度

➄作品

⑥プレゼンテーション

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 補修、追試の有無等
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 2学年

 授業形態  学期 後期  開講年月 1月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 2  時間数 60 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

2位 1位 25  秀（Ｓ）：100点～90点

2位 1位 25  優（Ａ）： 89点～80点

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

サロン運営における企画、運営、接客、施術について教授する
当該内容は現場での接客、施術に役立つ

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

当該科目の教育課程における位置づけは学則上の卒業要件をであるとともに、将来卒業後に必要な知識・技術を習得する科目。
お客様に満足していただける施術内容を考えて施術することができる
サロン運営の企画・運営を組織的に実施することができる

受講条件 YIC京都ビューティ専門学校ビューティスペシャリスト科に1年以上在籍していること

サロン運営Ⅰ ビューティスペシャリスト科

実習 なし

選択 該当なし

 関連前科目 サロン運営１ サロン運営Ⅲ

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

 教科書名 該当なし オリジナルPowerPoint／オリジナルプリント

 設備名・機器名 施術用ベッド、施術用鏡、施術用机 https://www.yic-kyoto-beauty.ac.jp/blog

サロン考案Ⅱ サロンメニュー内容を考案することができる（全コース） オリジナルプリント

サロン考案Ⅲ サロン施術内容を考案することができる（全コース） オリジナルプリント

オリエンテーション
授業の目的、目標、評価方法について理解する
（全コース）

オリジナルプリント

サロン考案Ⅰ 事業計画書を作成することができる（全コース） オリジナルプリント

サロン広告Ⅲ パンフレットを発送することができる。300件以上ポスティングができる（全コース） オリジナルプリント

サロン技術Ⅰ 接客、施術マニュアルを作成することができる（全コース） オリジナルプリント

サロン広告Ⅰ パンフレット、ペーパーアイテムを作成することができる（全コース） オリジナルプリント

サロン広告Ⅱ パンフレット発送準備ができる（全コース） オリジナルプリント

サロン技術Ⅳ サロンメニューのタイム計測を行い、問題点の発見ができる（施術者）（全コース） オリジナルプリント

サロン技術Ⅴ サロンメニューのタイム計測を行い、問題点の発見ができる（被施術者）（全コース） オリジナルプリント

サロン技術Ⅱ 相モデルでサロンメニューの施術を行う（施術者）（全コース） オリジナルプリント

サロン技術Ⅲ 相モデルでサロンメニューの施術を行う（被施術者）（全コース） オリジナルプリント

プレオープンⅠ サロン営業準備を行う（全コース） オリジナルプリント

プレオープンⅡ 教職員をモデルにサロンメニューの施術ができる（全コース） オリジナルプリント

サロン技術Ⅵ サロンメニュー施術の問題点の改善ができる（施術者）（全コース） オリジナルプリント

サロン技術Ⅶ サロンメニュー施術の問題点の改善ができる（被施術者）（全コース） オリジナルプリント

サロン営業Ⅰ① 営業1日目　ご予約いただいたお客様に施術を行う（全コース） オリジナルプリント

サロン営業Ⅰ② 営業1日目　施術アンケートをご記入いただき、次回の課題点の発見を行う（全コース） オリジナルプリント

オープン準備Ⅰ プレオープンでの課題点、改善点の共有を行う（全コース） オリジナルプリント

オープン準備Ⅱ お出迎え～お見送りまでの流れを実施する（全コース） オリジナルプリント

サロン営業Ⅲ① 営業３日目　ご予約いただいたお客様に施術を行う（全コース） オリジナルプリント

サロン営業Ⅲ② 営業３日目　施術アンケートをご記入いただき、次回の課題点の発見を行う（全コース） オリジナルプリント

サロン営業Ⅱ① 営業２日目　ご予約いただいたお客様に施術を行う（全コース） オリジナルプリント

サロン営業Ⅱ② 営業２日目　施術アンケートをご記入いただき、次回の課題点の発見を行う（全コース） オリジナルプリント

サロン営業Ⅴ① 営業５日目　ご予約いただいたお客様に施術を行う（全コース） オリジナルプリント

サロン営業Ⅴ② 営業５日目　施術アンケートをご記入いただき、次回の課題点の発見を行う（全コース） オリジナルプリント

サロン営業Ⅳ① 営業４日目　ご予約いただいたお客様に施術を行う（全コース） オリジナルプリント

サロン営業Ⅳ② 営業４日目　施術アンケートをご記入いただき、次回の課題点の発見を行う（全コース） オリジナルプリント

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

出席率８０％以上及び
①接客技術：お客様の声、接客、施術姿勢を評価する
②課題レポート：サロン運営を通じて達成したこと、課題点、今後の目標を600字以上800字以内で述べることができる
③授業態度：提出物及び授業への出席状況を評価する
④サロン貢献度：施術数、予約数を成績に反映する
上記評価点数を下表の配分％で按分し総合点６０点以上を合格とする

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

①接客技術

②課題レポート

サロン営業Ⅵ① 営業６日目　ご予約いただいたお客様に施術を行う（全コース） オリジナルプリント

サロン運営まとめ
営業６日目　施術アンケートをご記入いただき、サロン営業全体の振り返りを行う
レポート提出（成績評価）（全コース）

オリジナルプリント

3.

4. 5. 6.

7. 8.

1 2.

9. 10.

11.

12.

13.

14. 15.

16. 17.

18. 19.

20.
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 ２０２５年度シラバス

1位 2位 25  良（Ｂ）： 79点～70点

1位 2位 25  可（Ｄ）： 69点～60点

なし  不可（Ｅ）:59点以下

なし

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

シラバス作成
者

福本真弓
シラバス承認

者
フルネームを記載

福本真弓・竹縄恵理

https://www.yic-kyoto-beauty.ac.jp/voice/fukumoto/

③授業態度

④サロン貢献度

➄作品

⑥プレゼンテーション

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 補修、追試の有無等

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 2学年

 授業形態  学期 後期  開講年月 1月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 2  時間数 60 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

2位 1位 25  秀（Ｓ）：100点～90点

2位 1位 25  優（Ａ）： 89点～80点

1位 2位 25  良（Ｂ）： 79点～70点

1位 2位 25  可（Ｄ）： 69点～60点

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

サロン運営における企画、運営、接客、施術について教授する
当該内容は現場での接客、施術に役立つ

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

当該科目の教育課程における位置づけは学則上の卒業要件をであるとともに、将来卒業後に必要な知識・技術を習得する科目。
お客様に満足していただける施術内容を考えて施術することができる
サロン運営の企画・運営を組織的に実施することができる

受講条件 YIC京都ビューティ専門学校ビューティスペシャリスト科1年以上在籍していること

サロン運営Ⅲ ビューティスペシャリスト科

実習 なし

選択 該当なし

 関連前科目 サロン運営Ⅱ 該当なし

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

 教科書名 該当なし オリジナルPowerPoint／オリジナルプリント

 設備名・機器名 施術用ベッド、施術チェア https://www.yic-kyoto-beauty.ac.jp/blog

サロン営業３ 営業２日目　ご予約いただいたお客様に施術を行う オリジナルプリント

サロン営業４ 営業２日目　施術アンケートをご記入いただき、次回の課題点の発見を行う オリジナルプリント

サロン営業１ 営業1日目　ご予約いただいたお客様に施術を行う オリジナルプリント

サロン営業２ 営業1日目　施術アンケートをご記入いただき、次回の課題点の発見を行う オリジナルプリント

サロン営業７ 営業４日目　ご予約いただいたお客様に施術を行う オリジナルプリント

サロン営業８ 営業４日目　施術アンケートをご記入いただき、次回の課題点の発見を行う オリジナルプリント

サロン営業５ 営業３日目　ご予約いただいたお客様に施術を行う オリジナルプリント

サロン営業６ 営業３日目　施術アンケートをご記入いただき、次回の課題点の発見を行う オリジナルプリント

サロン営業１１ 営業６日目　ご予約いただいたお客様に施術を行う オリジナルプリント

サロン営業１２ 営業６日目　施術アンケートをご記入いただき、次回の課題点の発見を行う オリジナルプリント

サロン営業９ 営業５日目　ご予約いただいたお客様に施術を行う オリジナルプリント

サロン営業１０ 営業５日目　施術アンケートをご記入いただき、次回の課題点の発見を行う オリジナルプリント

サロン営業１５ 営業８日目　ご予約いただいたお客様に施術を行う オリジナルプリント

サロン営業１６ 営業８日目　施術アンケートをご記入いただき、次回の課題点の発見を行う オリジナルプリント

サロン営業１３ 営業７日目　ご予約いただいたお客様に施術を行う オリジナルプリント

サロン営業１４ 営業７日目　施術アンケートをご記入いただき、次回の課題点の発見を行う オリジナルプリント

サロン営業１９ 営業１０日目　ご予約いただいたお客様に施術を行う オリジナルプリント

サロン営業２０ 営業１０日目　施術アンケートをご記入いただき、次回の課題点の発見を行う オリジナルプリント

サロン営業１７ 営業９日目　ご予約いただいたお客様に施術を行う オリジナルプリント

サロン営業１８ 営業９日目　施術アンケートをご記入いただき、次回の課題点の発見を行う オリジナルプリント

サロン営業２３ 営業１２日目　ご予約いただいたお客様に施術を行う オリジナルプリント

サロン営業２４ 営業１２日目　施術アンケートをご記入いただき、次回の課題点の発見を行う オリジナルプリント

サロン営業２１ 営業１１日目　ご予約いただいたお客様に施術を行う オリジナルプリント

サロン営業２２ 営業１１日目　施術アンケートをご記入いただき、次回の課題点の発見を行う オリジナルプリント

サロン営業２７ 営業１４日目　ご予約いただいたお客様に施術を行う オリジナルプリント

サロン営業２８ 営業１４日目　施術アンケートをご記入いただき、次回の課題点の発見を行う オリジナルプリント

サロン営業２５ 営業１３日目　ご予約いただいたお客様に施術を行う オリジナルプリント

サロン営業２６ 営業１３日目　施術アンケートをご記入いただき、次回の課題点の発見を行う オリジナルプリント

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

出席率８０％以上及び
①接客技術：お客様の声、接客、施術姿勢を評価する
②課題レポート：サロン運営を通じて達成したこと、課題点、今後の目標を600字以上800字以内で述べることができる
③授業態度：提出物及び授業への出席状況を評価する
④サロン貢献度：施術数、予約数を成績に反映する
上記評価点数を下表の配分％で按分し総合点６０点以上を合格とする

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

①接客技術

②課題レポート

サロン営業２９ 営業１５日目　ご予約いただいたお客様に施術を行う オリジナルプリント

サロン営業３０
営業１５日目　施術アンケートをご記入いただき、サロン営業全体の振り返りを行う
レポート提出（成績評価）

オリジナルプリント

③授業態度

④サロン貢献度

3.

4. 5. 6.

7. 8.

1 2.

9. 10.

11.

12.

13.

14. 15.

16. 17.

18. 19.

20.

21.

3.

4. 5. 6.

7. 8.

1 2.

9. 10.

11.

12.

13.

14. 15.

16. 17.

18. 19.

20.
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 ２０２５年度シラバス

なし  不可（Ｅ）:59点以下

なし

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

シラバス作成
者

福本真弓
シラバス承認

者
フルネームを記載

➄作品

⑥プレゼンテーション

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 補修、追試の有無等

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 1学年

 授業形態  学期 前期  開講年月 10月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 1  時間数 30 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第　1回 ○月○日

第　2回 ○月○日

第　3回 ○月○日

第　4回 ○月○日

第　5回 ○月○日

第　6回 ○月○日

第　7回 ○月○日

第　8回 ○月○日

第　9回 ○月○日

第　10回 ○月○日

第　11回 ○月○日

第　12回 ○月○日

第　13回 ○月○日

第　14回 ○月○日

第　15回 ○月○日

第　回 ○月○日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

1位 2位 70  秀（Ｓ）：100点～90点

2位 2位 15  優（Ａ）： 89点～80点

なし  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 15  可（Ｄ）： 69点～60点

なし  不可（Ｅ）:59点以下

なし

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

シラバス作成
者

奥谷千晴
シラバス承認

者
フルネームを記載

フルネームを記載

学校ＨＰ内の実務経験教員の紹介ページのリンクを記載

③課題レポート

④授業態度

➄作品

⑥プレゼンテーション

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 補修、追試の有無等

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

 出席率８０％以上及び
成績判定試験　接客販売コンテスト審査表を利用し項目に沿って評価する
授業態度　提出物及び授業への出席状況を評価する
上記評価点数を下表の配分％で按分し総合点６０点以上を合格とする

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

①成績判定試験

②確認テスト

学生ショー実施 学生ショー実施

↓以降は行数を増やす。

イベント運営の実際② 学生ショー準備①

ベントプロデュースの分析と展望学生ショー準備②

イベント運営のグループワーク イベント運営とグループワーク（就職egg）

イベント運営のシミレーション②運営シュミレーション（就職egg）を実施する

ベントプロデュースの分析と展望ほりかわ祭について②

イベント企画会議 実際の行事の企画会議を実施する（就職egg）

イベント運営のシミレーション①運営シュミレーション（ほりかわ祭）

イベント運営の実際① ほりかわ祭について①

イベント企画会議 実際の行事の企画会議を実施する（ほりかわ祭）

イベント運営のグループワーク イベント運営とグループワーク（ほりかわ祭）

イベントの目的 イベントを実施する側に明確な『目的』がある事を理解する

プランニングと運営について プランニング（計画性）の重要性と運営について理解する

授業ガイダンス 2025年度のイベントについて理解する 正式な名称を記述する。

イベントについて イベントの意義について理解する

 関連前科目 該当なし 該当なし

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

 設備名・機器名 該当なし 該当なし

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

イベント企画段階からプロセスを経て目標達成の為に最高のパフォーマンスが発揮出来るようイベントのノウハウやプランニング方法等を教授する。
具体的なイベントの活動の企画力・実行力・協調性など社会人として役立つ

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

実際にイベント企画を行い制作ノウハウを身に付ける。自分たちが考えたイベントが来場者にどう評価されたかを調査・分析しグループワークで各自
が役割に対する責務を果たしチーム全体の力を発揮する事が出来る。

受講条件 ＹＩＣ京都ビューティ専門学校ビューティスペシャリスト科に在籍していること

イベントプロデュース ビューティスペシャリスト科

講義 該当なし

選択 該当なし

 教科書名 該当なし 該当なし

3.

4. 5. 6.

7. 8.

1 2.

9. 10.

11.

12.

13.

14. 15.

16. 17.

18. 19.

20.

21.

6.

10.6.

10.
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 1学年

 授業形態  学期 前期  開講年月 4月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 1  時間数 30 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第　1回 ○月○日

第　2回 ○月○日

第　3回 ○月○日

第　4回 ○月○日

第　5回 ○月○日

第　6回 ○月○日

第　7回 ○月○日

第　8回 ○月○日

第　9回 ○月○日

第　10回 ○月○日

第　11回 ○月○日

第　12回 ○月○日

第　13回 ○月○日

第　14回 ○月○日

第　15回 ○月○日

第　回 ○月○日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

1位 2位 70  秀（Ｓ）：100点～90点

1位 2位 15  優（Ａ）： 89点～80点

なし  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 15  可（Ｄ）： 69点～60点

なし  不可（Ｅ）:59点以下

なし

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

企業研究 ビューティスペシャリスト科

講義 該当なし

選択 該当なし

 教科書名 該当なし 該当なし

 設備名・機器名 該当なし 該当なし

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

ビューティ業界ではどのような業界があるのか、関連業種などについて調査、ビューティ業界での就職に役立つ

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

ビューティ業界を調べる事によって業界内の様々な職種を知る。またそこで求められる人物像、知識などを各自が明確にイメージすることによって学
習意欲を高め就職活動に役立つ

受講条件 ＹＩＣ京都ビューティ専門学校ビューティスペシャリスト科に在籍していること

ガイダンス 美容業界がどのようなものか理解する 該当なし

業界企業の特徴① 上場・未上場・親会社が他業種などブライダル企業の現在を学ぶ 該当なし

 関連前科目 該当なし 該当なし

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

企業研究① 企業理念・社長について・改革・事業展開・企業カルチャーについて調べる 該当なし

企業研究② 企業理念・社長について・改革・事業展開・企業カルチャーについて調べる 該当なし

業界企業の特徴② グループワークでビューティ企業を調べる 該当なし

業界調査発表 前回調べた企業を発表する 該当なし

企業研究➄ 企業理念・社長について・改革・事業展開・企業カルチャーについて調べる 該当なし

企業研究⑥ 企業理念・社長について・改革・事業展開・企業カルチャーについて調べる 該当なし

企業研究➂ 企業理念・社長について・改革・事業展開・企業カルチャーについて調べる 該当なし

企業研究④ 企業理念・社長について・改革・事業展開・企業カルチャーについて調べる 該当なし

履歴書の書き方・自己PR・エントリーシート 履歴書・エントリーシートの書き方・注意点を理解する 該当なし

模擬面接 グループディスカッション・グループ面接を実施 該当なし

合同企業説明会 YIC京都合同企業説明会（京都テルサ） 該当なし

就職情報サイト登録 就職情報サイトエントリー企業の研究をする 該当なし

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

出席率８０％以上及び
成績判定試験　接客販売コンテスト審査表を利用し項目に沿って評価する
授業態度　提出物及び授業への出席状況を評価する
上記評価点数を下表の配分％で按分し総合点６０点以上を合格とする

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

①成績判定試験

②確認テスト

模擬面接 期末テストを実施 該当なし

↓以降は行数を増やす。 該当なし

シラバス作成
者

奥谷千晴
シラバス承認

者
フルネームを記載

フルネームを記載

学校ＨＰ内の実務経験教員の紹介ページのリンクを記載

③課題レポート

④授業態度

➄作品

⑥プレゼンテーション

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 補修、追試の有無等

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

3.

4. 5. 6.

7. 8.

1 2.

9. 10.

11.

12.

13.

14. 15.

16. 17.

18. 19.

20.

21.

6.

10.6.

10.

6.

10.
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 2学年

 授業形態  学期 通期  開講年月 10月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 1  時間数 30 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第　1回 ○月○日

第　2回 ○月○日

第　3回 ○月○日

第　4回 ○月○日

第　5回 ○月○日

第　6回 ○月○日

第　7回 ○月○日

第　8回 ○月○日

第　9回 ○月○日

第　10回 ○月○日

第　11回 ○月○日

第　12回 ○月○日

第　13回 ○月○日

第　14回 ○月○日

第　15回 ○月○日

第　回 ○月○日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

1位 2位 70  秀（Ｓ）：100点～90点

15  優（Ａ）： 89点～80点

なし  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 15  可（Ｄ）： 69点～60点

なし  不可（Ｅ）:59点以下

なし

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

ボランティア活動Ⅰ ビューティスペシャリスト科

講義 該当なし

選択 該当なし

 教科書名 該当なし 該当なし

 設備名・機器名 該当なし 該当なし

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

ボランティアの理念・目的・意義・現状や問題を講義する・ボランティアの理念・目的・意義・現状や問題点を教授する

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

ボランティアの理念・ボランティア活動の基本原則を理解する・実際のボランティア活動に参加する・ボランティア活動参加の意義を説明できる

受講条件 ビューティスペシャリスト科１年以上在籍していること

ボランティアの理念 無償性・自主性・公益性 正式な名称を記述する。

ボランティア活動の基本原則
自ら進んで行動する・共に支えあい・学びあう『見返りを求めないよりよい社会』を理解す
る

 関連前科目 該当なし ボランティア活動Ⅱ

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

自分にあったボランティア活動は自分にあったボランティア活動について考察する

ボランティア活動① ボランティア活動に参加する

実際のボランティア活動 ボランティア活動について話し合う

ボランティア活動参加の意義
他人同士が様々なシチュエーションで繋がりを持ちお互いに学びあって生きる喜びを確かめ
合うことを理解する

ボランティア活動④ ボランティア活動に参加する

ボランティア活動➄ ボランティア活動に参加する

ボランティア活動② ボランティア活動に参加する

ボランティア活動➂ ボランティア活動に参加する

ボランティア活動⑧ ボランティア活動に参加する

ボランティア活動⑨ ボランティア活動に参加する

ボランティア活動⑥ ボランティア活動に参加する

ボランティア活動⑦ ボランティア活動に参加する

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

出席率８０％以上及び
成績判定試験　接客販売コンテスト審査表を利用し項目に沿って評価する
授業態度　提出物及び授業への出席状況を評価する
上記評価点数を下表の配分％で按分し総合点６０点以上を合格とする

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

①成績判定試験

②確認テスト

振り返り レポート作成をする

↓以降は行数を増やす。

シラバス作成
者

フルネームを記載
シラバス承認

者
フルネームを記載

フルネームを記載

学校ＨＰ内の実務経験教員の紹介ページのリンクを記載

③課題レポート

④授業態度

➄作品

⑥プレゼンテーション

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 補修、追試の有無等

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

3.

4. 5. 6.

7. 8.

1 2.

9. 10.

11.

12.

13.

14. 15.

16. 17.

18. 19.

20.

21.

10.10.6.

10.

6.

10.10.10.6.

10.

6.

10.
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 2学年

 授業形態  学期 通期  開講年月 10月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 1  時間数 30 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第　1回 ○月○日

第　2回 ○月○日

第　3回 ○月○日

第　4回 ○月○日

第　5回 ○月○日

第　6回 ○月○日

第　7回 ○月○日

第　8回 ○月○日

第　9回 ○月○日

第　10回 ○月○日

第　11回 ○月○日

第　12回 ○月○日

第　13回 ○月○日

第　14回 ○月○日

第　15回 ○月○日

第　回 ○月○日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

70  秀（Ｓ）：100点～90点

15  優（Ａ）： 89点～80点

2位 1位 なし  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 15  可（Ｄ）： 69点～60点

なし  不可（Ｅ）:59点以下

2位 1位 なし

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

ボランティア活動Ⅱ ビューティスペシャリスト科

講義 該当なし

選択 該当なし

 教科書名 該当なし 該当なし

 設備名・機器名 該当なし 該当なし

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

ユニバーサル社会の実現のために高齢者、身体の不自由な人、または国籍やLGBTQなど多種多様の
人たちに対して、分け隔てないおもてなし「ヒューマニティ　”人間性尊重精神”」を持てるように
接客・接遇の知識と技術を身につける。

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

・お客様に合わせた接客と介助・サービスの実践力を身につける。
・ボランティアを実際に体験することで、コミュニケーションと共感の大切さを学ぶ。
・ボランティア の基礎を覚え、 ボランティア活動に対するイメージを広げる。

受講条件 ビューティスペシャリスト科１年以上在籍していること

オリエンテーション
ボランティア活動とは

授業の必要性・概要・目的・目標についての説明・進め方
ボランティアの理念、ボランティア活動の社会的意義
ボランティアの基礎知識（車椅子、手引きなど）や現状を理解できる

心のバリアフリーの教材

外部講師による講義・体験授業
ボランティア入門講座、車椅子体験、手引き体験
当事者の思いを体験し、今後同様の場面に出会うこと
を考えることができる

心のバリアフリーの教材

 関連前科目 該当なし ボランティア活動Ⅱ

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

校外学習の事前学習 施設見学をする前に、ユニバーサルサービスについての取り組みが
わかるようになる

心のバリアフリーの教材

校外学習（ホテル施設の見学）
現場での体験を通して、ユニバーサル社会の実現を考え自ら行動できる
ホスピタリティを学ぶことができる 心のバリアフリーの教材

振り返り
ボランティア入門講座、車椅子体験、手引き体験を受けての
振り返りを行う
振り返りを行うことで、実際に体験したことを確認することができる

心のバリアフリーの教材

具体的なボランティア活動への参加に向けて ボランティア活動の種類や活動の範囲について理解できるようになる 心のバリアフリーの教材

校外学習
（ボランティア活動への参加）

実際にボランティア活動を行うことで、コミュニケーションと共感すること
の大切さがわかるようになる

心のバリアフリーの教材

振り返り

校外学習を体験しての振り返りを行う
ボランティア活動に参加して、「人とのつながり」「地域社会とのつながり」
での再発見することができる

心のバリアフリーの教材

振り返り
施設見学を受けての振り返り
振り返りを行うことで、あらためて現場で学んだことを理解できる
ようになる

心のバリアフリーの教材

校外学習の事前学習
事前に校外学習する施設を調べることで、ボランティア活動の
イメージがわかるようになる

心のバリアフリーの教材

ボランティア発表会に向けて
プレゼン練習

これまで取り組んできたボランティア活動の内容をパワーポイントに
まとめ、発表できるように準備する

心のバリアフリーの教材

発表会リハーサル
発表会のリハーサルを行う
事前にリハーサルを行うことで、自信をもって当日は発表することが
できる

心のバリアフリーの教材

ボランティア活動の発表準備
これまで取り組んできたボランティア活動を振り返りレポート
にまとめる
これまでのボランティア体験を振り返り、紙面にまとめることができる

心のバリアフリーの教材

ボランティア発表会に向けての整理
これまで取り組んできたボランティア活動の内容をパワーポイントに
まとめる
これまで取り組んできたボランティア活動の内容を分かりやすく

心のバリアフリーの教材

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

出席率８０％以上及び
成績判定試験　接客販売コンテスト審査表を利用し項目に沿って評価する
授業態度　提出物及び授業への出席状況を評価する
上記評価点数を下表の配分％で按分し総合点６０点以上を合格とする

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

①成績判定試験

②確認テスト

発表会 これまでの講義・校外学習を受けての発表を行う 心のバリアフリーの教材

↓以降は行数を増やす。

シラバス作成
者

奥谷千晴
シラバス承認

者
フルネームを記載

フルネームを記載

学校ＨＰ内の実務経験教員の紹介ページのリンクを記載

③課題レポート

④授業態度

➄作品

⑥プレゼンテーション

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 補修、追試の有無等

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

3.

4. 5. 6.

7. 8.

1 2.

9. 10.

11.

12.

13.

14. 15.

16. 17.

18. 19.

20.

21.

10.10.6.

10.

6.

10.10.10.6.

10.

6.

10.
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 2学年

 授業形態  学期 後期  開講年月 9月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 1  時間数 30 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第１回 ○月○日

第２回 ○月○日

第３回 ○月○日

第４回 ○月○日

第５回 ○月○日

第６回 ○月○日

第７回 ○月○日

第８回 ○月○日

第９回 ○月○日

第１０回 ○月○日

第１１回 ○月○日

第１２回 ○月○日

第１３回 ○月○日

第１４回 ○月○日

第１５回 ○月○日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

 秀（Ｓ）：100点～90点

 優（Ａ）： 89点～80点

２位 １位  良（Ｂ）： 79点～70点

２位 １位  可（Ｄ）： 69点～60点

２位 １位  不可（Ｅ）:59点以下

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

ソーシャルメディア活用概論 ビューティスペシャリスト科

講義 該当なし

選択 該当なし

 教科書名 該当なし オリジナル教材

 設備名・機器名 パソコン、Googleクラスルーム、Inkscape
総務省令和3年版 リテラシー向上の必要性
https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r03/
html/nd124200.html

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

情報リテラシー、ソーシャルメディア活用、広告作成の基本について教授する

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

情報セキュリティ、個人情報取り扱い及びソーシャルメディアにおける著作権について理解する
広告データの制作ができる

受講条件 ビューティスペシャリスト科１年以上在籍していること

情報リテラシーⅠ
オリエンテーション
インターネットの基礎知識について理解する

オリジナル教材

情報リテラシーⅡ 情報セキュリティ、個人情報の取り扱いについて理解する オリジナル教材

 関連前科目 ビジネスと仕事の実践

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

ソーシャルメディア活用概論Ⅱ マーケティング戦略におけるSNSの位置付け、お客様を集める具体策について考案する オリジナル教材

顧客分析Ⅰ 身近な題材を用いてペルソナを理解し顧客分析を行う オリジナル教材

情報リテラシーⅢ ソーシャルメディアにおける著作権の取扱について理解する オリジナル教材

ソーシャルメディア活用概論Ⅰ ソーシャルメディアの歴史、SNSの特性について理解する オリジナル教材

テキスト構成について 見やすいフォント、テキスト構成を学ぶ オリジナル教材

広告データ作成準備Ⅰ WEB広告に必要な素材を集める オリジナル教材

顧客分析Ⅰ エステ、メイク、ネイルサロンに来店するお客様についてペルソナを用いて分析する オリジナル教材

キャッチコピーについて キャッチコピーの考え方、作り方を学ぶ オリジナル教材

広告データ作成Ⅱ 個人サロンのWEB広告を作成することができる オリジナル教材

広告データ作成Ⅲ 個人サロンのWEB広告を作成することができる オリジナル教材

広告データ作成準備Ⅱ 集めた素材から広告を作成する オリジナル教材

広告データ作成Ⅰ 個人サロンのWEB広告を作成することができる オリジナル教材

出席率８０％以上及び
③課題　授業毎の課題の提出
④授業態度　提出物及び授業への出席状況を評価する
③作品　個人サロン広告データ作成
上記評価点数を下表の配分％で按分し総合点６０点以上を合格とする

①成績判定試験

②確認テスト

③課題レポート

広告データ作成Ⅳ 個人サロンのWEB広告を作成することができる オリジナル教材

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

シラバス作成者 福本真弓
シラバス承認

者
フルネームを記載

福永健

該当なし

④授業態度

➄作品

⑥プレゼンテーション

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 再試験１回

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

3.

4. 5. 6.

7. 8.

1 2.

9. 10.

11.

12.

13.

14. 15.

16. 17.

18. 19.

20.

21.

3.

4. 5. 6.

7. 8.

1 2.

9. 10.

11.

12.

13.

14. 15.

16. 17.

18. 19.

20.

21.
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 1学年

 授業形態  学期 前期  開講年月 4月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 1  時間数 30 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第1回

第２回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

1位 2位 50  秀（Ｓ）：100点～90点

1位 3位 2位 30  優（Ａ）： 89点～80点

1位 2位 3位 10  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 10  可（Ｄ）： 69点～60点

なし  不可（Ｅ）:59点以下

なし

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

シラバス作成
者

竹縄恵理
シラバス承認

者
フルネームを記載

竹縄恵理

学校ＨＰ内の実務経験教員の紹介ページのリンクを記載

③課題レポート

④授業態度

➄作品

⑥プレゼンテーション

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 補修、追試の有無等

成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）

出席率80％以上及び
①成績判定試験（選択問題・記述式問題）
②記述式問題　授業内で出てきたワード（専門用語）を記述すること
③確認テスト　小テストの得点を合計し、全体の成績に反映する
④授業態度、提出物及び授業への出席状況を評価する。
上記評価点数を下表の配分％で按分し総合点６０点以上を合格とする

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

①成績判定試験

②確認テスト

表現力 売上高を棒グラフで表す・データ分布のヒストグラムを説明する
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

把握力と分析力 業界シェアの動向・所得税を求める説明をする
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoinnto

選択力と予測力 最適な通勤ルートはどれか・来月の売上予想はいくらか求める説明をする
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoinnto

面積・体積
平行四辺形の面積・三角形の面積・台形の面積・ひし形の面積・円の面積・柱体の体積
錐体の体積を求める説明をする

オリジナルプリント
オリジナルPowerPoinnto

展開図 直方体・立方体・その他の図形の展開図から、体積・表面積を求める説明をする
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoinnto

集合 集合と要素・部分集合・空集合・関集合・和集合・全体集合・補集合について説明する

オリジナルプリント
オリジナルPowerPoinnto

推理
リーグ戦の勝敗・対応関係・うそつき問題を説明する
問題を解く

オリジナルプリント
オリジナルPowerPoinnto

計算の基礎・虫食い算
四則計算、四則混合計算、Xを使う式、連立方程式を説明をする。
問題を解く

オリジナルプリント
オリジナルPowerPoinnto

順列・確立
順列・確立の基本的な考え方と、保険・銀行の融資・株式市場の分散投資について説明をす
る

オリジナルプリント
オリジナルPowerPoinnto

損益算
売買による損益に関する計算。原価(仕入れ値）・定価・売価(売り値）・利益の関係
特に利益率、値引率の割合の意味を理解する説明をする。
問題を解く。

仕事算
単位日数や単位時間にできる仕事の量や、仕上げるのにかかる日数や時間を求める説明をす
る

オリジナルプリント
オリジナルPowerPoinnto

旅人算・流水算 動くものが２つあるとき、２つのものの隔たりの推移に関する説明をする
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoinnto

割合の基礎
単位の換算、百分率と歩合、濃度の計算（重量パーセントからモル濃度）を理解する説明を
する

オリジナルプリント
オリジナルPowerPoinnto

オリジナルプリント
オリジナルPowerPoinnto

オリエンテーション
数学基礎学力テスト

授業の進め方・評価基準・評価方法について説明する
数学基礎学力試験

数学検定試験

速さの基礎
速さの定義、秒速、分速、時速、速さと距離時間の関係の復習
速さを求める説明をする

オリジナルプリント
オリジナルPowerPoinnto

 関連前科目 該当なし

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

 設備名・機器名 教材投影用プロジェクター/PC(講師用）

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

日常生活に関する題材を取り上げ、現状認識、問題発見をつかさどる把握力、定量分析、定性分析に発展させる分析力、意思決定、
情報を研ぎ澄ませる選択力、シュミレーション能力を磨く為の予測力、プレゼンテーション能力を発揮できる表現力の基礎を教授する。

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

当該科目の教育課程における位置づけは、身近な問題を解くことを通して、読解力、把握力、分析力、選択力、予測力、
表現力、を養うための基基礎知識を習得する。

受講条件 YIC京都ビューティ専門学校ビューティスペシャリスト科に在籍していること

論理的思考力基礎 ビューティスペシャリスト科

講義 該当なし

選択 該当なし

 教科書名 該当なし
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

3.

4. 5. 6.

7. 8.

1 2.

9. 10.

11.

12.

13.

14. 15.

16. 17.

18. 19.

20.

21.
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 2学年

 授業形態  学期 後期  開講年月 9月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 1  時間数 30 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回
オリジナルプ
リント
オリジナル

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

1位 2位 60  秀（Ｓ）：100点～90点

なし  優（Ａ）： 89点～80点

1位 2位 30  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 10  可（Ｄ）： 69点～60点

なし  不可（Ｅ）:59点以下

なし

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

シラバス作成
者

竹縄恵理
シラバス承認

者
フルネームを記載

竹縄恵理

学校ＨＰ内の実務経験教員の紹介ページのリンクを記載

③課題レポート

④授業態度

➄作品

⑥プレゼンテーション

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 補修、追試の有無等

成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）

出席率80％以上及び
①成績判定試験（選択問題・記述式問題）
　記述式問題　授業内で出てきたワード（専門用語）を記述すること
③④授業態度、提出物及び授業への出席状況を評価する。
上記評価点数を下表の配分％で按分し総合点６０点以上を合格とする

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

①成績判定試験

②確認テスト

成績判定試験 成績判定試験実施　到達目標　筆記試験（選択問題・記述問題を解くことができる） オリジナル試験問題

リスクのマネジメント 職場・業務に関わるリスクマネジメント

オリジナルプリント
オリジナルPowerPoinnto

リスクのマネジメント
組織に関わるリスクマネジメント・事故災害時に関わるリスクマネジメントについて説明す
る

オリジナルプリント
オリジナルPowerPoinnto

業務のマネジメント 成果の検証と問題発見及びその解決・経営に関わる基礎知識について説明する
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoinnto

リスクのマネジメント リスクマネジメントの考え方とその実践
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoinnto

業務のマネジメント 経営計画・事業計画の策定について説明する

オリジナルプリント
オリジナルPowerPoinnto

業務のマネジメント マネージャーに求められる業務マネジメント
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoinnto

人と組織のマネジメント 部下のマネジメント、上司・外部とのコミュニケーションについて説明する
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoinnto

人と組織のマネジメント 人材育成と人事考課・チームマネジメントと企業組織論について説明する
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoinnto

人と組織のマネジメント マネージャー自身のマネジメントについて説明する

人と組織のマネジメント コミュニケーションの重要性について説明する
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoinnto

マネージャーの役割と心構え マネージャーの資質について説明する
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoinnto

マネージャーの役割と心構え マネージャーの資質について説明する心得について説明する
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoinnto

マネージャーの役割と心構え マネージャーが直面するビジネス環境について説明する
シラバス
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

マネージャーの役割と心構え マネージャーに求められるミッションと5つの役割について説明する
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoinnto

 関連前科目 該当なし

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

 設備名・機器名 教材投影用プロジェクター/PC(講師用）

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

管理職(マネージャー)は、企業と社員の結節点として、「経営ビジョンの浸透」や「事業戦略の策定・遂行」「チームモチベーションの向上」「人材
育成」などの多様かつ重要な役割を担っています。まさに企業の浮沈の鍵を握る要の存在です。この授業ではマネジメント知識を学び社会人基礎力を
高めることを教授する。

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

当該科目の教育課程における位置づけは卒業後に必要な知識を習得する科目。
サロン運営の際に必要な基礎知識を習得する。

受講条件 YIC京都ビューティ専門学校ビューティスペシャリスト科に在籍していること

ビジネスマネジメント ビューティスペシャリスト科

講義 該当なし

選択 該当なし

 教科書名 該当なし
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint
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 ２０２５年度シラバス

「YIC京都シラバス様式及び記載項目/相互確認項目」 様式第一版：2024.7.16_YIC京都_校長

科目名  学科名
(コース名)

 学年 2学年

 授業形態  学期 後期  開講年月 9月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 1  時間数 30 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第1回

第２回

第3回

第4回

第5回
オリジナル
プリント
オリジナル

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

1位 2位 50  秀（Ｓ）：100点～90点

1位 3位 2位 30  優（Ａ）： 89点～80点

1位 2位 3位 10  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 10  可（Ｄ）： 69点～60点

なし  不可（Ｅ）:59点以下

なし

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

シラバス作成
者

竹縄恵理
シラバス承認

者
フルネームを記載

竹縄恵理

学校ＨＰ内の実務経験教員の紹介ページのリンクを記載

③課題レポート

④授業態度

➄作品

⑥プレゼンテーション

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 補修、追試の有無等

成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）

出席率80％以上及び
①成績判定試験（選択問題・記述式問題）
②記述式問題　授業内で出てきたワード（専門用語）を記述すること
③確認テスト　小テストの得点を合計し、全体の成績に反映する
④授業態度、提出物及び授業への出席状況を評価する。
上記評価点数を下表の配分％で按分し総合点６０点以上を合格とする

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

①成績判定試験

②確認テスト

成績判定試験 成績判定試験実施
オリジナルプリント

業務内で想定される会話 ビューティ業界に就職し、海外のお客様をお迎えした際に想定される会話の実践
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoinnto

色々な場面の会話 自分が伝えたい事を英語で伝えられる様に説明する。
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoinnto

How about some paperbacks?
第三者の誕生日や好きなことを尋ねたり、答えることが出来る様に説明する。
提案する表現が使える様に説明する。
月や日付を正しく言えることが出来る様に説明する。

オリジナルプリント
オリジナルPowerPoinnto

Do you have a fitness center?
Haveを使って設備やサービスについて質問できる様に説明する。
序数を使って何階かを伝えることが出来る様に説明する。
Inやnext toを使って場所を伝えることが出来る様に説明する。

オリジナルプリント
オリジナルPowerPoinnto

How was your weekend? 趣味について尋ねたり、答えることが出来る様に説明する。

オリジナルプリント
オリジナルPowerPoinnto

Nice talking with you.
自然に会話を終わらせることが出来る様に説明する。
色々な別れの挨拶をすることが出来る様に説明する。
別れの挨拶に返答することが出来る様に説明する。

オリジナルプリント
オリジナルPowerPoinnto

May I have your name please?
受付で約束があることを伝えることが出来る様に説明する。
位置を表す表現を使うことが出来る様に説明する。

オリジナルプリント
オリジナルPowerPoinnto

ere are is the nearest bookstor道を尋ねたり、答えることが出来る様に説明する。
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoinnto

Where are you from?
天気の話題をきっかけに見知らぬ人と会話を始めることが出来る様に説明する。
出身地を尋ねたり、答える事ができる様に説明する。

How much is it?
値段を尋ねたり、答えることが出来る様に説明する。
数字を正しく言えるように説明する。

オリジナルプリント
オリジナルPowerPoinnto

How are you this morning?
相手の調子を尋ねたり、自分の調子を言うことが出来る、相槌を打つことが出来る様に説明
をする。

オリジナルプリント
オリジナルPowerPoinnto

What do you do in your free
time?

余暇の過ごし方について尋ねたり、答えることができる様に説明する。
種類を尋ねたり、答えることができる様に説明する。

オリジナルプリント
オリジナルPowerPoinnto

基礎英語力テスト 英単語・レベルチェック
シラバス
オリジナルPowerPoint
オリジナルプリント

Nice to meet you
オリエンテーション
自己紹介
初対面の挨拶

オリジナルプリント
オリジナルPowerPoinnto

 関連前科目 該当なし

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

 設備名・機器名 教材投影用プロジェクター/PC(講師用）

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

サロンでの対応について色々な場面で会話を教授する。
授業は簡単な会話を中心としビューティ分野に必要な表現も併せて教授する。

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

英語でのコミュニケーションが出来る様になる。
中学１，２年で学ぶ内容をカバーしながら、英語で基本的なやり取りができる力を身につける。

受講条件 YIC京都ビューティ専門学校ビューティスペシャリスト科に在籍していること

ビジネス英語 ビューティスペシャリスト科

講義 該当なし

選択 該当なし

 教科書名 該当なし
オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 2学年

 授業形態  学期 前期  開講年月 4月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 1  時間数 30 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第1回

第２回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

 秀（Ｓ）：100点～90点

 優（Ａ）： 89点～80点

1位 2位 3位 30  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 10  可（Ｄ）： 69点～60点

なし  不可（Ｅ）:59点以下

なし

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

シラバス作成
者

竹縄恵理
シラバス承認

者
フルネームを記載

竹縄恵理

学校ＨＰ内の実務経験教員の紹介ページのリンクを記載

③課題レポート

④授業態度

➄作品

⑥プレゼンテーション

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 補修、追試の有無等

成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）

出席率80％以上及び
③課題レポート　提出物を全体の成績に反映する
④授業態度、提出物及び授業への出席状況を評価する。
上記評価点数を下表の配分％で按分し総合点６０点以上を合格とする

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

①成績判定試験

②確認テスト

インターンシップ報告会

インタ ンシップを通じて得た知見や経験を受講者全員で共有化することを目的に体験報告
を行う。それぞれが就業体験を通じて得たものを自己定着させる。体験報告レポートをまと
め、インターンシップ報告書を作成することを説明する

オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

実務研修 受け入れ事業所で就業体験(実習日誌)

インターンシップ報告会

インターンシップを通じて得た知見や経験を受講者全員で共有化することを目的に体験報告
を行う。それぞれが就業体験を通じて得たものを自己定着させる。体験報告レポートをまと
め、インターンシップ報告書を作成することを説明する

オリジナルプリント
オリジナルPowerPoinnto

実務研修 受け入れ事業所で就業体験(実習日誌)

実務研修 受け入れ事業所で就業体験(実習日誌)

実務研修 受け入れ事業所で就業体験(実習日誌)

実務研修 受け入れ事業所で就業体験(実習日誌)

実務研修 受け入れ事業所で就業体験(実習日誌)

実務研修 受け入れ事業所で就業体験(実習日誌)

実務研修 受け入れ事業所で就業体験(実習日誌)

実務研修 受け入れ事業所で就業体験(実習日誌)

挨拶状・レポート作成
受け入れ企業の決定に基づき、必要書類などの作成を行いインターンシップを有意義なもの
にする

オリジナルプリント
オリジナルPowerPoinnto

実務研修 受け入れ事業所で就業体験(実習日誌)

実務研修の心構え
インターンシップの目的、参加の心構え、ビジネスマナー講習などを中心に説明する

シラバス
オリジナルPowerPoint
オリジナルプリント

実務研修の依頼
就職を希望する企業、サロンの調査法、インターンシップの依頼（電話・依頼文作成）企業
等とのマッチング、日程調整を説明する

オリジナルプリント
オリジナルPowerPoinnto

 関連前科目 該当なし

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

 設備名・機器名 教材投影用プロジェクター/PC(講師用）

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

業界研究で得た知識をもとにインターンシップ依頼、インターンシップリテラシーを学び、事前準備学習を教授する。
インターンシップを通じて得た経験を体験報告をレポートにまとめ、報告書を作成することを教授する。

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

自らの専攻やキャリアに関連した就業体験によって、高い職業意識を育成する。
実社会に触れることによって、学習意欲を向上させる
人間性を高め、基本的な生活習慣を身につける

受講条件 YIC京都ビューティ専門学校ビューティスペシャリスト科に在籍していること

インターンシップⅠ ビューティスペシャリスト科

実習 該当なし

選択 該当なし

 教科書名 該当なし
オリジナルPowerPoint
オリジナルプリント
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名
(コース名)

 学年 2学年

 授業形態  学期 前期  開講年月 4月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 1  時間数 30 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第1回

第２回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

 秀（Ｓ）：100点～90点

 優（Ａ）： 89点～80点

1位 2位 3位 30  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 10  可（Ｄ）： 69点～60点

なし  不可（Ｅ）:59点以下

なし

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

シラバス作成
者

竹縄恵理
シラバス承認

者
フルネームを記載

竹縄恵理

学校ＨＰ内の実務経験教員の紹介ページのリンクを記載

③課題レポート

④授業態度

➄作品

⑥プレゼンテーション

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 補修、追試の有無等

成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）

出席率80％以上及び
③課題レポート　提出物を全体の成績に反映する
④授業態度、提出物及び授業への出席状況を評価する。
上記評価点数を下表の配分％で按分し総合点６０点以上を合格とする

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

①成績判定試験

②確認テスト

インターンシップ報告会

インタ ンシップを通じて得た知見や経験を受講者全員で共有化することを目的に体験報告
を行う。それぞれが就業体験を通じて得たものを自己定着させる。体験報告レポートをまと
め、インターンシップ報告書を作成することを説明する

オリジナルプリント
オリジナルPowerPoint

実務研修 受け入れ事業所で就業体験(実習日誌)

インターンシップ報告会

インターンシップを通じて得た知見や経験を受講者全員で共有化することを目的に体験報告
を行う。それぞれが就業体験を通じて得たものを自己定着させる。体験報告レポートをまと
め、インターンシップ報告書を作成することを説明する

オリジナルプリント
オリジナルPowerPoinnto

実務研修 受け入れ事業所で就業体験(実習日誌)

実務研修 受け入れ事業所で就業体験(実習日誌)

実務研修 受け入れ事業所で就業体験(実習日誌)

実務研修 受け入れ事業所で就業体験(実習日誌)

実務研修 受け入れ事業所で就業体験(実習日誌)

実務研修 受け入れ事業所で就業体験(実習日誌)

実務研修 受け入れ事業所で就業体験(実習日誌)

実務研修 受け入れ事業所で就業体験(実習日誌)

挨拶状・レポート作成
受け入れ企業の決定に基づき、必要書類などの作成を行いインターンシップを有意義なもの
にする

オリジナルプリント
オリジナルPowerPoinnto

実務研修 受け入れ事業所で就業体験(実習日誌)

実務研修の心構え
インターンシップの目的、参加の心構え、ビジネスマナー講習などを中心に説明する

シラバス
オリジナルPowerPoint
オリジナルプリント

実務研修の依頼
就職を希望する企業、サロンの調査法、インターンシップの依頼（電話・依頼文作成）企業
等とのマッチング、日程調整を説明する

オリジナルプリント
オリジナルPowerPoinnto

 関連前科目 該当なし

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

 設備名・機器名 教材投影用プロジェクター/PC(講師用）

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

業界研究で得た知識をもとにインターンシップ依頼、インターンシップリテラシーを学び、事前準備学習を教授する。
インターンシップを通じて得た経験を体験報告をレポートにまとめ、報告書を作成することを教授する。

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

自らの専攻やキャリアに関連した就業体験によって、高い職業意識を育成する。
実社会に触れることによって、学習意欲を向上させる
人間性を高め、基本的な生活習慣を身につける

受講条件 YIC京都ビューティ専門学校ビューティスペシャリスト科に在籍していること

インターンシップⅡ ビューティスペシャリスト科

実習 該当なし

選択 該当なし

 教科書名 該当なし
オリジナルPowerPoint
オリジナルプリント
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